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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファクシミリを送信する方法であって、当該方法は、
　その中にテキスト情報が入力されるテキスト情報入出力領域を含む書式であって、且つ
それぞれが、少なくとも当該書式に関するコード化された個々の位置情報を含む複数個の
タグがその上に印刷されている書式を提供する工程と、
　当該書式上の当該テキスト情報入出力領域内に印刷されている複数個のタグに含まれる
コード化された個々の当該位置情報を読み取る操作が可能なペン状の用具を使用して、当
該ペン状の用具を当該書式上の当該テキスト情報入力領域内を移動させながら、当該ペン
状の用具の移動軌跡の近傍に位置するそれぞれの当該タグに含まれるコード化された個々
の当該位置情報を読み取ることによって、所望のテキスト情報を当該書式を用いて入力す
る工程、
　当該ペン状の用具と接続されているコンピュータシステムが使用され、当該コンピュー
タシステムに於いて、当該テキスト情報の入力中に、当該ペン状の用具の移動によって当
該書式から読み出された当該複数個のタグに含まれる個々のコード化された位置情報を含
む、当該書式上の当該テキスト情報入出力領域内と当該ペン状の用具との間の情報入出力
操作状態を表す第１のテキスト情報入出力操作データを受信する工程、
　当該第１のテキスト情報入出力操作データを処理して、当該テキストのデジタル化様式
を得ると共に、メッセージとしてファクシミリで送信されるべき当該テキストの部分を決
定する工程、及び
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　当該テキストの当該メッセージ部分を、指定された受信者のアドレスにファクシミリと
して送信する工程、
とから構成されており、更に、当該メッセージ部分の送信操作は、当該書式上の当該テキ
スト情報入出力領域とは別個に設けられた、それぞれが少なくとも送信機能或いは送信指
示を表示するコード化された情報を含むタグが印刷されている機能或いは指示表示領域上
に当該ペン状の用具を対向させることにより送信操作が開始される事を特徴とするファク
シミリを送信する方法。
【請求項２】
　当該書式には、返信番号が当該テキストの当該メッセージ部分と共に送信されるべきか
否かを指示する為の指示領域が設けられており、当該ファクシミリを送信する方法は、更
に、
　当該返信番号が当該メッセージとともに送信されるべきかどうかを示す指示を、当該ペ
ン状の用具を使用して、当該指示領域を介して入力する工程、
　当該指示が入力される際には、当該指示領域の近傍に於ける当該書式上に印刷された当
該コード化されたデータを当該ペン状の用具を使用して読み取る工程、
　コンピュータシステムに於いて、当該指示の入力中に、当該ペン状の用具によって当該
書式から読み出された当該コード化されたデータを含む、第２の情報入出力操作データを
受信する工程、及び
　該第２の情報入出力操作データを処理して、当該指示領域を介して入力された指示を判
断する工程、
とから構成されている事を特徴とする請求項１に記載のファクシミリを送信する方法。
【請求項３】
　当該第２の情報入出力操作データの処理に基づいて、当該指示領域を介して肯定的な指
示が入力されていると判断された場合に、当該テキストのメッセージ部分が当該返信番号
と共に送信される事を特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　当該書式を用いて入力されたテキストは、受信者アドレスを含んでおり、且つ、当該第
１の情報入出力操作データを処理する工程は、更に、当該第１の情報入出力操作データを
処理して、当該受信者アドレスを表示する当該テキストの部分を決定する工程と、当該受
信者アドレスを表示する当該テキストを機械が使用しうる形式に変換する工程とを含んで
いる事を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　当該受信者のアドレスは、アドレスリストと、当該リスト内のそれぞれのアドレスと関
連する選択指示領域とを有する別の文書から選択されるものであり、当該別の文書の当該
選択指示領域には、その上にそれぞれが当該それぞれのアドレスに対応するコード化され
たデータを含むタグが印刷されているものであって、当該方法は、更に、
　当該ペン状の用具を当該選択指示領域と対向させ、それによって１つ或いはそれ以上の
アドレスを選択する工程であって、且つ、当該ペン状の用具を当該選択指示領域と対向さ
せることにより、当該選択指示領域に於ける印刷されたタグのそれぞれに含まれている当
該コード化されたデータの読み出しを含んでいる工程と、
　当該ペン状の用具が当該選択指示領域と対向している間に読み出された当該タグのそれ
ぞれに含まれている当該コード化されたデータをコンピュータシステムに送信する工程と
、
　当該ペン状の用具が当該選択指示領域と対向している間に読み出された当該コード化さ
れたデータを処理し、それによって何れのアドレスが選択されたかを判断する工程と、
を含んでいる事を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　当該コンピュータシステムによって受信された当該タグに含まれる当該コード化された
データには、当該タグの当該書式に対する位置情報の他に当該使用される書式に関する書
式識別用のコード化されたデータが含まれており、当該方法は、更に、当該コンピュータ
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システムによって受信された当該コード化されたデータから当該書式の識別データ及び当
該書式に対する当該ペン状の用具の位置を示す識別データとを読み出す工程を含んでいる
事を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　当該方法は、更に、コンピュータシステムの中で、当該書式に対する当該ペン状の用具
の移動に関する移動データを受信する工程を含んでいる事を特徴とする請求項６に記載の
方法。
【請求項８】
　当該方法は、更に、当該ペン状の用具が、当該コード化されたデータを利用して、当該
書式に対する当該ペン状の用具の移動を感知する工程を含んでいる事を特徴とする請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　当該書式を提供する工程は、当該書式を記録媒体に印刷する工程と、当該書式を印刷す
る時点と同じ時点で、当該記録媒体上に当該コード化されたデータを印刷する工程とを含
んでいる事を特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　当該コード化されたデータは、可視スペクトルでは非可視であるインクを使用して提供
される事を特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　当該方法は、更に、当該コード化されたデータ内に含まれている識別子データを使用し
て検索可能である、当該書式のコピーをデジタル的に格納する工程を含んでいる事を特徴
とする請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　ファクシミリを送信するためのシステムであって、当該システムは、
　その中にテキスト情報が入力されるテキスト情報入出力領域を含む書式であって、且つ
それぞれが、少なくとも当該書式に関するコード化された個々の位置情報を含む複数個の
タグがその上に印刷されている書式を、印刷する為のプリンタと、
　ペン状の用具であって、当該ペン状の用具は、当該書式の当該テキスト情報入出力領域
を介してテキスト情報の入力が可能であり、且つ、当該テキスト情報入出力領域に接近し
て移動する事により、当該テキスト情報入出力領域内の当該複数個のタグの少なくとも一
部のタグに含まれている個々のコード化された位置情報を読み出す事が可能であり、それ
によって、当該ペン状の用具の当該テキスト情報入出力領域に対するテキスト情報の入出
力操作を表す第１のテキスト情報入出力操作データを得ると共に、当該ペン状の用具が当
該書式の当該テキスト情報入出力領域を介してテキスト情報を入力している間に当該ペン
状の用具により当該テキスト情報入出力領域を介して読み出された当該コード化された位
置情報データを含む当該第１のテキスト情報入出力操作データを送信する事が可能に構成
されているペン状の用具と、
　当該ペン状の用具から当該第１のテキスト情報入力データを受信する様に操作可能に構
成されたコンピュータシステムであって、当該コンピュータシステムは更に、受信した当
該第１のテキスト情報入出力データを処理して、当該書式上の当該テキスト情報入出力領
域上を移動する当該ペン状の用具によって読み出された当該複数個のタグに含まれる当該
個々のコード化された位置情報から、当該ペン状の用具の動きによって表わされるメッセ
ージを読み出すと共に、当該読み出されたメッセージをファクシミリ送信するためのアド
レスに送信する様に操作可能であるコンピュータシステムと
を含んでいるシステムであって、更に当該書式には、当該書式上の当該テキスト情報入領
域とは別個に設けられた、それぞれが少なくとも送信機能或いは送信指示を表示するコー
ド化された情報を含む複数個のタグが印刷されている機能或いは指示表示領域が設けられ
ている事を特徴とするシステム。
【請求項１３】
　当該プリンターは、更に、返信番号が当該メッセージと共に送信されるべきか否かを指
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示するための、当該書式上の当該指示領域上に印刷されている複数個のコード化されたデ
ータを含む指示領域を有する書式を印刷可能に構成され、且つ当該ペン状の用具は、当該
書式上の当該指示領域を介して情報入出力操作可能に構成され、当該指示領域に近接して
移動して、当該複数個のコード化されたデータの少なくともその一部を読み出して、当該
ペン状の用具と当該書式上の当該指示領域との情報入出力操作を表す第２の情報入出力操
作データを得る様に構成され、更に、当該コード化されたデータ含む第２の対話データを
送信するように構成されている事を特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　当該コンピュータシステムは、更に、当該第２の情報入出力操作データを処理して当該
メッセージと共に、当該返信番号が送信されるべきか否かを判断し、そして、当該第２の
情報入出力操作データから当該返信番号が送信されるべきであると判断された時に、所定
の期間だけ有効な当該返信番号と共に当該メッセージを送信する様に操作可能に構成され
ている事を特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　コンピュータシステムが、ファックスサーバへの伝送のためにメッセージを受信し、フ
ォーマットするためのファックスアプリケーションを含み、当該ファックスアプリケーシ
ョンが、さらに返信番号を割り当てるために作動する事を特徴とする請求項１３に記載の
システム。
【請求項１６】
　コード化されたデータが、書式、および書式の少なくとも１つの点を特定するために作
動する事を特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１７】
　コンピュータシステムは、コード化されたデータを基準にした当該ペン状の用具の移動
を表す第１と第２の情報入出力操作データから移動データを引き出す様に構成されており
、それによって、当該ペン状の用具により書き込まれたメッセージが捕捉される様に構成
されている事を特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１８】
　当該ペン状の用具は、当該コード化されたデータを使用して、文書に関連する、それ自
体の移動を感知する様に操作可能に構成されている事を特徴とする請求項１７に記載のシ
ステム。
【請求項１９】
　当該ペン状の用具は、マーキングペン先が付加されている事を特徴とする請求項１４に
記載のシステム。
【請求項２０】
　当該プリンタが当該書式をオンデマンドで印刷する事を特徴とする請求項１４に記載の
システム。
【請求項２１】
　当該プリンタは、当該書式の内容を印刷するのと同時に、当該書式上に当該コード化さ
れたデータを印刷するように構成されている事を特徴とする請求項１９に記載のシステム
。
【請求項２２】
　当該コード化されたデータが、可視スペクトルの中で非可視である事を特徴とする請求
項１９に記載のシステム。
【請求項２３】
　当該システムは、更に、生成された各書式の検索可能なレコードを保存するためのデー
タベースを含み、当該各書式が、当該コード化されたデータ内に含まれる書式識別子によ
って検索可能である事を特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項２４】
　当該プリンタは、当該書式が複数のページを含む場合に、印刷された書式を結合するた
めの結合手段を含んでいる事を特徴とする請求項１４に記載システム。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、概して、印刷物およびセンサによってコンピュータと対話する（即ち、テキ
ストを含むデータの入力、読み取り、送受信等の情報入出力操作を行う）ための方法、シ
ステムおよび装置に関する。さらに特定すると、本発明は、このような方法、システムお
よび装置を活用する、ファクシミリの送達に関する。
【０００２】
　本発明は、おもに、大多数の分散したユーザが、印刷物および光センサを介してネット
ワーク化された情報と対話（即ち、テキストを含むデータの読み取り、送受信或いはそれ
らの情報入出力処理を行う）し、それにより高速ネットワーク化カラープリンタを介して
オンデマンドで対話型印刷物（少なくともテキストを入力出来る領域、即ち、テキスト情
報入力領域を有する印刷された書式）を得ることができるようにするために開発されてき
た。本発明はこの使用に関して、おもにここに記述されるが、本発明が本分野での使用に
限られないことが理解されるだろう。
（発明の背景）
　ページ上でメッセージを書き込むまたは入力してから、走査およびそれ以降の受信者機
械への転送のために、該ページをファクシミリ機械に供給することによりファクシミリを
送信することは既知である。
　本発明は、作成されたメッセージを直接的にデジタルインク（即ち、ユーザーがテキス
トを手書き入力する為に、ペン状の用具を書式上で移動させた際に、当該ペン状の用具の
移動により形成された一連のストロークの範囲内で読み出されたコード化された位置情報
の集合結果を言う）に変換し、それにより伝送の前のファクシミリ機械による走査の必要
性を不要にすることによりファクシミリを送信するための手順を簡略化することを求める
。
（発明の要約）
　本発明に従って、ファクシミリを送信する方法であって、当該方法は、テキストを入力
するために使用される書式であって、且つその上に印刷された、コード化されたデータを
内蔵する複数個のタグ有している、書式を提供する工程と、当該テキストが入力される時
に、当該テキストの近傍に於いて、当該書式上に印刷されている当該コード化されたデー
タを読み取る操作が可能なペン状の用具を使用して当該書式を介して当該テキストを入力
する工程、コンピュータシステムに於いて、当該テキストの入力中に、当該書式上を移動
する当該ペン状の用具によって当該書式から読み出された各タグのそれぞれに含まれる当
該コード化されたデータを含む、当該書式と当該ペン状の用具との間のテキスト情報入出
力操作を表す第１のテキスト情報入出力操作データをコンピュータシステムが受信する工
程、当該第１のテキスト情報入出力操作データを処理して、当該テキストのデジタル化様
式を得ると共に、メッセージとしてファクシミリで送信されるべき当該テキストの部分を
決定する工程、及び当該テキストの当該メッセージ部分を、指定された受信者のアドレス
にファクシミリとして送信する工程、とから構成されているファクシミリを送信する方法
が提供される。
【０００３】
　好ましくは、メッセージは、戻りメッセージを送信するために返信番号付きで送達され
、該返信番号は所定の時間だけ有効である。メッセージの送信者は、センサを使用して書
式上で、返信番号がメッセージとともに伝送されるべきかどうかを示す。
【０００４】
　好ましくは、受信者アドレスを、センサ、つまり上記したペン状の用具を使用して、上
記書式を用いて書き込む際に、当該センサを当該書式上に印刷されたコード化データを内
蔵する複数個のタグ上を移動させながら移動軌跡部分に含まれる当該各タグのコード化デ
ータを読み出すことによって当該書式を介して入力され、当該書式を介して書き込まれた
受信者アドレスは電子的に捕捉され、メッセージの伝送を容易にするためにデジタル形式
に変換される。別の方法としては、受信者アドレスは、アドレスリストを有するか、或は
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当該センサがアドレスを選択するために対話するように適応される関連付けられたユーザ
対話型要素が備えられる文書から選択される。
【０００５】
　好ましくは、当該方法は、さらに、コンピュータシステムの中で、書式を特定し、セン
サが書式と対向して所望の情報を入力するか読み出す操作を実行するために使用される時
点を判断するために、書式のアイデンティティおよび書式を基準にしたセンサの位置に関
する、コード化されたデータから引き出される指示データを受信する工程を含む。
【０００６】
　当該方法は、コンピュータシステムの中で、更に好ましくはコード化されたデータを使
用して書式を基準にしたその移動を感知するセンサ、つまりペン状の用具を用いて、当該
書式を基準にしたセンサの移動に関する移動データを受信する工程を含む。
【０００７】
　当該方法は、さらに、表面を有する構造体の当該表面上に書式を印刷し、同時に当該表
面上にコード化されたデータを印刷することを含み、当該コード化されたデータは、好ま
しくは可視スペクトルに於いて実質的には非可視である。
【０００８】
　好ましくは、当該方法は、印刷された書式の検索可能なレコードを保持することを含み
、書式はコード化されたデータに含まれるアイデンティティデータを使用して検索できる
。
【０００９】
　別の態様では、 ファクシミリを送信するためのシステムであって、当該システムは、
コード化されたデータを含む書式を印刷する為のプリンターと、ペン状の用具であって、
当該ペン状の用具は、当該書式と対話し、当該対話領域の近傍に於いて当該書式上にプリ
ントされている当該コード化されたデータを読み出し、そして、当該ペン状の用具の当該
書式との対話の間に当該ペン状の用具によって当該書式から読み出された、当該コード化
されたデータを含んでいる、当該ペン状の用具の当該書式との対話を表す第１の対話デー
タを送信する様に操作可能に構成されているペン状の用具と、及び、当該ペン状の用具か
ら当該第１の対話データを受信する様に操作可能に構成されたコンピュータシステムであ
って、当該コンピュータシステムは更に、受信した当該第１の対話データを処理して、そ
こからメッセージを引き出すと共に、当該引き出されたメッセージをファクシミリ送信す
るためのアドレスに送信する様に操作可能であるコンピュータシステムとを含んでいるフ
ァクシミリを送達するためのシステムが提供される。
【００１０】
　好ましくは、当該コンピュータシステムは、所定の期間だけ有効な当該返信番号と共に
当該メッセージを送信する様に構成されており、且つ当該コンピュータシステムは、好ま
しくは、当該ペン状の用具からなるセンサーと当該書式上に形成されている適宜のユーザ
ーの対話要素との対話によって指示される送信者の指令に基づいた返信番号を含んでいる
。
　好ましくは、コンピュータシステムは、ファックスサーバへの伝送のためにメッセージ
を受信し、フォーマットするためのファックスアプリケーションを含み、該ファックスア
プリケーションは、さらに応答番号を割り当てるために役立つ。
【００１１】
　該コード化されたデータは、好ましくは書式および書式を基準にしたセンサの位置を特
定するために役立ち、その結果、コンピュータシステムは、メッセージを捕捉するために
、コード化されたデータを基準にしたセンサの移動に関する移動データを受信することが
できる。
【００１２】
　その点において、センサは、好ましくは、コード化されたデータを使用して文書を基準
にしたそれ自体の移動を感知する。センサは、好ましくはマーキングペン先が付加されて
いるものであってもよい。
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【００１３】
　プリンタは、好ましくは、表面を有する構造体上に当該書式を印刷すると同時に、コー
ド化されたデータをオンデマンドで印刷するように構成されており、コード化されたデー
タは、好ましくは、可視スペクトル内で実質的に非可視である。
【００１４】
　当該システムは、好ましくは、書式の検索を可能とするレコードを保存するためのデー
タベースを含み、書式は、そのコード化されたデータに含まれるアイデンティティデータ
を使用して検索可能である。
（好ましいおよびその他の実施形態の詳細な記述）
　注記：メムジェットＴＭは、オーストラリア、シルバーブルックリサーチ（Ｓｉｌｖｅ
ｒｂｒｏｏｋ
Ｒｅｓｅａｒｃｈ）Ｐｔｙ社の商標である。
【００１５】
　好ましい実施形態において、本発明は、本発明の全図面、特に図３及び、明細書の段落
番号（００１８）から（０３２９）、特に（００７８）から（０１６０）に詳細にその構
成が記載されているネットページネットワーク化コンピュータシステムと動作するように
構成されている。
【００１６】
　必ずしも、全ての具体例について、この基本的システム関して後述される特定部分の詳
細や関連部分の全て或いはその大部分の説明が具体的にされてはいないが、然しながら、
本発明の好ましい実施例或いは実施態様が動作する状況を理解しようとするときに、別の
事項を参照する必要性を少なくするために、本システムはその最も完全な形式で記述され
ている。
【００１７】
　簡略に言うならば、上記したネットページネットワーク化コンピュータシステムにおい
て、後述する明細書の段落番号（００１８）から（００７７）で詳細に説明されているネ
ットページシステムの好ましい具体例では、マップ化された表面（ｍａｐｐｅｄ　ｓｕｒ
ｆａｃｅ、文字化された表示或いは図形化された表示等が地図の様に配置されている表面
）の形式をもつコンピュータインタフェースを採用するものであり、当該コンピュータイ
ンタフェースは、図１に示す様に、物理的表面を持った紙等の印刷用媒体で構成され、且
つ当該物理的表面には、コンピュータシステム内で維持されている当該マップ化された表
面（ａ　ｍａｐ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）に対応する参照部分（ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ、つまりインデックスとしての機能を示す）を含でいる。
　当該対応付けされた参照部分（ｍａｐ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）は、適切なセンサ、つま
りペン状の用具によって質問、つまり検索を受ける事が可能である。
　特定の具体例によれば、当該対応付けされた参照部分は、可視的に或は非可視的に符号
化され、そして当該対応付けされた参照部分は、当該マップ化された表面上での局所的な
質問或は検索が、当該コンピュータシステム内の一つのマップ化された部分内及び複数の
マップ化された部分間のいずれに関しても正確に対応付けされた参照部分となるような方
法で定義される。
　コンピュータシステムは、マップ化された表面（コンピュータインタフェース内の）に
関する特性についての情報を含むことができ、このような情報は、当該マップ化された表
面とともに使用されるセンサ、つまりペン状の用具によって供給される該対応付けされた
参照部分に基づいて検索することができる。このようにして検索された情報は、オペレー
タの当該マップ化された表面の特性に対する情報の入力或いは読み出し操作（以下単に対
話と称する）に応答して、オペレータの代わりにコンピュータシステムによって開始され
る動作という形式を取ることができる。
【００１８】
　好ましい形式では、上記したネットページシステムは、上記したネットページの製作お
よびネットページと人間との対話（即ち、上記で定義した、人間による当該ネットページ
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に対する情報の入力或いは読み出し操作）に依存する。当該ネットページは、テキストの
頁、グラフィックス又は、通常の紙に印刷される画像であるが、対話型（つまり、人間に
よる情報の入力や読み出し操作が可能な形式、以下単に対話型と称する）ウェブページの
ように動作する。
　情報は、人間の裸眼には実質的には非可視であるインクを使用して上記したネットペー
ジシステムを構成するそれぞれの書式である各ページで符号化される。しかしながら、イ
ンクおよびそれによりコーディングされたデータは、光学的撮像ペンによって感知され、
ネットページシステムに伝送することができる。
【００１９】
　好ましい具体例では、上記したネットページシステムを構成するそれぞれの書式である
各ページ上に設けられている、所望の機能或いは操作の実行を命令するアクティブなボタ
ンおよびインターネットに接続されている別の情報源から特定の情報を得るためにリンク
を張る為のハイパリンクは、ネットワークからの情報を要求するために、あるいはネット
ワークサーバに優先順位を信号で知らせるために、ペン状の用具でクリックすることがで
きる。
　ある実施形態では、上記したネットページ上の当該テキスト情報入力領域内でユーザが
当該ペン状の用具を手で移動させることにより入力された、手で書かれたテキストが、ネ
ットページシステム内で自動的に認識され、コンピュータテキストに変換され、当該様式
中に情報が記入できるようにする。
【００２０】
　図１に図解されるように、印刷されたネットページ１は、印刷されたページ上で物理的
にあるいは、ペンとネットページシステム間の通信を介して「電子的に」の両方でユーザ
ーによって記入できる対話型様式を表すことができる。例えば、名前フィールドとアドレ
スフィールド、および提出ボタンを含む「要求」様式を示す。ネットページは、可視イン
クを使用して印刷されたグラフィックデータ２、および非可視インクを使用してタグ４の
集合体として印刷されるコーディングされたデータ３から成り立つ。ネットページネット
ワーク上に記憶される対応するページ記述５は、ネットページの個々の要素を記述する。
特に、それは、ネットページシステムが、ネットページを介して正しく入力を解釈できる
ようにするために、各対話型要素の型および空間的な範囲（ゾーン）（つまり、例の中の
テキストフィールドおよびボタン）を記述する。例えば、提出ボタン６は、対応するグラ
フィック８の空間範囲に一致するゾーン７を有する。
【００２１】
　図２に図解されるように、その好ましい構造が図８と図９に示され、さらに詳細に後述
される、ネットページペン１０１は、家庭用、事務所用、または移動使用のためのインタ
ーネット接続印刷機器である、ネットページプリンタ６０１とともに動作する。当該ペン
は無線であり、短距離無線リンク９を介してネットページプリンタと確かに通信する。
【００２２】
　その好ましい構造が図１１から図１３に示され、さらに詳細に後述されるネットページ
プリンタ６０１は、定期的にまたはオンデマンドで、すべて対話型ネットページと同じ高
品質で印刷される、個人専用にされた新聞、雑誌、カタログ、本およびその他の出版物を
送達することができる。パーソナルコンピュータと異なり、ネットページプリンタは、例
えば、ユーザーの台所内、朝食のテーブルの近くまたはその日の家庭内の出発点の近くの
ように朝のニュースが最初に消費される領域に隣接して壁に取り付けることができる機器
である。それはまた、テーブルトップ、デスクトップ、可搬バージョンおよび縮小バージ
ョンでも届けられる。
【００２３】
　その消費の場所で印刷されるネットページは、紙の使いやすさを、対話型媒体の適時性
および対話式利用と結合する。
【００２４】
　図２に図示されるように、ネットページペン１０１は、印刷されたネットページ１上で
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コーディングされたデータと対話し、短距離無線リンク９を介して対話をネットページプ
リンタに通信する。プリンタ６０１は、解釈のために関連するネットページページサーバ
１０に対話を送信する。適切な状況において、ページサーバは、対応するメッセージを、
ネットページアプリケーションサーバ１３上で実行するアプリケーションコンピュータソ
フトウェアに送信する。アプリケーションサーバは、その結果、発信側プリンタ上で印刷
される応答を送信してよい。
【００２５】
　ネットページシステムは、高速マイクロ電気機械（ｍｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｍｅｃｈ
ａｎｉｃａｌ）システム（ＭＥＭＳ）をベースにしたインクジェット（メムジェットＴＭ

）プリンタとともに使用されることにより、好ましい実施形態においてかなりより便利に
される。この技術の好ましい様式では、消費者にとって相対的に高速および高品質の印刷
はさらに手ごろになる。その好ましい様式において、ネットページ印刷物は、ナビゲーシ
ョンを容易にし、快く取り扱えるようにともに製本されている、両面にフルカラーで印刷
されているレターサイズの光沢のあるページのセットなどの、従来の時事解説誌の物理的
な特徴を有する。
【００２６】
ネットページプリンタは、ブロードバンドインターネットアクセスの拡大する可用性を利
用する。ケーブルサービスは米国内の家庭の９５％で使用でき、ブロードバンドインター
ネットアクセスを提供するケーブルモデルサービスはすでにこれらの内の２０％で使用可
能である。ネットワークプリンタは、さらに低速の接続で動作することもできるが、送達
時間はさらに長くなり、画像品質はさらに低くなる。実際、システムはさらに低速で動作
し、したがって消費者の観点からはより受け入れがたくなるだろうが、ネットページシス
テムは、既存の消費者インクジェットプリンタおよびレーザプリンタを使用して可能にす
ることができる。その他の実施形態では、ネットページシステムは、専用イントラネット
上でホストされている。更に他の実施形態では、ネットページシステムは、単一コンピュ
ータまたはプリンタなどのコンピュータによって可能にされているデバイスでホストされ
ている。
【００２７】
　ネットページネットワーク上のネットページ出版サーバ１４は、印刷品質の出版物をネ
ットページプリンタに送達するように構成される。定期的な出版物は、ポイントキャステ
ィングインターネットプロトコルおよびマルチキャストインターネットプロトコルを介し
て、自動的に加入ネットワークプリンタに送達される。個人専用にされた出版物は、個々
のユーザープロファイルに従ってフィルターされ、フォーマットされる。
【００２８】
　ネットページプリンタは、任意の数のペンをサポートするために構成され、ペンは任意
の数のネットページプリンタと動作することができる。好ましい具体例では、各ネットペ
ージペンは固有の識別子を有する。家庭は、１つが家族の各一員に割り当てられる色付き
ネットページペンの集合体を有してよい。これにより、各ユーザーは、ネットページ出版
サーバまたはアプリケーションサーバに関して個別のプロファイルを維持することができ
る。
【００２９】
　ネットページペンは、ネットワーク登録サーバ１１とともに登録し、１つまたは複数の
支払カード口座にリンクすることができる。これにより、ｅ－コマースの支払をネットペ
ージペンを使用して安全に許可できる。ネットページ登録サーバは、ネットページペンに
より捕捉されたシグナチャを、過去に登録されたシグナチャと比較し、それがｅ－コマー
スサーバに対するユーザーのアイデンティティを認証できるようにする。その他の生物学
的測定も、アイデンティティを検証するために使用できる。ネットページペンの変形態様
は、ネットページ登録サーバによって同様に検証される指紋走査を含む。ネットページプ
リンタはユーザーの介入なしに朝刊などの定期刊行物を配達してよいが、それは決して求
められていないジャンクメールを送達しないように構成することができる。その好ましい
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形式では、それは加入されたあるいはそれ以外の場合認可されたソースから定期刊行物を
配達するにすぎない。この点で、ネットページプリンタは、電話番号またはｅ－メールア
ドレスを知っているジャンクメール発送者に可視であるファックス機械、あるいはｅ－メ
ールアカウントとは異なる。
　ネットページシステムアーキテクチャ
　システム内の各オブジェクトモデルは、統一モデリング言語（Ｕｎｉｆｉｅｄ
Ｍｏｄｅｌｉｎｇ Ｌａｎｇｕａｇｅ）（ＵＭＬ）クラス図を使用して記述される。クラ
ス図は、関係性により接続されるオブジェクトクラスの集合から成り立ち、ここでは以下
の２種類の関係性が重要である。つまり、結合（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）と汎化（ｇｅ
ｎｅｒａｌｉｚａｔｉｏｎ）である。結合はオブジェクト間、つまりクラスのインスタン
ス(ｉｎｓｔａｎｃｅ)間のある種の関係性を表す。汎化は実際のクラスに関し、以下のよ
うに理解することができる。つまり、クラスがそのクラスのすべてのオブジェクトの集合
として考えられ、クラスＡがクラスＢの汎化である場合、Ｂは単にＡの部分集合にすぎな
い。ＵＭＬは、二次モデル化、つまりクラスのクラスを直接的にサポートしない。
【００３０】
　各クラスは、クラスの名前がラベルで貼り付けられた矩形として描画される。それは、
水平線で名前から分離されるクラスの属性のリスト、および水平線で属性リストから分離
されるクラスの動作のリストを含む。しかしながら、以下に続くクラス図の中では、動作
は決して模擬されない。
【００３１】
　結合は、オプションでどちらかの端部で「多数の結合」というラベルが付けられる、２
つのクラスを接合する線として描画され、デフォルトの多数は１であり、アスタリスク（
＊）は、多数の「多くの」、つまりゼロまたはそれ以上を示す。それぞれの結合は、オプ
ションでその名前で名付けられ、オプションでどちらかの端部で対応するクラスの役割が
名付けられる。開いた菱形は、集約結合（「の一部」）を示し、結合線の集合体端部で描
画される。
【００３２】
　一般的な関係は、一般化された工程の端部に於いて２つのクラスを接合する矢印を持っ
た実線として描画されている。
【００３３】
　クラス図が複数の図に分解されると、二重化される任意のクラスは、それを画定する主
要な図以外のすべてで、破線外形線で示される。それは、それが画定されるところだけで
属性とともに示される。
【００３４】
　ネットページ ネットページとは、ネットページネットワークがその上に構築される基
礎である。それらは、紙をベースにしたユーザーインタフェースを、公開された情報およ
び対話型サービスに提供する。
【００３５】
　ネットページは、ページのオンライン記述に関する非可視的にタグが付けられた印刷さ
れたページ（またはその他の表面領域）から成り立つ。オンラインページ記述は、ネット
ページページサーバによって永続的に維持される。ページ記述は、可視レイアウトと、テ
キスト、グラフィックスおよび画像を含む、ページのコンテンツを記述する。それは、ボ
タン、ハイパーリンク、および入力フィールドを含むページ上での入力要素も記述する。
ネットページは、その表面上にネットページペンで付けられたマーキングを、ネットペー
ジシステムによって同時に捕捉、処理できるようにする。
【００３６】
　複数のネットページは、同じページ記述を共用できる。しかしながら、別に、同一のペ
ージを通した入力を区別できるようにするために、各ネットページには固有のページ識別
子が割り当てられる。このページＩＤは、非常に大多数のネットページ間で区別するのに
十分な精度を有する。
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【００３７】
　ページ記述に対する各参照部分は印刷済みタグの中で符号化される。タグは、それが表
示される固有のページを識別し、それによりページ記述を間接的に特定する。タグは、ペ
ージ上で自己の位置も識別する。タグの特徴は、さらに詳しく後述される。
【００３８】
　タグは、通常の紙などの、赤外線反射する、任意の基板上に赤外線吸収インクで印刷さ
れる。近赤外線波長は人間の目には見えないが、適切なフィルタ付きのソリッドステート
画像センサによって容易に感知される。
【００３９】
　タグは、ネットページペンの中の領域画像センサによって感知され、タグデータは最も
近いネットページプリンタを介してネットページシステムに伝送される。ペンは無線であ
り、短距離無線リンクを介してネットページプリンタと通信する。タグは、ペンが、ペー
ジ上で一つのクリックをした場合であっても、少なくとも１つのタグを確実に画像化でき
るほど十分に小さく密に配置されている。対話は境界がない（ｓｔａｔｅｌｅｓｓ）ため
、ペンがページＩＤおよびページとの対話のたびに位置を認識することが重要である。
【００４０】
　タグは、タグが表面損傷に対して、部分的にも耐久性となるように、エラー修正を可能
に符号化される。
【００４１】
　ネットページサーバは、印刷されたネットページごとに固有のページインスタンスを維
持し、それが、印刷されたネットページごとのページ記述内の入力フィールドに関するユ
ーザーが供給する値の別個の集合を維持できるようにする。
【００４２】
　ページ記述、ページインスタンス、および印刷済みネットページ間の関係性は、図４に
図示される。ページインスタンスは、それを印刷したネットページプリンタ、および既知
の場合には、それを要求したネットページユーザーの両方と関連付けられている。
【００４３】
１．２ ネットページタグ
１．２．１　タグデータコンテンツ
　好ましい形式では、各タグは、それが表われている領域、および領域内のそのタグの位
置を識別する。タグは、全体としての領域またはタグに関するフラグも含む。１つまたは
複数のフラグビットは、例えば、タグセンサ装置に対して、センサ装置が領域の記述を参
照することなしに、タグの隣接した領域に関連付けられた機能を示すフィードバックを提
供するように信号で知らせてよい。ネットページペンは、例えば、ハイパリンクのゾーン
内にあるときに「アクティブな領域」ＬＥＤを発光させてもよい。
【００４４】
　さらに明確に後述されるように、好ましい実施形態では、各タグが、初期検出を補助し
、表面によってまたは感知プロセスによって誘導される任意のひずみの影響を最小限にす
るのに役立つ容易に認識される不変構造体を含む。タグは、好ましくはページ全体を表す
ように並べて配列され、当該各タグは、ペンが、ページ上で一つのクリックをした場合で
あっても、少なくとも１つのタグを確実に画像化できるほど十分に小さく密に配置されて
いる。対話は境界がない（ｓｔａｔｅｌｅｓｓ）ため、ペンがページＩＤおよびページと
の対話のたびに位置を認識することが重要である。
【００４５】
　好ましい実施形態では、タグが参照する領域はページ全体と一致しており、それによっ
て、タグの中に符号化されている領域ＩＤは、タグが表示されるページのページＩＤと同
じことを表す。その他の実施形態では、タグが参照する領域は、ページの任意の副領域ま
たはその他の表面である。例えば、それは対話型要素のゾーンと一致することがあり、そ
の場合、領域ＩＤは対話型要素を直接的に識別することができる。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
　各タグは、典型的には表１に図示されているように割り当てられている１２０ビットの
情報を含む。１平方インチ当たり６４という最大タグ密度を仮定すると、１６ビットのタ
グＩＤは、最高１０２４平方インチの領域サイズをサポートする。さらに大きな領域は、
単に当接する領域およびマップを使用することによってタグＩＤ精度を高めずに連続して
マップ化(ｍａｐｐｅｄ)することができる。１００ビット領域ＩＤは、２１００（～１０
３０あるいは、百万兆兆（ｍｉｌｌｉｏｎ
ｔｒｉｌｌｉｏｎ ｔｒｉｌｌｉｏｎ））の異なる領域を固有に特定することができる。
１．２．２タグデータ符号化
　１２０ビットのタグデータは、（１５、５）リードソロモンコードを使用して冗長に符
号化される。これは、それぞれ１５個の４ビット記号の６つのコードワードから成り立つ
３６０の符号化されたビットを生じさせる。（１５、５）コードは、コードワードあたり
最高５つの記号エラーを補正できるようにする。つまり、それはコードワードあたり最高
３３％という記号誤り率を許容する。
【００４８】
　各４ビット記号は、タグ内で空間的にコヒーレントな方法で表され、６つのコードワー
ドから成る記号はタグの中で空間的にインタリーブされる。これが、バーストエラー（複
数の空間的に隣接するビットに影響を及ぼす誤差）が、全体的に最小数の記号、および任
意の１つのコードワード中の最小数の記号に損傷を与え、このようにしてバーストエラー
を完全に補正できる可能性を最大限にすることを保証する。
　１．２．３ 物理タグ構造
　図５に示されているタグの物理的な表記は、固定ターゲット構造体１５、１６、１７お
よび可変データ領域１８を含む。該固定ターゲット構造体は、ネットページペンなどのセ
ンサ装置がタグを検出し、センサ装置を基準にしたその３次元の配列状態を推論できるよ
うにする。該データ領域は、符号化されたタグデータの個々のビットの表記を含む。
【００４９】
　適切なタグ再生を達成するために、タグは２５６ｘ２５６ドットという解像度でレンダ
リングされる。１インチあたり１６００ドットで印刷される場合、これは約４ｍｍという
直径のタグを生じさせる。この解像度では、タグは、半径１６ドットという「静かな領域
」（ｑｕｉｅｔ　ａｒｅａ）により取り囲まれるように設計される。静かな領域は隣接す
るタグによっても貢献されるため、それはタグの効果的な直径に１６ドットを追加するだ
けである。
【００５０】
　タグは６つの目標構造体を含む。検出リング１５は、センサ装置が、初期にタグを検出
できるようにする。該リングは、それが回転的に一様であるため、およびそのアスペクト
比の単純な補正が、透視歪みの影響の大部分を除去するために検出しやすい。配向軸１６
は、センサ装置がセンサの偏揺れのためのタグの近似平面向きを求めることができるよう
にする。該配向軸は、固有の配向を生じさせるために曲げられる。４つの透視ターゲット
１７（ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ　ｔａｒｇｅｔ）は、センサ装置がタグの正確な２次元透
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視変形（ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を推論することを可能とし、し
たがってセンサを基準にしたタグの正確な３次元位置および配向を推論できるようにする
。
【００５１】
　すべてのターゲット構造体は、雑音に対するその免疫性を高める為に冗長的に大きい。
【００５２】
　全体的なタグ形状は円形である。これが、とりわけ、不規則な三角形グリッド上での最
適なタグパッキングをサポートする。円形補正リングと組み合わされ、これはタグ内のデ
ータビットの円形の配列を最適にする。そのサイズを最大限にするために、各データビッ
トは、２本の半径方向の線および２つの同心円形弧によって区切られる領域という形式を
取る半径方向の楔状の配列によって表される。各楔は、１６００ｄｐｉで８ドットという
最小の寸法を有し、そのベース（その内側の弧）が少なくともこの最小寸法に等しくなる
ように設計される。半径方向での楔の高さはつねに最小寸法に等しい。各４ビットデータ
記号は２ｘ２の楔の配列によって表される。
【００５３】
　６つのコードワードのそれぞれの１５個の４ビットデータ記号が、インタリーブされた
様式で４つの同心記号リング１８ａから１８ｄに割り当てられる。記号は、タグの回りで
円形に進行して交互に割り当てられる。
【００５４】
　インタリーブは、同じコードワードのあらゆる２つの記号間の平均空間距離を最大限に
するように設計される。
【００５５】
　センサ装置を介したタグ付きの領域との「シングルクリック」による対話をサポートす
るために、センサは、領域内のどこであろうと、あるいはそれがどの向きで配置されてい
ようと、その視野の中で少なくとも１つの全体的なタグを見ることができなければならな
い。したがって、センサの視野の要求される直径は、タグのサイズと間隔の関数である。
【００５６】
　円形のタグ形状を仮定すると、センサ視野の最小直径は、タグが、図６に図示されるよ
うに、正三角形グリッド上に並べて表示される。
【００５７】
　１．２．５ タグ画像処理および符号化
　ネットページペン、例えばペン状の用具、などのセンサ装置により実行されるタグ画像
処理および符号化は、図７に図示される。捕捉された画像は画像センサから獲得されてい
ると共に、画像の動的範囲が（２０で）決定される。それから、範囲の中心は、画像２１
に対する２進スレッショルドとして選ばれる。それから、画像は（２２で）しきい値化さ
れ、繋がれているピクセル領域（つまり、形状２３）に分裂される。タグターゲット構造
を表すためには小さすぎる形状は廃棄される。各形状のサイズおよび重心も計算される。
【００５８】
　それから、形状ごとに２進形状モーメント２５が（２４で）計算され、これらがそれ以
降に位置しているターゲット構造の基礎を提供する。中心形状モーメントは、その性質に
より、位置が不変であり、規模、アスペクト比および回転を容易に不変にすることができ
る。
【００５９】
　リングターゲット構造体１５は、（２６で）配置される最初のものである。リングは、
透視歪みの（ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ－ｄｉｓｔｏｒｔｅｄ）際に非常によく動作すると
いう優位点を有する。整合は、各形状のモーメントをアスペクト正規化および回転正規化
することにより進行する。いったんその二次モーメントが正規化されると、たとえ透視歪
みがかなりなものであったとしてもリングは認識しやすい。該リングの最初のアスペクト
および回転（２７で）は、ともに透視変形の有効な近似を提供する。
【００６０】



(14) JP 4498617 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

　軸ターゲット構造体１６は、（２８で）次に追跡されるものである。整合は、リングの
正規化を各形状のモーメントに適用し、回転正規化を結果として生じるモーメントに適用
することによって進行する。いったんその二次モーメントが正規化されると、軸ターゲッ
トは容易に認識される。軸の２つの考えられる配列方向を明確にするために、一つの３次
モーメントが必要とされることに注意する。形状は片側に慎重に曲げられ、これを可能に
する。また、透視歪みが軸ターゲットの軸を隠すことがあるため、軸ターゲットを回転正
規化するのは、それがリングの正規化が適用された後だけに可能であることにも注意する
。軸ターゲットの最初の回転が、ペン偏揺れ(ｐｅｎ　ｙａｗ)２９のためにタグの回転の
有効な近似を提供する。
【００６１】
　４つの透視ターゲット構造体１７は、（３０で）最後に追跡されるものである。その位
置の優れた推測が、リングおよび軸ターゲットに対するその既知の空間的関係性、リング
のアスペクトおよび回転、および軸の回転に基づいて計算される。整合は、リングの正規
化を各形状のモーメントに適用することによって進行する。いったんその二次モーメント
が正規化されると、円形透視ターゲットは認識しやすくなり、その推定された位置に最も
近いターゲットが一致したものとして解釈される。それから、４つの透視ターゲットの最
初の重心が、タグ空間内の既知のサイズの正方形の透視歪み隅３１であると解釈され、８
自由度透視変形３３が、４つのタグ空間および画像点の組を関係付ける十分に理解された
等式を解くことに基づいて、（３２で）推論される。
【００６２】
　画像空間透視変形に対して推論されたタグ空間は、（３６で）タグ空間内のそれぞれの
既知のデータビット位置を、実数値の位置が入力画像内の４つの関連する隣接ピクセルを
（３６で）双一次的に補間するために使用される、画像空間の中に投射するために使用さ
れる。過去に計算された画像スレッショルド２１は、最終的なビット値３７を生じさせる
ために、得られた結果を判定するしきいし値として使用される。
【００６３】
　いったんすべて３６０個のデータビット３７がこのようにして得られると、６つの６０
ビットのリードソロモンコードワードのそれぞれは（３８で）復号され、２０個の復号ビ
ット３９、或いは合計１２０の復号ビットを生じさせる。コードワード記号がコードワー
ド順でサンプリングされ、その結果コードワードがサンプリングプロセスの間に暗示的に
インターリーブされないことに注意する。
【００６４】
　リングターゲット１５は、その画像に対するそれらの関係性が、リングが、もし検出さ
れる場合に完全なタグの一部であることを保証する画像のサブエリア内だけで求められる
。完全なタグが検出されず、完全に復号されない場合、カレントフレームに関してペン位
置は記録されない。適切な処理力および理想的には最小ではない視野１９３が与えられる
と、代替戦略は、現在の画像の中で別のタグを求めることを含む。
【００６５】
　得られたタグデータは、タグを含む領域のアイデンティティおよび領域内のタグの位置
を示す。ペンの全体的な配向３５だけではなく領域内のペン先の正確な位置３５も、タグ
上で観察される透視変形３３およびペンの物理的な軸とペンの光学軸間の既知の空間関係
性から（３４で）推論される。
１．２．６　タグマップ
　タグを復号すると、領域ＩＤ、タグＩＤおよびタグ関連するペンの変位が生じる。タグ
ＩＤおよびタグ関連ペンロケーションをタグ付き領域内の絶対的な場所に変換する前に、
領域内のタグの位置が既知でなければならない。これは、タグマップ、つまり各タグＩＤ
をタグ付きの領域内で対応する場所に写像する関数によって示される。タグマップクラス
図は、ネットページプリンタクラス図の一部として、図２２に示される。
【００６６】
　タグマップは、タグを含む表面領域を並べて表示するために使用される方式を反映し、
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これは表面の種類に応じて変化することがある。複数のタグ付きの領域が同じ並列表示（
ｔｉｌｉｎｇ）方式および同じタグ番号付け方式を共用するとき、それらは同じタグマッ
プも共用できる。
【００６７】
　ある領域のタグマップは、領域ＩＤを介して検索可能でなければならない。このように
して、領域ＩＤ、タグＩＤおよびペン変形を考えると、タグマップは検索でき、タグＩＤ
は領域内の絶対的なタグ場所に変換でき、タグ関連ペン場所は、領域内の絶対的なペン場
所を生じさせるためにタグ場所に追加できる。
１．２．７　タグ付け方式
　２つの別個の表面コーディング方式は重要であり、その両方が本項で前述されたタグ構
造体を使用する。該好ましいコーディング方式は、すでに説明されたように「場所表示」
タグを使用する。代替コーディング方式は、オブジェクト表示タグを使用する。
【００６８】
　場所表示タグは、タグ付き領域と関連付けられたタグマップを通して変換されるときに
、領域内の固有のタグ場所を生じさせるタグＩＤを含む。ペンの該タグ関連場所がこのタ
グ場所に追加され、領域内のペンの場所を生じさせる。これは、その結果として、領域に
関連付けられたページ記述内のユーザーインタフェース要素を基準にしてペンの場所を決
定するために使用される。ユーザーインタフェース要素自体が特定されるだけではなく、
ユーザーインタフェース要素を基準にした場所も特定される。したがって、場所表示タグ
は、ある特定のユーザーインタフェース要素のゾーン内の絶対ペン経路の捕捉を自明にサ
ポートする。
【００６９】
　オブジェクト表示タグは、領域に関連付けられたページ記述内のユーザーインタフェー
ス要素を直接的に特定するタグＩＤを含む。ユーザーインタフェース要素のゾーン内のす
べてのタグはユーザーインタフェース要素を特定し、それらをすべて同一、したがって区
別がつかないようにする。したがって、オブジェクト表示タグは、絶対的なペン経路の捕
捉をサポートしない。しかしながら、それらは相対的なペン経路の捕捉はサポートする。
位置サンプリング周波数が遭遇したタグ周波数を越える限り、あるサンプリング済みのペ
ン位置からストローク内の次の位置への変位は、明確に決定することができる。
【００７０】
　どちらかのタグ付き方式を使用すると、タグは、ユーザーがタグデータをセンサによっ
て読み取り、適切な応答をネットページシステム内で生成するために、適切なセンサを使
用して印刷されたページと対話できるという点で、ユーザー対話型要素としてネットペー
ジ上で関連付けられた視覚的な要素と協調して機能する。
１．３　文書およびページ記述
　文書およびページ記述クラス図の好ましい実施形態が、図２５と図２６に示されている
。
【００７１】
　ネットページシステムでは、文書は３つのレベルで記述される。最も抽象的なレベルで
は、文書８３６は、その終端の要素８３９がテキストオブジェクト、テキストスタイルオ
ブジェクト、画像オブジェクト等のコンテンツオブジェクト８４０と関連付けられる階層
構造を有する。いったん文書が特定のページサイズで、特定のユーザーの好みの尺度要素
に従ってプリンタで印刷されると、文書はページ数を付けられ、それ以外の場合にはフォ
ーマットされる。フォーマットされた終末要素８３５は、特にコンテンツオブジェクトが
スタイル関連である場合に、いくつかのケースでは、その対応する終末要素に関連付けら
れたコンテンツオブジェクトとは異なるコンテンツオブジェクトと関連付けられるだろう
。文書およびページのそれぞれの印刷済みのインスタンスも別個に記述され、それによっ
て、ある特定のページンスタンス８３０を通して捕捉された入力を、同じページ記述のそ
の他のインスタンスを介して捕捉された入力とは別個に記録できるようにする。
【００７２】



(16) JP 4498617 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

　ページサーバ上に最も抽象的な文書記述が存在すると、ユーザーは、ソース文書の特定
のフォーマットを強制的に受け入れなくても、文書のコピーを要求できる。該ユーザーは
、例えば異なるページサイズでプリンタを通してコピーを要求してよい。逆に、ページサ
ーバ上にフォーマットされた文書記述が存在すると、ページサーバは、ある特定の印刷済
みページでユーザー動作を効率的に解釈することができる。
【００７３】
　フォーマットされた文書８３４は、そのそれぞれがフォーマットされた終末要素８３５
の集合から成り立つフォーマットされたページ記述５の集合から成り立つ。各フォーマッ
トされた要素は、ページ上に空間的な範囲またはゾーン５８を有する。これは、ハイパリ
ンクおよび入力フィールドなどの入力要素のアクティブな領域を画定する。
【００７４】
　文書インスタンス８３１は、フォーマットされた文書８３４に一致する。それは、その
それぞれがフォーマットされた文書のページ記述５に相当する、ページンスタンス８３０
の集合から成り立つ。それぞれのページンスタンス８３０は、単一の固有の印刷済みネッ
トページ１を記述し、ネットページのページＩＤ５０を記録する。ページンスタンスは、
それが、分離して要求されたページのコピーを表す場合に文書インスタンスの一部ではな
い。
【００７５】
　ページンスタンスは、終末要素インスタンス８３２の集合から成り立つ。要素インスタ
ンスは、それがインスタンスに特定の情報を記録する場合にだけ存在する。このようにし
て、ハイパリンクインスタンスは、それがページインスタンスに特定であるトランザクシ
ョンＩＤ５５を記録するためにハイパリンク要素のために存在し、フィールドインスタン
スは、それがページンスタンスに特定な入力を記録するためにフィールドインスタンスの
ために存在する。しかしながら、要素インスタンスは、テキストフローなどの静的な要素
のためには存在しない。
【００７６】
　終末要素は、図２７に図示されるように、静的な要素８４３、ハイパリンク要素８４４
、フィールド要素８４５またはページサーバコマンド要素８４６である場合がある。静的
な要素８４３は、図２８に示されるように、関連付けられたスタイルオブジェクト８５４
を含むスタイル要素８４７、関連付けられたスタイル付きテキストオブジェクト８５５を
含むテキストフロー要素８４８、関連付けられた画像要素８５６を含む画像要素８４９、
関連付けられたグラフィックオブジェクト８５７を含むグラフィック要素８５０、関連付
けられたビデオクリップオブジェクト８５８を含むビデオクリップ要素８５１、関連付け
られた音声クリップ要素８５９を含む音声クリップ要素８５２、または関連付けられたス
クリプトオブジェクト８６０を含むスクリプト要素８５３である場合がある。
【００７７】
　ページインスタンスは、特定の入力要素には当てはまらないページで捕捉される任意の
デジタルリンクを記録するために使用される背景フィールド８３３を有する。
【００７８】
　本発明の好ましい書式では、タグマップ８１１は、ページ上のタグをページ上の場所に
変換できるようにするために各ページインスタンスと関連付けられている。
１．４　ネットページネットワーク
　好ましい実施形態においては、ネットページネットワークは、図３に図示されるように
、ネットページページサーバ１０、ネットページ登録サーバ１１、ネットページＩＤサー
バ１２、ネットページアプリケーションサーバ１３、ネットページ出版サーバ１４、およ
びインターネットなどのネットワーク１９を介して接続されるネットページプリンタ６０
１の分散された集合から成り立つ。
【００７９】
　ネットページサーバ１１は、ユーザー、ペン、プリンタ、アプリケーションおよび出版
物の関係性を記録し、それにより多様なネットワーク活動を許可するサーバである。それ
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は、ユーザーを認証し、アプリケーショントランザクションにおいて認証されたユーザー
の代わりに署名代理としての役割を果たす。それは、手書き認識サービスも提供する．前
述されたように、ネットページサーバ１０は、ページ記述およびページインスタンスにつ
いて永続的な情報を維持する。ネットページネットワークは、それぞれがページインスタ
ンスの部分集合を取り扱う任意の数のページサーバを含む。ページサーバもページインス
タンスごとにユーザー入力値を維持するので、ネットページプリンタなどのクライアント
は、ネットページ入力を適切なページサーバに直接的に送信する。ページサーバは、対応
するページの記述を基準にして任意のこのような入力を解釈する。
【００８０】
　ネットページＩＤサーバ１２は、オンデマンドで文書ＩＤ５１を割り当て、そのＩＤ割
当て方式を介してページサーバの負荷の最適配分を提供する。
【００８１】
　ネットページプリンタは、インターネット分散名システム（ＤＮＳ）または類似物を使
用し、ネットページページＩＤ５０を、対応するページンイスタンスを取り扱うネットペ
ージサーバのネットワークアドレスに分解する。
【００８２】
　ネットワークアプリケーションサーバ１３は、対話型ネットワークアプリケーションの
ホストとして働くサーバである。ネットページ出版サーバ１４は、ネットページプリンタ
にネットページ文書を公開するアプリケーションサーバである。それらは、第２項で詳細
に説明される。
【００８３】
　ネットページサーバは、ＩＢＭ、ヒューレットパッカード（Ｈｅｗｌｅｔｔ－Ｐａｃｋ
ａｒｄ）、およびサン（Ｓｕｎ）などの製造メーカからの種々のネットワークサーバプラ
ットホームでホストとして働くことができる。複数のネットページサーバが単一のホスト
上で並行して実行でき、単一サーバは数多くのホスト上で分散することができる。ネット
ページサーバにより提供される機能性のいくつかまたはすべて、および特にＩＤサーバお
よびページサーバによって提供される機能性も、ネットページプリンタなどのネットペー
ジ機器内で、コンピュータワークステーション内で、あるいはローカルネットワーク上で
直接的に提供することができる。
１．５ ネットページプリンタ
　ネットページプリンタ６０１は、ネットページシステムと共に登録され、オンデマンド
で、および提出を介してネットページ文書を印刷する機器である。各プリンタは固有のプ
リンタＩＤ６２を有し、インターネットなどのネットワークを介して、理想的にはブロー
ドバンド接続を介してネットページネットワークに接続される。
【００８４】
　不揮発性メモリ内のアイデンティティおよび機密保護の設定値と別に、ネットページプ
リンタは永続的な記憶を含まない。ユーザーに関する限り、「ネットワークはコンピュー
タである」。ネットページは、特定のネットページプリンタとは無関係に、分散されたネ
ットページページサーバ１０の助けを借りて、空間および時間全体で対話的に機能する。
【００８５】
　ネットページプリンタは、ネットページ出版サーバ１４から購読されるネットページ文
書を受け取る。各文書は２つの部分で分散される。つまり、ページレイアウト、およびペ
ージを取り込む実際のテキストと画像オブジェクトである。個人専用化のために、ページ
レイアウトは、典型的にはある特定の購読者に特定であり、そのため適切なページサーバ
を介して購読者のプリンタにポイントキャストされる。他方、テキストオブジェクトおよ
び画像オブジェクトは、典型的には、他の加入者と共用されるため、すべての購読者のプ
リンタおよび適切なページサーバにマルチキャストされる。
【００８６】
　ネットページ出版サーバは、文書コンテンツのポイントキャストおよびマルチキャスト
への分裂を最適化する。文書のページレイアウトのポイントキャストを受け取った後、プ
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リンタは、存在する場合には、どれが傾聴するためにマルチキャストするのかを知ってい
る。
【００８７】
　いったんプリンタが印刷される文書を定める完全なページレイアウトおよびオブジェク
トを受け取ると、それは文書を印刷することができる。
【００８８】
　プリンタは、用紙の両面で同時に偶数ページと奇数ページをラスタ化し、印刷する。そ
れは二重化された印刷エンジン制御装置７６０、およびこの目的のためにメムジェットＴ

Ｍ（商標）印字ヘッド３５０を活用する印刷エンジンを備える。
【００８９】
　印刷プロセスは、２つの切り離された段階から成り立つ。つまり、ページ記述のラスタ
化、およびページ画像の拡張と印刷である。ラスタ画像プロセッサ（ＲＩＰ）は、並列で
動作している１つまたは複数の標準ＤＳＰ７５７から成り立つ。二重化された印刷エンジ
ン制御装置は、印刷エンジン内の印字ヘッドと同期して、リアルタイムでページ画像を拡
張、ディザリングおよび印刷するカスタムプロセッサから成り立つ。
【００９０】
　これはタグをそれ以外の場合ページの空の領域に制限するが、ＩＲ印刷のためにイネー
ブルされていないプリンタは、ＩＲ吸収黒インクを使用してタグを印刷するオプションを
有する。このようなページはＩＲ印刷されたページよりさらに制限された機能性を有する
がそれらは依然としてネットページとして分類される。
【００９１】
　通常のネットページプリンタは紙の用紙の上にネットページを印刷する。さらに特殊化
されたネットページプリンタは、球体などのさらに特殊化された表面の上に印刷してよい
。各プリンタは、表面種類ごとに、少なくとも１つの表面型をサポートし、少なくとも１
つのタグ並列表示方式、したがってタグマップをサポートする。文書を印刷するために実
際に使用されるタグ並列表示方式を記述するタグマップ８１１は、文書のタグを正確に解
釈できるようにするためにその文書と関連付けられるようになる。
【００９２】
　図２は、ネットページネットワーク上の登録サーバ１１によって維持されるプリンタ関
連情報を反映する、ネットページプリンタクラス図を示す。
【００９３】
　ペンの好ましい実施形態は、図１１から図１６を参照して、以下の第６項にさらに詳細
に記述される。
１．５．１ メムジェットＴＭ（商標）印字ヘッド
　ネットページシステムは、熱インクジェット、圧電インクジェット、レーザ電子写真、
およびその他を含む、幅広い範囲のデジタル印刷技術を使って作られるプリンタを使用し
て動作することができる。しかしながら、消費者に幅広く受け入れられるためには、ネッ
トページプリンタが以下の特徴を有することが望ましい。
　写真品質のカラー印刷
　高品質テキスト印刷
　高信頼性
　低プリンタ費用
　低インク費用
　低用紙費用
　単純な操作
　ほぼ静かな印刷
　高速印刷
　同時両面印刷
　コンパクトフォーム係数
　低電力消費
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　市販されている印刷技術はこれらの特徴のすべてを有していない。
【００９４】
　これらの特徴を備えたプリンタの生産を可能にするために、本出願人は、メムジェット
ＴＭ（商標）技術と呼ばれている新しい印刷技術を発明した。メムジェットＴＭ（商標）
は、マイクロ電気機械システム（ＭＥＭＳ）技術を使用して製作されたページ幅印字ヘッ
ドを組み込んだドロップオンデマンド（ｄｒｏｐ－ｏｎ－ｄｅｍａｎｄ）インクジェット
技術である。図１７は、メムジェットＴＭ（商標）印字ヘッドの単一印刷要素３００を示
す。ネットページウォールプリンタ（ｗａｌｌｐｒｉｎｔｅｒ）は、１６００ｄｐｉペー
ジ幅デュプレックスプリンタを形成するために１６８９６０個の印刷要素を組み込む。こ
のプリンタは、用紙コンディショナーおよびインクフィクサティーフだけではなく、藍色
、赤紫色、黄色、黒色、および赤外線のインクも同時に印刷する。
【００９５】
　印刷要素３００は、約長さ１１０ミクロンかける幅３２ミクロンである。これらの印刷
要素の配列は、ＣＭＯＳ論理、データ転送、タイミング、および駆動回路（図示されてい
ない）を組み込むシリコン基板３０１上で形成される。
【００９６】
　印刷要素３００の主要な要素は、ノズル３０２、ノズルリム３０３、ノズルチャンバ３
０４、流体シール３０５、インク流路リム３０６、レバーアーム３０７、能動的なアクチ
ュエータビーム組３０８、受動的なアクチュエータビーム組３０９、能動的なアクチュエ
ータアンカー３１０、受動的なアクチュエータアンカー３１１、およびインク入口３１２
である。
【００９７】
　能動的なアクチュエータビーム組３０８は、接合箇所３１９で受動的なアクチュエータ
ビーム組３０９に機械的に接合されている。両方のビーム組ともそのそれぞれのアンカー
点３１０と３１１でしっかり固定されている。要素３０８，３０９、３１０、３１１およ
び３１９の組み合わせがカンチレバー式の（ｃａｎｔｉｌｅｖｅｒｅｄ）電熱曲げアクチ
ュエータ３２０を形成する。
【００９８】
　図１８は、印刷要素３００の断面３１５を含む、印刷要素３００の配列の小さな部分を
示す。断面３１５は、シリコンウェハ３０１を通過するインク入口３１２を明確に示すた
めに、インクなしで示されている。
【００９９】
図１９（ａ）、図１９（ｂ）および図１９（ｃ）は、メムジェットＴＭ（商標）印刷要素
３００の動作サイクルを示す。
【０１００】
　図１９（ａ）は、インク飛沫を印刷する前のインクメニスカス３１６の静止した位置を
示す。インクは、インクメニスカス３１６で、およびノズルチャンバ３０４とインク流路
リム３０６の間に形成される流体シール３０５での表面張力によってノズルチャンバ内に
保持される。
【０１０１】
　印刷中、印字ヘッドＣＭＯＳ回路構成要素は、印刷エンジン制御装置から正しい印字ヘ
ッドにデータを分配し、データをラッチし、データをバッファに入れ、能動的なアクチュ
エータビーム組３０８の電極３１８を駆動する。これが、電流を約１マイクロ秒の間、ビ
ーム組３０８を通過させ、ジュール加熱を生じさせる。ジュール加熱から生じる温度の上
昇が、ビーム組３０８を膨張させる。受動的なアクチュエータビーム組３０９は加熱され
ないので、それは膨張せず、２つのビーム組の間に応力の差異を生じさせる。この応力の
差異は部分的には、基板３０１の方に曲がる電熱曲げアクチュエータ３２０の突き出た端
部によって解決される。レバーアーム３０７は、この動きをノズルチャンバ３０４に伝え
る。ノズルチャンバ３０４は、図１９（ｂ）に示される位置に約２ミクロン移動する。こ
れがインク圧力を上昇させ、インク３２１をノズル３０２の中から押し出し、インクメニ



(20) JP 4498617 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

スカス３１６を膨らませる。ノズルリム３０３が、インクメニスカス３１６が、ノズルチ
ャンバ３０４の表面全体に広がるのを防ぐ。
【０１０２】
　ビーム組３０８と３０９の温度が均衡すると、アクチュエータ３２０はその元の位置に
戻る。これが、図１９（ｃ）に示されるように、インク水滴３１７がノズルチャンバ内で
インク３２１から決裂するのを助ける。ノズルチャンバは、メニスカス３１６での表張力
の作用で充填し直される。
【０１０３】
　図２０は、印字ヘッド３５０のセグメントを示す。ネットページプリンタにおいて、印
字ヘッドの長さは方向３５１での要素の完全幅（典型的には２１０ｍｍ）である。示され
ているセグメントは０．４ｍｍの長さ（完全な印字ヘッドの約０．２％）である。印刷中
、紙は方向３５２での固定された印字ヘッドを越えて移動する。印字ヘッドは、６列の互
いに入り込んだ印刷要素３００を有し、インク入口３１２によって供給される６色または
種類のインクを印刷する。
【０１０４】
　動作中に印字ヘッドの脆弱な表面を保護するために、ノズルガードウェハ３３０が印字
ヘッド基板３１０に取り付けられている。ノズル３０２ごとに、それを通ってインク水滴
が発射される対応するノズルガード穴３１１がある。ノズルガードホール３３１が用紙繊
維またはその他の異物で閉塞されるのを防止するために、濾過された空気が、印刷中、空
気入口３３２を通して、およびノズルガード穴の中から噴出される。インク３２１が乾燥
するのを防ぐために、ノズルガードは、プリンタ遊休中は密封される。
１．６　ネットページペン
　ネットページシステムの能動的なセンサは、典型的には、その埋め込まれた制御装置１
３４を使用して、画像センサからＩＲ位置タグを捕捉し、復号することができるペン１０
１である。画像センサは、近赤外線領域波長だけでの感知を可能にするために、適切なフ
ィルタが具備されるソリッドステート素子である。さらに詳細に後述されるように、シス
テムは、ペン先が表面と接触するときを感知することができ、ペンは、人間の手書きを捕
捉するのに十分な速度（すなわち、２００ｄｐｉより大きく、１００Ｈｚより速い）でタ
グを感知することができる。ペンによって捕捉される情報は暗号化され、プリンタ（また
は基地局）に無線で伝送され、プリンタまたは基地局は、（既知の）ページ構造に関して
データを解釈する。
【０１０５】
　ネットページペン（ペン状の用具）の好ましい実施形態は、通常のマーキングインクペ
ンとしてと、非マーキングスタイラスとしての両方で動作する。しかしながら、マーキン
グ態様は、それがインターネットインタフェースとして使用されるときなど、ブラウジン
グシステムとしてネットワークシステムを使用するには必要ない。各ネットページペンは
ネットページシステムで登録され、固有のペンＩＤ６１を有する。図２３は、ネットペー
ジペンクラス図を示し、ネットページネットワークで登録サーバ１１によって維持される
ペン関連情報を反映する。
【０１０６】
　どちらかのペン先がネットページと接触すると、ペンは、ページを基準にしてその位置
と向きを決定する。ペン先は力センサに取り付けられ、ペン先にかかる力は、ペンが「上
」または「下」なのかを示すためにスレッショルドを基準にして解釈される。これが、例
えば、ネットワークから情報を要求するために、ペン先で押すことによってページ上の対
話型要素を「クリック」できるようにする。さらに、力は、例えば、シグナチャの完全な
動力を検証できるようにするために連続値として捕捉される。
【０１０７】
　ペンが、赤外線スペクトルの中で、ペン先の付近にあるページの領域１９３を撮像する
ことによってネットページ上のそのペン先の位置と向きを決定する。それは最も近いタグ
を復号し、撮像されたタグでの観察される透視歪みからタグ、およびペン光学部品の既知
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の形状寸法を基準にしてペン先の位置を計算する。タグの位置解像度は低い可能性がある
が、ページ上でのタグ密度がタグサイズに逆比例するため、調整された位置解像度はきわ
めて高く、正確な手書き認識のために必要とされる最小解像度を上回る。
【０１０８】
　ネットページを基準にしたペン動作は、一連のストロークとして捕捉される。ストロー
クは、ペンダウンイベントによって開始され、その後のペンアップイベントによって完了
される、ページ上でのタイムスタンプを押されたペン位置の結果から成り立つ。また、ス
トロークは、通常の状況ではストロークの開始時である、ページＩＤが変更するたびにネ
ットページのページＩＤ５０でタグが付けられる。
【０１０９】
　各ネットページペンは、それに関連付けられた「現在の選択」８２６の状態にあり、ユ
ーザーがコピー動作および貼り付け動作を実行できるようになる。選択はタイムスタンプ
を押され、システムが、定められた時間期間の後にそれを廃棄できるようにする。当該「
現在の選択」の段階ではページンスタンスの領域を記述する。それは、ページの背景領域
を基準にして、ペンを通して捕捉される最も最近のデジタルインクストロークから成り立
つ。それは、いったんそれが選択ハイパリンク活性化を介してアプリケーションに提出さ
れるとアプリケーションに特殊な方法で解釈される。
【０１１０】
　各ペンは現在のペン先８２４を有する。これは、ペンによってシステムに最後に通知さ
れたペン先である。前述されたデフォルトネットページペンのケースでは、マーキングの
黒インクペン先または非マーキングスタイラスペン先のどちらかが現在使用されているも
のである。また、それぞれのペンは現在のペン先スタイル８２５を有する。これは、例え
ば、パレットから色を選択するユーザーに応えて、アプリケーションによってペンと最後
に関連付けられたペン先スタイルである。ペンを通して捕捉されるストロークは、現在の
ペン先スタイルでタグを付けられる。ストロークがそれ以降複製されると、それらは、そ
れらがそれでタグ付けされるペン先スタイルで複製される。
【０１１１】
　ペンが、それが通信できるプリンタの範囲内にあるときはつねに、ペンはその「オンラ
イン」ＬＥＤをゆっくりと点滅する。ペンがページを基準にしてストロークを復号できな
いとき、それは瞬時にその「エラー」ＬＥＤを活性化する。ペンがページを基準にしてス
トロークを復号するのに成功すると、それは瞬時にその「ｏｋ」ＬＥＤを活性化する。
【０１１２】
　捕捉されたストロークの結果はデジタルインクと呼ばれる。デジタルインクは、手書き
のオンライン認識のため、およびシグナチャのオンライン検証のため、描画および手書き
のデジタル交換の基礎を形成する。
【０１１３】
　ペンは無線であり、短距離無線リンクを介してネットページプリンタにデジタルインク
を伝送する。伝送されるデジタルインクは、プライバシーおよび機密保護のために暗号化
され、効率的な伝送のためにパケット化される（ｐａｃｋｅｔｉｚｅｄ）が、つねに、プ
リンタにおける適時の取扱を保証するためにペンアップイベントで流される。
【０１１４】
　ペンがプリンタの範囲外にあるとき、それは、１０分間以上の連続手書きの容量を有す
る、内部メモリ内でデジタルインクをバッファに入れる。ペンが再びプリンタの範囲内に
あるとき、それは任意のバッファに入れられたデジタルインクを転送する。
【０１１５】
　ペンは、任意の数のプリンタで登録することができるが、すべての状態データは用紙上
およびネットワーク上の両方のネットページ内に常駐するため、ペンが任意の特定のとき
にどのプリンタと通信しているのかはおもに重要ではない。
【０１１６】
　ペンの好ましい実施形態は、図８から図１０を参照して、以下の第６項にさらに詳細に
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記述される。
【０１１７】
１．７　ネットページ対話
　ネットページプリンタ６０１は、ペンがネットページ１と対話するために使用されると
きに、ペン１０１からストロークに関するデータを受け取る。タグ４のコーディングされ
たデータ３は、それが、ストロークなどの移動を実行するために使用されるときにペンに
よって読み取られる。データは、特定のページのアイデンティティおよび関連付けられた
対話片要素を決定し、ページを基準にしたペンの相対的な配置の表示を得ることを可能に
する。表示データは、それがＤＮＳを介してストロークのページＩＤ５０を、対応するペ
ージンスタンス８３０を維持するネットページページサーバ１０のネットワークアドレス
に分解するプリンタに伝送される。それから、それは、ページサーバにストロークを伝送
する。ページが最近初期のストロークで識別された場合には、プリンタがそのキャッシュ
の中に関連ページサーバのアドレスをすでに有している可能性がある。各ネットページは
、ネットページページサーバ（以下を参照すること）によって永続的に維持されるコンパ
クトページレイアウトから成り立つ。ページレイアウトは、画像、フォント、および典型
的にはネットページネットワークのどこか他の場所に記憶されている、テキストの部分な
どのオブジェクトを指す。
【０１１８】
　ページサーバがペンからストロークを受け取ると、ページサーバはストロークが適用す
るページ記述を検索し、ページ記述のどの要素がストロークと交差するかを決定する。そ
れから、当該ページサーバは、関連要素の種類に関連して当該ストロークを解釈すること
ができる。
【０１１９】
　「クリック」は、ペンダウン位置とその後のペン先位置の間の距離および時間がともに
いくぶん小さい最大未満であるストロークである。クリックによって活性化されるオブジ
ェクトは、典型的にはクリックを活性化することを必要とし、その結果、さらに長いスト
ロークが無視される。「ずさんな」クリックなどのペン動作の登録失敗は、ペンの「ｏｋ
」ＬＥＤの応答時間の欠如によって示される。
【０１２０】
　ネットページページ記述には、２種類の入力要素がある。つまりハイパーリンクフィー
ルドと書式フィールドである。書式フィールドを通した入力も、関連つけられたハイパー
リンクの起動をトリガすることができる。
ハイパーリンク
　ハイパーリンクは、リモートアプリケーションにメッセージを送信する手段であり、典
型的にはネットページシステム内での印刷された応答を顕在化する。
【０１２１】
　ハイパーリンク要素８４４は、ハイパーリンクの起動を取り扱うアプリケーション７１
、アプリケーションへのハイパーリンクを特定するリンクＩＤ５４、システムにハイパー
リンク活性化の中にユーザーのアプリケーションエイリアスＩＤ６５を含むように依頼す
る「エイリアス必要」フラグ、およびハイパーリンクがお気に入りのものとして記録され
るとき、またはユーザーの履歴の中に表示されるときに使用される記述を特定する。ハイ
パーリンク要素クラス図は図２９に示される。
【０１２２】
　ハイパーリンクが活性化されると、ページサーバは、ネットワークのどこかにあるアプ
リケーションに要求を送信する。アプリケーションは、アプリケーションＩＤ６４によっ
て特定され、アプリケーションＩＤはＤＮＳを介して通常の方法で分解される。以下の３
つの種類のハイパーリンクがある。つまり、図３０に示されるように、一般ハイパーリン
ク８６３、書式ハイパーリンク８６５、および選択ハイパーリンク８６４である。一般的
なハイパーリンクは、リンクされた文書に対する要求を実現できるか、あるいは単にサー
バに優先順位を信号で知らせてよい。書式ハイパーリンクは対応する書式をアプリケーシ
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ョンに提出する。選択ハイパーリンクは、現在の選択をアプリケーションに提出する。現
在の選択が、例えば、テキストの単一ワード部分を含む場合、アプリケーションは、それ
が表示される文脈の中でワードの意味を示す単一ページ文書、または別の言語への翻訳を
戻してよい。各ハイパーリンク種類は、どの情報がアプリケーションに提出されるのかに
よって特徴付けられる。
【０１２３】
　対応するハイパーリンクインスタンス８６２は、ハイパーリンクインスタンスが表示さ
れるページインスタンスに特定である場合があるトランザクションＩＤ５５を記録する。
トランザクションＩＤは、例えば、ユーザーの代わりに購買アプリケーションによって維
持される未決購買の「ショッピングカート」などの、アプリケーションに対してユーザー
に特殊なデータを特定することができる。
【０１２４】
　システムは、選択ハイパリンク活性化の中にペンの現在の選択８２６を含む。ハイパー
リンクがその「デルタ提出」属性集合を有する場合には最後の書式提出以降の入力だけが
含まれるが、システムは、書式ハイパリンク活性化の中に関連付けられた書式インスタン
ス８６８のコンテンツを含む。システムは効果的な戻り経路をすべてのハイパーリンク活
性化の中に含む。
【０１２５】
　ハイパーリンクされたグループ８６６とは、図３１に図示されるように、関連付けられ
たハイパーリンクを有するグループ要素８３８である。入力がグループ内の任意のフィー
ルドを通して発生するとき、グループに関連付けられたハイパーリンク８４４が活性化さ
れる。ハイパーリンクされたグループは、ハイパーリンク動作をチェックボックスなどの
フィールドに関連付けるために使用できる。それは、また、書式ハイパーリンクの「デル
タ提出」属性とともに使用し、連続入力をアプリケーションに提供することもできる。し
たがって、それは、「黒板」対話モデルをサポートするために、つまり入力が捕捉され、
そのためそれが発生するとすぐに共用される場合に使用することができる。
１．７．２ 書式
　書式は、印刷されたネットページを通して入力の関連付けられた集合を捕捉するために
使用される関連入力フィールドの集合体を定める。書式により、ユーザーは、１つまたは
複数のパラメータをサーバ上で実行しているアプリケーションソフトウェアプログラムに
提出することができる。
【０１２６】
　書式８６７は文書階層内のグループ要素８３８である。それは、究極的には、終末フィ
ールド要素８３９の集合を含む。書式インスタンス８６８は書式の印刷されたインスタン
スを表す。それは、書式のフィールド要素８４５に対応する、フィールドインスタンス８
７０の集合から成り立つ。各フィールドインスタンスは、その種類が対応するフィールド
要素の種類に依存する関連付けられた値８７１を有する。各フィールド値は、特定の印刷
された書式インスタンスを通して、つまり１枚または複数枚の印刷されたネットページを
通して入力を記録する。書式クラス図は、図３２に示される。
【０１２７】
　各書式インスタンスは、書式がアクティブであるのか、凍結されているのか、提出され
るのか、無効なのか、または期限切れなのかを示すステータス８７２を有する。書式は最
初に印刷されるときにはアクティブである。書式は、いったんそれが署名されると凍結さ
れる。書式は、ハイパーリンクがその「デルタ提出」属性集合を有さない限り、いったん
その提出ハイパーリンクの１つが起動されると提出済みになる。ユーザーが無効書式、リ
セット書式または重複書式のページコマンドを呼び出すと書式は無効になる。書式は、書
式がアクティブであった時間が書式の指定された有効期間を超えると、期限切れとなる。
書式がアクティブである間、書式入力が可能にされる。アクティブではない書式を通した
入力は、代わりに、関連したページンスタンスの背景フィールド８３３で捕捉される。書
式がアクティブであるか凍結されると、書式提出は可能にされる。書式がアクティブでは
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ないとき、または凍結されるときに書式を提出しようとする試みは拒絶され、代わりに書
式ステータスレポートを導き出す。
【０１２８】
　各書式インスタンスは、それから引き出されるあらゆる書式インスタンスと（５９で）
関連付けられ、このようにしてバージョン履歴を提供する。これは、ある特定の時間期間
内で書式の最新のバージョン以外のすべてを検索から排除できるようにする。
【０１２９】
　すべての入力はデジタルインクとして捕捉される。デジタルインク８７３は、そのそれ
ぞれがスタイル付きのストローク８７５の集合から成り立つ、タイムスタンプが押された
ストロークグループ８７４の集合から成り立つ。各ストロークは、タイムスタンプが押さ
れたペン位置８７６の集合から成り立ち、そのそれぞれもペン向きとペン先力を含む。デ
ジタルインククラス図は図３３に示される。
【０１３０】
　フィールド要素８４５は、チェックボックスフィールド８７７、テキストフィールド８
７８、描画フィールド８７９、またはシグナチャフィールド８８０である場合がある。フ
ィールド要素クラス図は、図３４に示される。フィールドのゾーン５８内に捕捉される任
意のデジタルインクが、フィールドに割り当てられる
【０１３１】
　チェックボックスフィールドは、図３５に示されるように関連付けられたブール値８８
１を有する。チェックボックスフィールドのゾーン内で捕捉される任意のマーク（照合印
、十字記号、ストローク、塗りつぶしジグザグ等）は、真の値をフィールドの値に割当て
させる。
【０１３２】
　テキストフィールドは、図３６に図示されるように、関連付けられたテキスト値８８２
を有する。テキストフィールドのゾーン内で捕捉される任意のデジタルインクは、オンラ
イン手書き認識を介して自動的にテキストに変換され、テキストがフィールドの値に割り
当てられる。オンライン手書き認識は十分に理解されている（例えば、Ｔａｐｐｅｒｔ，
Ｃ．，Ｃ．Ｙ．ＳｕｅｎおよびＴ．Ｗａｋａｈａｒａの「オンライン手書き認識の最先端
技術（Ｔｈｅ　Ｓｔａｔｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｒｔ　ｉｎ　Ｏｎ－Ｌｉｎｅ　Ｈａｎｄｗ
ｒｉｔｉｎｇ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）」、パターン分析および機械インテリジェンス
（Ｐａｔｔｅｒｎ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ａｎｄ
Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ）に関するＩＥＥＥ議事録、第１２巻、第８
番、１９９０年８月を参照すること）。
【０１３３】
　シグナチャフィールドは、図３７に示されるように、関連付けられたデジタルシグナチ
ャ値８８３を有する。シグナチャフィールドのゾーンで捕捉される任意のデジタルインク
は、ペンの所有者のアイデンティティに関して自動的に検証され、フィールドがその一部
である書式のコンテンツのデジタルシグナチャは生成され、フィールドの値に割り当てら
れる。デジタルシグナチャは、書式を所有するアプリケーションに特殊なペンユーザーの
私用のシグナチャキーを使用して生成される。オンラインシグナチャ検証は、十分に理解
される（例えば、Ｐｌａｍｏｎｄｏｎ，ＲおよびＧ．Ｌｏｒｅｔｔｅの「自動シグナチャ
検証および作者識別―最先端技術（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ　Ｖｅｒｉ
ｆｉｃａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｗｒｉｔｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ－Ｔｈｅ　Ｓ
ｔａｔｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｒｔ）」、パターン認識（Ｐａｔｔｅｒｎ
Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）、第２２巻、第２号、１９８９年を参照すること）。
【０１３４】
　フィールド要素は、その「非表示」属性が設定されている場合非表示である。非表示フ
ィールド要素はページ上に入力ゾーンを有さず、入力を受け入れない。それは、フィール
ドを含む書式が提出されるときに書式データに含まれる関連つけられたフィールド値を有
することがある。
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【０１３５】
　削除を示す取消し線などの「編集」コマンドも、書式フィールドで認識できる。
【０１３６】
　手書き認識アルゴリズムは、「オフライン」で（つまり、ペンマーキングのビットマッ
プだけに対するアクセスをもって）よりむしろ「オンライン」で（つまり、ペンモーメン
トの動力に対するアクセスをもって）動作するため、それは作者に依存するトレーニング
段階なしに相対的に高い精度で実行され、別個に書き込まれた（ｒｕｎ－ｏｎ
ｄｉｓｃｒｅｔｅｌｙ－ｗｒｉｔｔｅｎ）文字を認識することができる。しかしながら、
手書きの作者に依存するモデルは、自動的に経時的に生成され、必要な場合先頭で（ｕｐ
－ｆｒｏｎｔ）生成できる。
【０１３７】
　すでに述べられたように、デジタルインクはストロークの結果から成り立つ。特定の要
素のゾーンで開始する任意のストロークは、解釈のために準備が完了した、その要素のデ
ジタルインクストリームに付加される。オブジェクトのデジタルインクストリームに付加
されない任意のストロークは、背景フィールドのデジタルインクストリームに付加される
。
【０１３８】
　背景フィールドで捕捉されるデジタルインクは、選択ジェスチャとして解釈される。実
際の解釈はアプリケーションに特殊であるが、１つまたは複数のオブジェクトの外接は、
通常、境界線で囲まれたオブジェクトの品揃えとして解釈される。
【０１３９】
　表２は、ネットページとのこれらの多様なペン対話を要約する。
【０１４０】
【表２】

【０１４１】
　システムは、ペンごとに現在の選択を維持する。選択は、背景フィールドで捕捉される
最も最近のストロークだけから成り立つ。選択は、予測可能な動作を保証するための非活
動タイムアウト後にクリアされる。
【０１４２】
　あらゆるフィールドで捕捉される未処理のデジタルインクは、ネットページページサー
バで保持され、書式がアプリケーションに提出されるときに、書式データとともにオプシ
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ョンで伝送される。これにより、アプリケーションは、それが、手書きテキストの変換な
どの最初の変換を疑う場合に未処理デジタルインクを調査できるようにする。これは、例
えば、一定のアプリケーションに特殊な整合性チェックに不合格となる書式のアプリケー
ションレベルでの人間の介入を含むことがある。これに対する拡張として、書式の全体的
な背景領域は、描画フィールドとして設計できる。それから、アプリケーションは、ユー
ザーがそれらのフィールドの外側で塗りつぶされたフィールドに対して修正を示してよか
ったと仮定して、書式の明示的なフィールドの外側でのデジタルインクの存在に基づき、
書式を人間のオペレータに送ることを決定することができる。
【０１４３】
　図３８は、ネットページを基準にしてペン入力を取り扱うプロセスのフローチャートを
示す。プロセスは、ペンからストロークを（８８４で）受け取ること、ストローク内のペ
ージＩＤ５０が参照するページインスタンス８３０を（８８５）で特定すること、そのゾ
ーン５８をストロークが交差するフォーマット済みの要素８３９を（８８７で）特定する
こと、フォーマットされた要素がフィールド要素に一致するかどうかを（８８８で）判断
すること、および一致する場合には、受け取られたストロークをフィールド値８７１のデ
ジタルインクに（８９２で）付加すること、フィールドの蓄積されたデジタルインクを（
８９７で）解釈すること、およびフィールドがハイパーリンクされたグループ８６６の一
部であるかどうかを（８９４で）判断すること、および一部である場合には、関連付けら
れたハイパーリンクを（８９５で）活性化すること、フォーマットされた要素がハイパー
リンク要素に一致するかどうかを（８８９で）代わりに判断すること、および一致する場
合（８９５で）対応するハイパーリンクを活性化すること、代わりに、入力フィールドま
たはハイパーリンクがない場合には、（８９０で）受け取られたストロークを背景フィー
ルド８３３のデジタルインクに付加すること、および登録サーバによって維持されるよう
に、
現在のペンの現在の選択８２６に受け取られたストロークを（８９１で）コピーすること
から成り立つ。
【０１４４】
　aは、フィールドの蓄積されたデジタルインクがフィールドの型に応じて解釈される、
図３８で示されるプロセスでステップ８９３の詳細なフローチャートを示す。プロセスは
、フィールドがチェックボックスであるかどうか（８９６で）、およびデジタルインクが
チェックマークを表すかどうかを（８９７で）を判断すること、およびそうである場合に
は、真の値をフィールド値に（８９８で）割り当てることと、代わりに、フィールドがテ
キストフィールドであるかどうかを（８９９で）判断することと、およびそうである場合
に、適切な登録サーバの力を借りて（９０１で）デジタルインクをコンピュータテキスト
に変換するステップと、代わりにフィールドがシグナチャフィールドであるかどうかを（
９０２で）判断することと、およびそうである場合、適切な登録サーバの力を借りて、ペ
ンの所有者のシグナチャとして（９０３で）デジタルインクを検証することと、やはり登
録サーバの助けを借りて、対応する書式のコンテンツのデジタルシグナチャを（９０４で
）作成することと、対応するアプリケーションに関係するペン所有者の私用のシグナチャ
キーを使用することと、フィールド値にデジタルシグナチャを（９０５で）割り当てるこ
ととから成り立つ。
１．７．３　ページサーバコマンド
　ページサーバコマンドは、ページサーバによって局所的に処理されるコマンドである。
それは、書式、ページおよび文書のインスタンスの上で直接的に動作する。
【０１４５】
　ページサーバコマンド９０７は、図３９で図示されるように、書式無効コマンド９０８
、書式重複コマンド９０９、書式リセットコマンド９１０、書式ステータス取得コマンド
９１１、ページ重複コマンド９１２、ページリセットコマンド９１３、ページステータス
取得コマンド９１７である場合がある。
【０１４６】
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　書式無効コマンドは、対応する書式インスタンスを無効にする。書式重複コマンドは、
対応する書式インスタンスを無効にしてから、フィールド値が保存された状態で、現在の
書式インスタンスのアクティブな印刷済みコピーを作成する。コピーは、オリジナルと同
じハイパーリンクトランザクションＩＤを含むため、オリジナルからアプリケーションで
区別することはできない。書式リセットコマンドは、対応する書式インスタンスを無効に
してから、フィールド値が廃棄された状態で書式インスタンスのアクティブな印刷済みコ
ピーを生成する。書式ステータス取得コマンドは、誰がそれを出版したのか、いつそれが
印刷されたのか、それが誰のために印刷されたのか、および書式インスタンスの書式ステ
ータスを含む、対応する書式インスタンスのステータスに関する印刷済みのレポートを作
成する。
【０１４７】
　書式ハイパーリンクインスタンスはトランザクションＩＤを含むので、アプリケーショ
ンは、新しい書式インスタンスを作成する上で含まれなければならない。したがって、新
しい書式インスタンスを要求するボタンは、典型的にはハイパーリンクとして実現される
。
【０１４８】
　ページ重複コマンドは、対応するページンイスタンスの印刷済みのコピーを、背景フィ
ールド値が保存された状態で作成する。ページが書式を含むか、あるいは書式の一部であ
る場合には、ページ重複コマンドは、書式重複コマンドとして解釈される。ページリセッ
トコマンドは、背景フィールド値が廃棄された状態で、対応するページインスタンスの印
刷済みのコピーを作成する。ページが書式を含む場合、または書式の一部である場合には
、ページリセットコマンドは書式リセットコマンドとして解釈される。ページステータス
取得コマンドは、誰がそれを出版したのか、いつそれが印刷されたのか、それが誰のため
に印刷されたのか、およびそれが含む、またはそれが一部であるあらゆる書式のステータ
スを含む対応するページインスタンスのステータスに関する印刷済みのレポートを作成す
る。
【０１４９】
　あらゆるネットページで表示されるネットページロゴは、通常、重複ページ要素と関連
付けられている。
【０１５０】
　ページインスタンスが、フィールド値が保存された状態で重複されると、フィールド値
はそのネイティブな書式で印刷される。つまり、チェックマークが標準チェックマークグ
ラフィックとして表示され、テキストがタイプセットテキストとして表示される。図面お
よびシグナチャだけがその元の書式で表示され、シグナチャには、成功したシグナチャ検
証を示す標準グラフィックが付随する。
【０１５１】
　文書重複コマンドは、背景フィールド値が保存された状態で、対応する文書インスタン
スの印刷済みコピーを作成する。文書があらゆる書式を含む場合には、文書重複コマンド
は、書式重複コマンドが行うのと同じように書式を重複する。文書リセットコマンドは、
背景フィールド値が廃棄された状態で、対応する文書インスタンスの印刷済みコピーを作
成する。文書があらゆる書式を含む場合には、文書リセットコマンドが、書式リセットコ
マンドが行うのと同じように書式をリセットする。文書ステータス取得コマンドは、誰が
それを出版したのか、いつそれが印刷されたのか、それが誰のために印刷されたのか、お
よびそれが含むあらゆる書式のステータスを含む、対応する文書インスタンスのステータ
スに関する印刷済みのレポートを作成する。
【０１５２】
　ページサーバコマンドの「オン選択済み（ｏｎ　ｓｅｌｅｃｔｅｄ）」属性が設定され
る場合には、コマンドは、コマンドを含むページ上でよりむしろペンの現在の選択によっ
て特定されるページ上で動作する。これにより、ページサーバコマンドのメニューを印刷
することができる。ターゲットページが設計されたページサーバコマンドのページサーバ
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コマンド要素を含まない場合には、コマンドは無視される。
【０１５３】
　アプリケーションは、関連ページサーバコマンド要素をハイパーリンクされたグループ
に埋め込むことによってアプリケーションに特殊な処理を提供することができる。ページ
サーバは、ページサーバコマンドを実行するよりむしろ、ハイパーリンク済みのグループ
に関連付けられたハイパーリンクを活性化する。
【０１５４】
　ページサーバコマンド要素は、「非表示」属性が設定される場合には非表示である。非
表示コマンド要素は、ページ上に入力ゾーンを有さないため、ユーザーによって直接的に
は活性化できない。しかしながら、それは、そのページサーバコマンドにその「オン選択
済み」属性が設定されている場合、別のページに埋め込まれているページサーバコマンド
を介して活性化することができる。
１．８ ネットページの標準的な特徴
　好ましい書式では、各ネットページは、それがネットページであり、そのため対話型プ
ロパティを有することを示すために、底部にあるネットページロゴとともに印刷される。
また、ロゴは、コピーボタンとしての役割も果たす。大部分の場合、ロゴを押すと、ペー
ジのコピーが作成される。書式の場合、ボタンが書式全体のコピーを作成する。そして、
券またはクーポンなどの安全な文書の場合、ボタンは説明メモまたは広告ページを導き出
す。
【０１５５】
　デフォルトの単一ページコピー機能は、関連するネットページページサーバによって直
接的に処理される。特殊なコピー機能は、ロゴボタンをアプリケーションにリンクするこ
とによって処理される。
１．９　ユーザーヘルプシステム
　好ましい実施形態では、ネットページプリンタは、「ヘルプ」と名前が付けられた単一
ボタンを有する。押されると、それは、以下を含む、単一ページの情報を導き出す。
　プリンタ接続のステータス
　プリンタ消耗品のステータス
　トップレベルヘルプメニュー
　文書機能メニュー
　トップレベルネットページネットワークディレクトリ
　ヘルプメニューは、ネットページシステムの使用方法に関する階層マニュアルを提供す
る。
【０１５６】
文書機能メニューは、以下の機能を含む。
　文書のコピーを印刷する。
　書式のきれいなコピーを印刷する。
　文書のステータスを印刷する。
【０１５７】
　文書機能は、単にボタンを押してから、文書の任意のページを触るだけで開始される。
文書のステータスが、誰がそれを出版したのか、および、いつ、誰に対してそれが送達さ
れたのか、およびいつそれがその後、書式として提出されたのかを示す。
【０１５８】
　ネットページネットワークディレクトリを使用することにより、ユーザーは、ネットワ
ーク上で出版物およびサービスの階層をナビゲーションすることができる。代替策として
、ユーザーは、ネットページネットワーク「９００」番「イエローページ」に電話をかけ
、人間のオペレータに話をすることができる。文書の種類に応じて、出版社またはユーザ
ーは、小額の「イエローページ」サービス料金を支払う。
【０１５９】
　プリンタが印刷できない場合、ヘルプページは、明らかに使用できない。この場合、「
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エラー」ライトが点灯し、ユーザーはネットワーク上でリモート診断を要求することがで
きる。
２．個人専用化された出版モデル
　以下の記述では、ニュースは、ネットページシステム内での個人専用化機構を図解する
ための規範的な出版例として使用される。ニュースは多くの場合、新聞および時事解説誌
ニュースの限られた意味で使用されているが、本文脈での意図された範囲はさらに広い。
【０１６０】
　ネットページシステムでは、ニュース出版物の編集コンテンツよび広告コンテンツは、
さまざまな機構を使用して個人専用化される。編集コンテンツは、読者の明示的に述べら
れ、暗示的に捕捉された関心プロファイルに従って個人専用化される。広告コンテンツは
、読者の局所性およびデモグラフィックに従って個人専用化される。
【０１６１】
２．１　編集の個人専用化
　加入者は２種類のニュースソースを利用することができる。ニュース出版物は出版者に
よって集められ、編集されるが、ニュースストリームは、ニュース出版者または専門化し
たニュース集合体のどちらかによって集められる。ニュース出版物は、典型的には、従来
の新聞および時事解説誌に相当するが、ニュースストリームは数多く、変化に富む場合が
ある。つまり、ニュースサービスからの「未処理」ニュース供給、マンガの一片、フリー
ランスのライターのコラム、友人の掲示板、または読者自身のｅ－メールである。
【０１６２】
　ネットページ出版サーバは、複数のニュースストリームの集まりだけではなく、編集済
みのニュース出版物の出版をサポートする。該集まり、したがって読者によってじかに選
択されたニュースストリームのフォーマットを取り扱うことにより、サーバは、それがそ
れ以外の場合には編集管理をできないページ上に広告を掲載することができる。
【０１６３】
　加入者は、１つまたは複数の寄与するニュース出版物を選択し、それぞれの個人専用化
されたバージョンを作成することによって日々の新聞を構築する。結果として生じる毎日
の版は、印刷され、単一の新聞にまとめて製本される。典型的には、多様な数の家庭が、
さまざまな日々の出版物を選択し、それらをカスタマイズすることによって、その異なる
興味および嗜好を表現する。
【０１６４】
　出版物ごとに、読者は、オプションで特定のセクションを選択する。毎日表示されるセ
クションもあれば、週ごとに表示されるものもある。ニューヨークタイムズ（Ｔｈｅ
Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ Ｔｉｍｅｓ）からオンラインで入手可能な毎日のセクションは、例えば
、「ページワンプラス（Ｐａｇｅ Ｏｎｅ Ｐｌｕｓ）」、「国内（Ｎａｔｉｏｎａｌ）」
、「国際（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）」、「オピニオン（Ｏｐｉｎｉｏｎ）」、「ビ
ジネス（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ）」、「芸術／生活（Ａｒｔｓ／Ｌｉｖｉｎｇ）」、「技術（
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）」、および「スポーツ（Ｓｐｏｒｔｓ）」を含む。入手可能なセ
クションの集合が、得フォルトの部分集合のように出版物に特殊である。
【０１６５】
　読者は、それぞれが任意の数のニュースストリームを利用する、カスタムセクションを
作成することによって毎日の新聞を拡張することができる。カスタムセクションは、ｅ－
メールおよび友人の発表（「個人（Ｐｅｒｓｏｎａｌ）」）のために、あるいは特定のト
ピックのためのニュース供給（「警報（Ａｌｅｒｔｓ）」または「クリッピング（Ｃｌｉ
ｐｐｉｎｇｓ）」をモニタするために作成されることがある。
【０１６６】
　セクションごとに、読者は、オプションで、そのサイズを質的に（例えば、短い、中程
度、または長い）または数値的に（つまり、そのページ数に対する制限として）のどちら
かで、所望される広告の配分を質的に（例えば、高、通常、低、無）または数値的に（す
なわちパーセンテージとして）指定する。
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【０１６７】
　読者は、大多数の短い方の記事または少数の長い方の記事に対する優先順位も表す。そ
れぞれの記事は、この優先順位をサポートするために、短い書式と長い書式の両方で、理
想的に書かれる（または編集される）。
【０１６８】
　記事も、例えば、子供のバージョンおよび成人のバージョンを提供するために、読者の
予想される高度化に適合するためにさまざまなバージョンで書かれる（または編集される
）。適切なバージョンが、読者の年齢に応じて選択される。読者は、その生物学的な年齢
に優先する「読書年齢」を指定することができる。
【０１６９】
　各セクションを構成する記事は、編集者により選択され、優先順位をつけられ、それぞ
れに有効な有効期間が割り当てられる。デフォルトにより、それらは、購読者の版の空間
制約を条件として、優先順位順序で、すべての関連する購読者に送達される。
【０１７０】
　それが適切であるセクションでは、読者は、オプションで協力フィルタリングを可能に
してよい。それから、これは十分に長い有効期間を有する記事に適用される。協力フィル
タリングに適したそれぞれの記事は、記事の最後にあるレーティングボタンで印刷される
。ボタンは、読者が記事を評価するために思い悩むことをよりありそうにする容易な選択
肢（例えば、「好む」および「好まない」）を提供できる。
【０１７１】
　したがって、高い優先順位および短い有効期間が設定された記事は、編集者によって必
須読み物と有効に考えられ、大部分の関連購読者に送達される。
【０１７２】
　読者は、オプションで、質的に（例えば、私を驚かせる、または私を驚かせない）、ま
たは数値的にどちらかによって思わぬ発見をする才能（ｓｅｒｅｎｄｉｐｉｔｙ）係数を
指定する。思わぬ発見をする才能の係数が高いと、協力フィルタリング中の突き合わせに
使用されるスレッショルドが低くなる。係数が高いと、対応するセクションが読者の指定
された容量まで満たされるのはよりありそうになる。別の思わぬ発見をする才能係数は、
週の異なる曜日に指定できる。
【０１７３】
　読者は、オプションでセクション内で特に関心のあるトピックを指定し、これが編集者
によって割り当てられる優先順位を修正する。
【０１７４】
　読者のインターネット接続の速度は、画像を送達できる品質に影響を及ぼす。読者は、
オプションで、さらに少ない画像またはさらに小さい画像、あるいは両方に対する優先順
位を指定する。画像の数またはサイズが削減されない場合には、画像はより低い品質で（
つまり、さらに低い解像度で、またはさらに大きな圧縮で）送達されてよい。
【０１７５】
　グローバルレベルでは、読者は、量、日付、時刻、および貨幣価値がどのように局所化
されるのかを指定する。これは、単位がインペリアルなのか、あるいはメートル法なのか
、局所時間帯および時刻フォーマット、および現地通貨、および局所化が元の場所に（ｉ
ｎ
ｓｉｔｕ）変換または注釈から成り立つかどうかを指定することを含む。これらの優先順
位は、デフォルトによって読者の局所性から引き出される。
【０１７６】
　視力が悪いことによって引き起こされる読書障害を削減するために、読者は、オプショ
ンで、より大きな提示に対するグローバル優先順位を指定する。テキストと画像の両方と
も相応して拡大縮小され、各ページにはより少ない情報が収容される。
【０１７７】
　ニュース出版物が出版される言語、およびその対応するテキスト符号化は、ユーザーに
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よって表現される優先順位ではなく、出版物のプロパティである。しかしながら、ネット
ページシステムは、多様な外観で自動翻訳サービスを提供するように構成することができ
る。
２．２ 広告局所化および目標設定
　広告は、典型的には編集文脈を利用するために掲載されるため、編集コンテンツの個人
専用化は、広告コンテンツに直接的に影響を及ぼす。例えば、旅行の広告は、他の箇所よ
り旅行のセクションにより表示されそうである。編集コンテンツの広告主にとって（した
がって、出版者にとって）の価値は、正しいデモグラフィックスを用いて、大多数の読者
を惹きつけるその能力にある。
【０１７８】
　効果的な広告は、局所性およびでもグラフィックスに基づいて掲載される。局所性は、
特定のサービス、小売業者等、および地元コミュニティおよび環境に関連付けられた特定
の興味と関心に対する近接さを決定する。デモグラフィックスは、ありそうな消費パター
ンだけではなく、一般的な関心および重大関心事も決定する。
【０１７９】
　ニュース出版者の最も収益の多い製品は広告「スペース」、つまり、出版者の地理的な
カバレージ、その読者層の規模、その読者層のでもグラフィックス、および広告に使用可
能なページ領域により決定される多次元エンティティである。
【０１８０】
　ネットページシステムでは、ネットページ出版サーバは、出版物の地理的なカバレージ
、セクションの読者層、各読者のセクションの版の規模、各読者の広告割合、および各読
者のでもグラフィックを考慮に入れ、セクションごとに、出版物の販売可能な広告スペー
スの近似多次元サイズを計算する。
【０１８１】
　他の媒体と比較して、ネットページシステムは、広告スペースをより詳細に定義するこ
とを可能にし、そのさらに小さい部分を別個に販売できるようにする。したがって、それ
は、その真の価値により近く販売することができる。
【０１８２】
　例えば、同じ広告「スロット」は、複数の広告主に異なる割合で販売することができ、
個々の読者のページは、無作為に一人の広告主または別の広告主の広告を受け取り、全体
的に各広告主に販売される空間の割合を保存する。
【０１８３】
　ネットページシステムにより、広告を詳細な製品情報およびオンライン購入に直接的に
リンクすることができる。したがって、それは広告空間の本来の価値を高める。
【０１８４】
　個人専用化および局所化は、ネットページ出版サーバによって自動的に処理されるため
、広告集合体は、地理学とデモグラフィックスの両方の幅広いカバレージを任意に提供す
ることができる。それ以降の分離は、それが自動的であるために効率的である。これによ
り、出版者が直接的に広告を取るより広告集合体と取引する方がより費用対効果が高くな
る。たとえ広告集合体が広告収益の割合を取っているとしても、出版者は、収集の効率が
さらに高いために変化が利益中立であることに気付く。広告集合体は、広告主と出版者の
間の媒介者としての役割を果たし、同じ広告を複数の出版物に掲載してよい。
【０１８５】
　ネットページ出版物での広告掲載が、出版物の広告スペースはより複雑であるため、出
版に於ける従来のやり方での広告掲載よりさらに複雑なことがあることに注意する価値が
ある。広告主、広告集合体、および出版者の間の交渉の完全な複雑さを無視する一方で、
好ましい書式のネットページシステムは、広告スペースの自動オークションに対するサポ
ートを含む、これらの交渉になんらかの自動化されたサポートを提供する。自動化は、特
に、小さな広告、またはきわめて局所化された広告などの少額の収入を生じさせる広告の
掲載に望ましい。
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【０１８６】
　いったん掲載が交渉されると、広告集合体は、広告を捕捉し、編集し、それをネットワ
ーク広告サーバに記録する。相応して、出版者は、関連するネットワーク出版サーバに広
告掲載を記録する。ネットページ出版サーバが各ユーザーの個人専用化された出版をレイ
アウトするとき、当該ネットページ出版サーバは、ネットワーク広告サーバから関連広告
を選び出す。
　従って、ユーザーは、ユーザーの対話要素を有し、且つユーザー自身の好みによってフ
ォーマットされ、又特にユーザーのデモグラフィックをターゲットとする付加的なコンテ
ンツを持つ、印刷文書としてより一般的に参照されるネットページが提供される。
　当該ターゲットコンテンツに関する当該対話要素は、ユーザーが当該コンテンツに関連
する別の情報を要求する事を可能にする。
　当該ターゲットコンテンツは、広告材料に関するものであっても良く、当該別の情報は
、広告冊子の形で提供されるものであっても良い。
　当該対話要素が文書に印刷される方法及び当該センサー装置が、別の情報に関する請求
を表示する為に、当該対話要素と対話する為に使用される方法は、上記に説明されている
通りである。
２．３　ユーザープロファイル
２．３．１　情報フィルタリング
　ニュースおよびその他の出版物の個人専用化は、以下を含む、ユーザーに特殊なプロフ
ァイル情報の取り揃えに依存する。
　出版物のカスタム化
　協力フィルタリングベクタ
　連絡先詳細
　優先順位提示
　出版物のカスタム化は、典型的には出版物に特殊であるため、カスタム化情報は、関連
するネットページ出版サーバによって維持される。
【０１８７】
　協力フィルタリングベクタは、数多くのニュースアイテムのユーザーのレーティングか
ら成り立つ。それは、さまざまなユーザーの興味を推薦を行う目的で相互関連させるため
に使用される。任意の特定の出版物に関係なく単一の協力フィルタリングベクタを維持す
ることに対する利点があるが、出版物ごとに別個のベクタを維持する方がより実践的であ
る２つの理由がある。つまり、さまざまな出版物の購読者のベクタ間より、同じ出版物の
購読者のベクタ巻でより多くが重複する可能性がある。および出版物は、そのユーザーの
協力フィルタリングベクタを、他の画所では見つけられないそのブランドの価値の一部と
して提示することを希望するだろう。したがって、協力フィルタリングベクタも、関連す
るネットページ出版サーバによって維持される。
【０１８８】
　氏名、住所、郵便番号、州、国、電話番号を含む連絡先詳細は、本来グローバルであり
、ネットページ登録サーバによって維持される。
【０１８９】
　量、日付および時刻に対する優先順位を含む提示優先順位は、同様にグローバルであり
、同じように維持される。
【０１９０】
　広告の局所化、ユーザーの連絡先詳細に示される局所性に依存するが、広告の目標設定
は、誕生日、性別、婚姻関係の有無、収入、職業、教育などの個人的な情報または年齢範
囲と収入範囲などの質的な派生物に依存する。
【０１９１】
　広告目的のためｎ個人情報を明らかにすることを選ぶそれらのユーザーの場合、情報は
、関連するネットページ登録サーバによって維持される。このような情報がない場合には
、広告は、ユーザーの郵便番号または郵便番号＋４コードに関連付けられたデモグラフィ
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ックスに基づいて目標設定することができる。
【０１９２】
　各ユーザー、ペン、プリンタ、アプリケーションプロバイダおよびアプリケーションに
は、独自の固有の識別子が割り当てられ、ネットページ登録サーバが、図２１、図２２、
図２３、及び図２４に図示されるように、その関係性を維持する。登録目的では、出版者
は、特別な種類のアプリケーションプロバイダであり、出版物は特別な種類のアプリケー
ションである。
【０１９３】
　各ユーザー８００は、任意の数のプリンタ８０２を使用することを許可されてよく、各
プリンタは、任意の数のユーザーがそれを使用できるようにする。それぞれのユーザーは
、定期的な出版物がデフォルトによって送達される（６６で）単一デフォルトプリンタを
有するが、オンデマンドで印刷されるページは、ユーザーが対話しているプリンタを通し
て送達される。サーバは、ユーザーがユーザーのデフォルトプリンタに印刷するのを出版
者に許可したのかを追跡調査する。出版者は、任意の特定のプリンタのＩＤを記録しない
が、代わりにそれが必要とされるときにＩＤを分解する。
【０１９４】
　ユーザーが出版物８０７を購読するとき、出版者８０６（つまり、アプリケーションプ
ロバイダ８０３）は、指定されたプリンタまたはユーザーのデフォルトプリンタに印刷す
ることを許可される。この許可は、任意の時点でユーザーによって呼び出すことができる
。各ユーザーは、複数のペン８０１を有してよいが、ペンは単一ユーザーに特殊である。
ユーザーがある特定のプリンタを使用することを許可される場合には、そのプリンタはユ
ーザーのペンのどれかを認識する。
【０１９５】
　ペンＩＤは、通常の方法で、ＤＮＳを介してある特定のネットページ登録サーバによっ
て維持される、対応するユーザープロファイルの位置を突き止めるために使用される。
【０１９６】
　ウェブ端末８０９がある特定のネットページプリンタで印刷することを許可することが
でき、ウェブブラウジング中に遭遇されるウェブページおよびネットページ文書を、最も
近いプリンタで便利に印刷できるようにする。
【０１９７】
　ネットページシステムは、プリンタプロバイダの代わりに、プロバイダのプリンタの上
で印刷される出版物を通して儲けられる収入に対する料金および手数料を徴収できる。こ
のような収入は、広告料金、クリックスルー料金、ｅ－コマース手数料およびトランザク
ション料金を含むことができる。プリンタがユーザーによって所有される場合には、ユー
ザーはプリンタプロバイダである。
【０１９８】
　各ユーザーは、（前記段落に記述されたもののような）ミクロ借方および貸方を蓄積す
るために使用されるネットページアカウント８２０、氏名、住所および電話番号を含む連
絡先詳細８１５、プライバシー、送達および局所化の設定値を含むグローバル優先順位８
１６、ユーザーの符号化されたシグナチャ８１８、指紋８１９等を含む任意の数の生物測
定レコード８１７、自動的にシステムによって維持される手書きモデル８１９、およびｅ
－コマース支払を行うことができるＳＥＴ支払カードアカウント８２１も有する。
２．３．２　お気に入りリスト
　ネットページユーザーは、「お気に入りのもの」のリスト９２２―ネットページネット
ワーク上での有効な文書へのリンクを維持することができる。該リストは、ユーザーの代
わりにシステムによって維持される。それは、その好ましい実施形態が図４１に示されて
いるフォルダ９２４の階層として編成される。
２．３．３　履歴リスト
　システムは、各ユーザーの代わりに、ネットページシステムを通してユーザーによって
アクセスされる文書等に対するリンクを含む、履歴リスト９２９を維持する。それは、そ
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。
２．４ インテリジェントページレイアウト
　ネットページ出版サーバは、セクションごとに、自動的に、各ユーザーの個人専用化さ
れた出版物のページをレイアウトする。大部分の広告は事前にフォーマットされた矩形の
形をとるため、それらは、編集コンテンツの前にページに掲載される。
【０１９９】
　セクションの広告比は、セクション内の個々のページでの大幅に変化する広告比率で達
成することができ、広告レイアウトアルゴリズムはこれを利用する。アルゴリズムは、自
作の屋根の修理に関する特集のために出版物の中に特に屋根ふき材用の広告を掲載するな
ど、密接に結び付けられた編集コンテンツと広告コンテンツを同じ場所に配置することを
試みるように構成される。
【０２００】
　その場合、テキストおよび関連付けられた画像とグラフィックスを含む、ユーザーのた
めに選択された編集コンテンツは、多様な美的規則に従ってレイアウトされる。
【０２０１】
　広告の選択及び編集コンテンツの選択を含む全体的なプロセスは、ユーザーが述べたセ
クションサイズの優先順位をさらに近似して達成しようとするために、いったんレイアウ
トが集まると反復されなければならない。しかしながら、セクションサイズの優先順位は
、経時的に平均で適合することができ、かなりの日毎による変動を可能にする。
２．５　文書フォーマット
　一端文書がレイアウトされると、それは、ネットページネットワークでの効率的な分散
および永続的な記憶のために符号化される。
【０２０２】
　主要な効率機構は、単一のユーザーの版に特定の情報および複数のユーザーの版の間で
共用される情報の分離である。特定の情報はページレイアウトから成り立つ。共用される
情報は、画像、グラフィックスおよびテキストの部分を含む、ページレイアウトが参照す
るオブジェクトから成り立つ。
【０２０３】
　テキストオブジェクトは、拡張可能スタイルシート言語（ＸＳＬ）を使用して拡張可能
マークアップ言語（ＸＭＬ）で表される完全にフォーマットされたテキストを含む。ＸＳ
Ｌは、テキストが設定されている領域とは無関係に、テキストに対する正確な制御を提供
し、それは、この場合、レイアウトによって提供されている。テキストオブジェクトは、
自動変換を可能にするために埋め込まれた言語、および段落フォーマットを補助するため
の埋め込まれたハイフネーションコードを含む。
【０２０４】
　画像オブジェクトは、ＪＰＥＧ２０００ウェーブレットベースの圧縮画像フォーマット
で画像を符号化する。グラフィックオブジェクトは、スケーラブルベクタグラフィックス
（ＳＶＧ）フォーマットで２Ｄグラフィックを符号化する。
【０２０５】
　レイアウト自体は、一連の配置された画像オブジェクトおよびグラフィックオブジェク
ト、テキストオブジェクトがそれを通って流れるリンクされたテキストフローオブジェク
ト、前述されたようなハイパーリンクフィールドと入力フィールド、および水位標（ｗａ
ｔｅｒｍａｒｋ）領域から成り立つ。これらのレイアウトオブジェクトは、表３に要約さ
れる。レイアウトは、効率的な分散および記憶に適したコンパクトフォーマットを使用す
る。
【０２０６】
【表３】
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【０２０７】
２．６　文書分散
　前述されたように、ネットページネットワーク上での効率的な分散および永続的な記憶
のために、ユーザーに特殊なページレイアウトは、それが参照する共用されているオブジ
ェクトから分離される。
【０２０８】
　購読されている出版物が分散される準備ができているとき、ネットページ出版サーバは
、ネットページＩＤサーバ１２の助けを借りて、各ページの固有のＩＤ、ページインスタ
ンス、文書および文書インスタンスを割り当てる。
【０２０９】
　サーバは、共用されているコンテンツの最適化されたコンテンツの集合を計算し、部分
集合ごとのマルチキャストチャネルを作成してから、そのレイアウトによって使用される
共用コンテンツを搬送するだろうそれぞれのユーザーに特殊なレイアウトにマルチキャス
トチャネルの名称でタグをつける。それから、サーバは、適切なページサーバを介して、
各ユーザーのレイアウトを、そのユーザーのプリンタにポイントキャストし、ポイントキ
ャスティングが完了すると、指定されたチャネル上で共用されたコンテンツをマルチキャ
ストする。そのポイントキャストを受信した後、各ページサーバおよびプリンタは、ペー
ジレイアウトで指定されるマルチキャストチャネルを購読する。マルチキャスト中、各ペ
ージサーバおよびプリンタは、マルチキャストストリームから、そのページレイアウトに
よって参照されるそれらのオブジェクトを抽出する。ページサーバは、受け取られたペー
ジレイアウトおよび共用コンテンツを永続的にアーカイブする。
【０２１０】
　いったんプリンタが、そのページレイアウトが参照するすべてのオブジェクトを受け取
ると、プリンタは完全に取り込まれたレイアウトを作成し直してから、それをラスタ化し
、印刷する。
【０２１１】
　通常の状況では、プリンタは、それらが送達できるより高速でページを印刷する。各ペ
ージの４分の１が画像で覆われていると仮定すると、平均ページは４００ＫＢ未満のサイ
ズを有する。そのため、プリンタは、その内部６４ＭＢメモリに、１００枚を超えるこの
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ようなページを保持することができ、一時的なバッファ等を可能にする。プリンタは、毎
秒１頁の速度で印刷する。これは、４００ＫＢ、または毎秒３Ｍｂｉｔのページデータに
同等であり、それはブロードバンドネットワーク上でのページデータ送達の最高予想速度
に類似している。
【０２１２】
　プリンタの用紙が不足するなどの異常な状況下でさえ、ユーザーが、プリンタの１００
枚の内部記憶容量が消耗される前に紙の供給を補充することができるらしい。
【０２１３】
　しかしながら、プリンタの内部メモリが一杯になると、プリンタは、それが最初に発生
するときにマルチキャストを利用することができないだろう。したがって、ネットページ
出版サーバは、プリンタが、再マルチキャストの要求を提出できるようにする。重大な数
の要求が受け取られる、あるいはタイムアウトが発生すると、サーバは、対応する共用オ
ブジェクトを再マルチキャストする。
【０２１４】
　いったん文書が印刷されると、プリンタは、そのページレイアウトおよびコンテンツを
関連ページサーバから検索することによって任意の時点で正確な複製を作成することがで
きる。
２．７　オンデマンド文書
　ネットページ文書がオンデマンドで要求されると、それは個人専用化されず、それは、
それをネットページ文書としてフォーマットし直す指定されたネットページフォーマット
サーバを介して送達される。ネットページフォーマットサーバは、ネットページ出版サー
バの特殊なインスタンスである。ネットページフォーマットサーバは、アドベ（Ａｄｏｂ
ｅ）のポータブルドキュメントフォーマット（ＰＤＦ）、およびハイパテキスト・マーク
付け言語（ＨＴＭＬ）を含む、多様なインターネット文書フォーマットの知識を有する。
ＨＴＭＬの場合、それは、ウェブページを、目次付きの複数欄フォーマットで提示するた
めにさらに高い解像度の印刷済みページを使用することができる。それは、自動的に、要
求されたページに直接的にリンクされたすべてのウェブページを含むことができる。ユー
ザーは、この動作を、優先順位を介して調整できる。
【０２１５】
　ネットページフォーマットサーバは、その出所およびフォーマットが何であれ、任意の
インターネット文書で使用可能な対話性および永続性を含む標準ネットページ動作を作成
する。それは、ネットページプリンタとネットページページサーバの両方とは異なる文書
フォーマットに関する知識を書くし、ネットページシステムの知識をウェブサーバから隠
す。
２．８　本
　上記した説明から明らかな様に、ネットページシステムに於ては、本の配本も可能とな
る。情報は、適宜のサーバーを使用してフォーマット化され、当該本の内容に関する詳細
な情報を要求するために、その後本は、上記した様な方法で、ネットページペンのような
センサを介してユーザー対話を可能とする、適宜のコードデータ或いはタグを使用してネ
ットページプリンタデータ印刷される。
【０２１６】
　追加情報は、好ましくは、上記した要求に続きオンデマンドで印刷される。
【０２１７】
　本をネットページシステムに於て印刷する事を可能としたことは、又、ユーザーが、ユ
ーザー自身によって選択したテキストサイズを持つコラム形式で印刷された最新のベスト
セラー本、或いは絶版本をオンデマンドで入手できる事を意味する。
３．機密保護
３．１　暗号法
　暗号法は、記憶装置内の、および転送中の機密情報を保護し、トランザクションに対し
て関係者を認証するために使用される広く一般的に使用されている２つのクラスの暗号法
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がある。つまり、秘密鍵暗号法および公開鍵暗号法である。ネットページネットワークは
、両方のクラスの暗号法を使用する。
【０２１８】
　対称暗号法とも呼ばれる秘密鍵暗号法は、メッセージを暗号化し、復号するために同じ
キーを使用する。メッセージの交換を希望する２つの関係者は、まず、安全に秘密鍵を交
換するために準備しなければならない。
【０２１９】
　非対称暗号法とも呼ばれる公開鍵暗号法は、２つの暗号化鍵を使用する。該２つの鍵は
、一方の鍵を使用して暗号化された任意のメッセージが、他方の鍵を使用してだけ復号で
きるような方法で数学的に関連付けられている。そこで、これらの鍵の一方は公開される
が、他方は秘密のままにされる。公開鍵は、秘密鍵の保持者のために意図される任意のメ
ッセージを暗号化するために使用される。いったん公開鍵を使用して暗号化されると、メ
ッセージは、秘密鍵を使用してだけ復号できる。このようにして２つの関係者は、まず秘
密鍵を交換しなくてもメッセージを安全に交換することができる。秘密鍵が安全であるこ
とを保証するために、秘密鍵の保持者が鍵の組を生成することは普通である。
【０２２０】
　公開鍵暗号法は、デジタルシグナチャを作成するために使用できる。秘密鍵の保持者は
、メッセージの既知のハッシュを作成し、秘密鍵を使用してハッシュを暗号化することが
できる。それから、誰もが、暗号化されたハッシュが、公開鍵を使用して暗号化されたハ
ッシュを復号し、ハッシュをメッセージに突き合わせて検証することによって、その特定
のメッセージに関して、秘密鍵の保持者の「シグナチャ」を構成することを検証すること
ができる。シグナチャがメッセージに付加されると、メッセージの受信者は、メッセージ
が本物であることと、それが転送中改変されていないことの両方を検証することができる
。
【０２２１】
　公開鍵暗号法を働かせるために、人格化を防止する公開鍵を分散する方法がなければな
らない。これは、通常、証明書および証明書権威を使用して行われる。証明書権威とは、
効果意見と誰かのアイデンティティの間の接続を認証する信頼されたサードパーティであ
る。証明書権威は、アイデンティティ文書を調べることにより人物のアイデンティティを
検証してから、人物のアイデンティティの詳細および公開鍵を含むデジタル証明書を作成
し、署名する。証明書権威を信頼する誰もが、それが本物であるという高い確実性の度合
いを持つ証明書中の公開鍵を使用することができる。彼らは、ただ、証明書が、その公開
鍵が周知である証明書権威により実際に署名されたことを検証しなければならないだけで
ある。
【０２２２】
　大部分のトランザクション環境では、公開鍵暗号法は、デジタルシグナチャを作成する
ため、および秘密セッション鍵を安全に交換するためにだけ使用される。秘密鍵暗号法は
、それ以外のすべての目的に使用される。
【０２２３】
　以下の説明では、ネットページプリンタとサーバ間での情報の安全な伝送が参照される
と、実際に起こることとは、プリンタがサーバの証明書を入手し、証明書権威に関してそ
れを認証し、証明書の中の公開鍵－交換鍵を使用し、サーバと秘密セッション鍵を交換し
てから、メッセージデータを暗号化するために秘密セッション鍵を使用するということで
ある。セッション鍵は、定義により、任意の短い有効期間を有することがある。
３．２　ネットページプリンタ機密保護
　各ネットページプリンタには、プリンタの読取り専用メモリ、およびネットページ登録
サーバデータベースに記憶される製造時に１組の固有の識別子が割り当てられる。第１Ｉ
Ｄ６２は公開であり、ネットページネットワーク上で固有にプリンタを特定する。第２Ｉ
Ｄは秘密であり、プリンタが最初にネットワークで登録されるときに使用される。
【０２２４】
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　インストール後にプリンタがネットページネットワークに初めて接続するとき、それは
、シグナチャ公開／秘密鍵組を作成する。それは秘密ＩＤおよび公開鍵をネットページ登
録サーバに安全に伝送する。サーバは、秘密ＩＤを、そのデータベースに記録されるプリ
ンタの秘密ＩＤに比較し、ＩＤが一致する場合に登録を受け入れる。それから、それはプ
リンタの公開ＩＤおよび公開シグナチャ鍵を含む証明書を作成し、署名し、証明書を登録
データベースに記憶する。
【０２２５】
　ネットページ登録サーバは、それがプリンタアイデンティティを検証できるようにする
秘密情報へのアクセスを有するので、ネットページプリンタ用の証明書権威としての役割
を果たす。
【０２２６】
　ユーザーがある出版物を購読すると、レコードが、ネットページ登録サーバデータベー
スに作成され、出版者が、ユーザーのデフォルトプリンタまたは指定されたプリンタに出
版物を印刷することを許可する。ページサーバを介してプリンタに送信されるあらゆる文
書は、ある特定のユーザーにアドレス指定され、出版者の秘密シグナチャ鍵を使用して出
版者によって署名される。ページサーバは、登録データベースを介して、出版者が、指定
されたユーザーに出版物を送達することを許可されることを検証する。ページサーバは、
登録データベースに記憶される出版者の証明書から得られる出版者の公開鍵を使用してシ
グナチャを検証する。
【０２２７】
　ネットページ登録サーバは、それらの要求がプリンタに登録されるペンを介して始動さ
れる限り、印刷許可をデータベースに追加するという要求を受け入れる。
３．３　ネットページペン機密保護
　それぞれのネットページペンには、ペン内の読取り専用メモリに、およびネットページ
登録サーバデータベースに記憶される固有の識別子を製造時に割り当てられる。ペンＩＤ
６１は、ネットページネットワーク上でペンを固有に特定する。
【０２２８】
　ネットページペンは、数多くのネットページプリンタを「知る」ことができ、プリンタ
は数多くのペンを「知る」ことができる。ペンは、それがプリンタの範囲内にあるときは
必ず、無線周波数信号を介してプリンタと通信する。いったんペンおよびプリンタが登録
されると、それらは定期的にセッション鍵を交換する。ペンがデジタルインクをプリンタ
に伝送すると必ず、デジタルインクは、適切なセッション鍵を使用して、つねに暗号化さ
れる。デジタルインクは、決して平文で伝送されない。
【０２２９】
　ペンは、プリンタＩＤによって索引が付けられる、それが知っているあらゆるプリンタ
のためにセッション鍵を記憶し、プリンタは、ペンＩＤによって索引が付けられる、それ
が知っているあらゆるペンのためにセッション鍵を記憶する。両方とも、セッション鍵に
大きいが有限の記憶容量を有し、必要ならば、最も最近にではなく使用された順でセッシ
ョン鍵を忘れるだろう。
【０２３０】
　ペンがプリンタの範囲内に入って来ると、ペンおよびプリンタは、それらが互いを知っ
ているかどうかを発見する。それらが互いを知らない場合には、プリンタは、それがペン
を知っていると考えられているかどうかを判断する。これは、例えば、ペンが、プリンタ
を使用するために登録されるユーザーに属するためである場合がある。プリンタがペンを
知ると意図されていない場合には、それは、ペンが充電カップに入れられるまでそれを無
視するためにペンと同意し、その時点でそれは登録手順を開始する。
【０２３１】
　その公開ＩＤに加えて、ペンは、秘密鍵－交換鍵を含む。鍵－交換鍵は、製造時にネッ
トページ登録サーバデータベースにも記録される。登録中、ペンはそのペンＩＤをプリン
タに伝送し、プリンタはペンＩＤをネットページ登録サーバに伝送する。サーバは、プリ
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ンタおよびペンが使用するためのセッション鍵を生成し、該セッション鍵をプリンタに安
全に伝送する。それは、また、ペンの鍵－交換鍵で暗号化されるセッション鍵のコピーも
伝送する。プリンタは、ペンＩＤによって索引が付けられるセッション鍵を内部に記憶し
、ペンに暗号化されたセッション鍵を伝送する。ペンは、内部で、プリンタＩＤによって
索引がつけられたセッション鍵を記憶する。
【０２３２】
　偽物のペンは、ペン登録プロトコルでペンを人格化できるが、本物のペンだけが雨林多
によって伝送されるセッション鍵を復号することができる。
【０２３３】
　過去に未登録のペンが初めて登録されると、それは、それがユーザーにリンクされるま
で、その使用が限定される。登録されたが、「所有されていない」ペンは、ネットページ
ユーザーおよびペン登録の書式を要求し、記入するか、新しいペンが自動的にリンクされ
る新しいユーザーを登録するか、あるいは新しいペンを既存のユーザーに追加するために
だけ使用することができる。
【０２３４】
　ペンは、ペンの中でのハードウェア性能制約のために、公開鍵暗号化よりむしろ秘密鍵
を使用する。
【０２３５】
３．４ 安全な文書
　ネットページシステムは、券およびクーポンなどの安全な文書の送達をサポートする。
ネットページプリンタは、水位標を印刷するための機構を含むが、適切に許可される出版
者からの要求時にだけそのようにするだろう。出版者は、プリンタが認証できる、その証
明書中の水位標を印刷するためのその権威を示す。
【０２３６】
　「水位標」印刷プロセスは、ページの指定された「水位標」領域内での代替ディザ級数
を使用する。背中合わせのページは、印刷時に一致する鏡像水位標領域を含む。奇数ペー
ジおよび偶数ページの水位標領域で使用されるディザ行列は、領域がともに見られ、印刷
された用紙を通して見ることによって達成されるときに、干渉影響を生じさせるように設
計されている。
【０２３７】
　影響は、ページの片側だけを見るときに可視ではなく、ページが通常の手段でコピーさ
れると失われるという点で水位標に類似する。
【０２３８】
　安全な文書のページは、第１．９項に説明されたように記述される内蔵ネットページコ
ピー機構を使用してコピーすることはできない。これは、ネットページ認識写真複写機上
でネットページをコピーすることに拡張する。
【０２３９】
　安全な文書は、典型的にはｅ－コマーストランザクションの一部として生成される。し
たがって、それらは、第２項で記述されたように、ユーザーがネットページ登録サーバで
生物測定情報を登録したときに捕捉されたユーザーの写真を含むことがある。
【０２４０】
　安全なネットワーク文書を提示されると、受信者は、通常の方法でそのステータスを要
求することによってその確実性を検証できる。安全な文書の固有のＩＤは文書の有効期間
に有効なだけであり、安全な文書ＩＤは、日和見主義の捏造者によるそれらの予測を防止
するために非連続的に割り当てられる。安全な文書検証ペンは、容易な提示の点文書検証
をサポートするために、検証失敗時に内蔵フィードバックで作成できる。
【０２４１】
　明らかに、水位標も、ユーザーの写真も暗号法的な意味では安全ではない。それらは偶
然の捏造に対するかなりの障害物となるにすぎない。特に検証ペンを使用するオンライン
文書検証は、それが必要とされているが、依然としてまったく捏造に免疫がない、機密保
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護の追加レベルを提供する。
３．５　非放棄
　ネットページシステムでは、ユーザーによって提出される書式は、確実に書式ハンドラ
に送達され、ネットページページサーバに永続的にアーカイブされる。したがって、受信
者が送達を放棄することは不可能である。
【０２４２】
　第４項に記述されるように、システムを通したＥ－コマース支払も、受取人が放棄する
ことができない。
４．電子商取引モデル
４．１　安全な電子トランザクション（ＳＥＴ）
　ネットページシステムは、その支払システムの内の１つとして、マスターカード（Ｍａ
ｓｔｅｒＣａｒｄ）とビサ（Ｖｉｓａ）によって開発された安全電子トランザクション（
ＳＥＴ）システムを使用し、支払カードの周辺で編成され、これが用語に反映される。シ
ステムの多くは、使用されているアカウントの型とは無関係である。
【０２４３】
　ＳＥＴでは、カード保持者および商人は、証明書権威で登録し、その公開シグナチャ券
を含む証明書とともに発行される。証明書権威は、適宜にカード発行者とカード保持者の
登録詳細を検証し、適宜に獲得者と商人の登録詳細を検証する。カード保持者および承認
は、それぞれの秘密シグナチャ鍵をそのコンピュータ上に安全に記憶する。支払プロセス
の間、これらの証明書は、商人とカード保持者を相互に認証し、それら両方を支払ゲート
ウェイに認証するために使用される。
【０２４４】
　部分的にはカード保持者の鍵および証明書の保守は煩わしいと考えられるため、ＳＥＴ
は、まだ幅広く採用されていない。カード保持者の鍵および証明書をサーバで維持し、パ
スワードを介してカード保持者のアクセスを提供する当座の解決策は、ある程度の成功を
おさめた。
４．２　ＳＥＴ支払
　ネットページシステムでは、ネットページ登録サーバは、ＳＥＴ支払トランザクション
でネットページユーザー（つまり、カード保持者）の代理としての機能を果たす。
【０２４５】
　ネットページシステムは、ユーザーを認証し、ＳＥＴ支払を認証するために生物測定を
使用する。システムはペンベースであるため、使用されている生物測定は、時間で変化す
るペン位置および圧力から成り立つ、ユーザーのオンラインシグナチャである。指紋生物
測定は、さらに費用は高くなるが、指紋センサをペンの中に設計することによって使用で
きる。使用されている生物測定だけが、システムの認証態様ではなく、生物測定の捕捉に
影響を及ぼさない。
【０２４６】
　ＳＥＴ支払を行うことができる第１ステップは、ネットページ登録サーバで、ユーザー
の生物測定を登録することである。これは、例えば、銀行などの、ユーザーのアイデンテ
ティが検証されるのと同時に生物測定を捕捉できる、管理された環境でなされる。生物化
学は、ユーザーのレコードにリンクされている登録データベース内で捕捉、記憶される。
ユーザーの写真もオプションで捕捉され、レコードにリンクされる。ＳＥＴカード保持者
登録プロセスが完了し、その結果生じる秘密シグナチャ鍵および証明書がデータベースに
記憶される。ユーザーの支払カード情報も記憶され、ネットページ登録サーバに任意のＳ
ＥＴ支払トランザクションでユーザーの代理としての役割を果たすのに十分な情報を与え
る。
【０２４７】
　ユーザーが、支払を完了するために、例えば、ネットページ注文書に署名することによ
って最終的に生物測定を供給すると、プリンタは順位情報、ペンＩＤ、および生物測定デ
ータを安全にネットページ登録サーバに伝送する。サーバは、ペンＩＤによって特定され
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るユーザーに関して生物測定を検証し、それから、ＳＥＴ支払トランザクションを完了す
る上でユーザーの代理としての役割を果たす。
４．３　ミクロ支払
　ネットページシステムは、ユーザーが、オンデマンドで廉価な文書を印刷するため、お
よび著作権文書をコピーするため、および、おそらく、またはユーザーが印刷広告材で生
じた費用を償還することができるようにする。後者は、すでにユーザーに与えられている
助成金のレベルに応じる。
【０２４８】
　ユーザーがｅ－コマースのために登録すると、ミクロ支払を集めるネットワークアカウ
ントが確立される。ユーザーは定期的にステートメントを受け取り、標準支払機構を使用
して任意の未決借方残高を決済できる。
【０２４９】
　ネットワークアカウントは、やはりそれ以外の場合には個々のステートメントという形
でユーザーに提示されるだろう定期刊行物の購読料金を集めるために拡張できる。
４．４ トランザクション
　ユーザーがある特定のアプリケーションコンテキストでネットページを要求すると、ア
プリケーションは、ユーザーに特殊なトランザクションＩＤ５５をページ内で埋め込むこ
とができる。それ以降のページを通した入力は、トランザクションＩＤでタグが付けられ
、そのアプリケーションは、それにより、ユーザー入力に適切なコンテキストを確立する
ことができる。
【０２５０】
　しかしながら、入力が、ユーザーに特定ではないページを通って発生すると、アプリケ
ーションは、コンテキストを確立するためにユーザーの固有のアイデンティティを使用し
なければならない。典型的な例は、事前に印刷されたカタログページからユーザーの仮想
「ショッピングカート」の中にアイテムを追加することを含む。しかしながら、ユーザー
のプライバシーを保護するために、ネットページシステムに既知である固有のユーザーＩ
Ｄ６０は、アプリケーションに対して公表されない。これは、さまざまなアプリケーショ
ンプロバイダが、無関係に蓄積された動作データを容易に相互関連させるのを防ぐためで
ある。
【０２５１】
　ネットページ登録サーバは、代わりに、図２４に示されるように、固有のエイリアスＩ
Ｄ６５を介して、ユーザーとアプリケーションの匿名関係性を維持する。ユーザーが「登
録された」属性でタグが付けられたハイパーリンクを活性化すると、必ずネットページペ
ージサーバはネットページ登録サーバに、ペンＩＤ６１とともに関連付けられたアプリケ
ーションをエイリアスＩＤ６５に変換するように依頼する。それから、エイリアスＩＤは
、ハイパーリンクのアプリケーションに提出される。
【０２５２】
　アプリケーションは、エイリアスＩＤによって索引付けられている状態情報を維持し、
ユーザーのグローバルアイデンティティの知識なしにユーザーに特殊な状態情報を検索す
ることができる。
【０２５３】
　また、システムは、ユーザーのアプリケーションのそれぞれに独立した証明書および秘
密シグナチャ鍵を維持し、それが、アプリケーションに特殊な情報だけを使用してユーザ
ーの代わりにアプリケーショントランザクションに署名できるようにする。
【０２５４】
　システムが製品バーコード（ＵＰＣ）「ハイパーリンク」活性化を送る上でシステムを
補助するために、システムは、任意の数の製品の種別に関してユーザーの代わりにお気に
入りのアプリケーションを記録する。
【０２５５】
　各アプリケーションは、アプリケーションプロバイダと関連付けられ、システムは、各



(42) JP 4498617 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

アプリケーションプロバイダの代わりにアカウントを維持し、それがクリックスルー料金
等に関してプロバイダを貸方記入、借方記入できるようにする。
【０２５６】
　アプリケーションプロバイダは、定期刊行物購読コンテンツの出版者である場合がある
。システムは、出版の予想頻度だけではなく、ユーザーの購読されている出版物を受け入
れる、やる気も記録する。
４．５　リソース記述および著作権
　リソース記述クラス図の好ましい実施形態は、図４０に示されている。
【０２５７】
　各文書およびコンテンツオブジェクトは、１つまたは複数のリソース記述８４２によっ
て記述されてよい。リソース記述は、電子リソースの発見を容易にするように設計される
ダブリンコア（Ｄｕｂｌｉｎ
Ｃｏｒｅ）メタデータ要素集合を使用する。ダブリンコアメタデータは、ワールドワイド
ウェブコンソーシウム（Ｗ３Ｃ）リソース記述フレームワーク（ＲＤＦ）に準拠する。
【０２５８】
　リソース記述は、権利保持者９２０を特定してよい。ネットページシステムは、ユーザ
ーが著作権コンテンツを印刷するときに、著作権料金をユーザーから権利保持者に自動的
に転送する。
５．通信プロトコル
　通信プロトコルは、エンティティ間での順序付けられたメッセージの交換を定義する。
ネットページシステムでは、ペン、プリンタ、およびサーバなどのエンティティが、ネッ
トページシステムとのユーザーの対話を協調して取り扱うために、定められたプロトコル
の集合を活用する。
【０２５９】
　各プロトコルは、水平寸法が、メッセージフローの長さを表すために使用され、垂直寸
法が時間を表すために使用される結果図によって図解される。各エンティティは、エンテ
ィティの名称およびエンティティのライフラインを表す垂直欄を含む矩形によって表され
る。エンティティが存在する時間中、ライフラインは破線として示される。エンティティ
がアクティブである時間中、ライフラインは二重線として描かれる。ここで考えられるプ
ロトコルは、エンティティを作成したり、破壊したりしないため、ライフラインは、通常
、エンティティがプロトコルに参加するのをやめるとすぐに、ライフラインが一般的に短
く切られている。
５．１　加入送達プロトコル
　加入送達プロトコルの好ましい実施形態は図４３に示されている。
【０２６０】
　多数のユーザーが、定期刊行物の出版物を購読してよい。それぞれのユーザーの版は、
異なるようにレイアウトされてよいが、多くのユーザーの版が、テキストオブジェクトお
よび画像オブジェクトなどの共通コンテンツを共用するだろう。したがって、購読送達プ
ロトコルは、ポイントキャストを介して個々のプリンタに文書構造を送達するが、マルチ
キャストを介して共用コンテンツオブジェクトを送達する。
【０２６１】
　プリケーション（つまり、出版者）は、最初に、ＩＤサーバ１２から文書ごとに文書Ｉ
Ｄ５１を得る。それから、それは、その文書ＩＤおよびページ記述を含む各文書構造体を
、文書の新規に割り当てられたＩＤを担当するページサーバ１０に送信する。それは、専
用のアプリケーションＩＤ６４、加入者エイリアスＩＤ６５、およびマルチキャストチャ
ネル名の関連する集合を含む。それは、その秘密シグナチャ鍵を使用してメッセージに署
名する。
【０２６２】
　ページサーバは、登録サーバから、対応するユーザーＩＤ６０、（アプリケーションの
ために明示的に選択されてよい、あるいはユーザーのデフォルトプリンタであってよい）
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ユーザーの選択されたプリンタＩＤ６２、およびアプリケーションの証明書を得るために
アプリケーションＩＤおよびエイリアスＩＤを使用する。
【０２６３】
　アプリケーションの証明書により、ページサーバは、メッセージシグナチャを検証でき
る。ページサーバの登録サーバへの要求は、アプリケーションＩＤおよびエイリアスＩＤ
が加入８０８をともに特定しない場合に失敗する。
【０２６４】
　それから、ページサーバは文書およびページインスタンスＩＤを割り当て、ページＩＤ
５０を含むページ記述をプリンタに送信する。それは、プリンタが傾聴するために、マル
チキャストチャネル名の関連する集合を含む。
【０２６５】
　それから、それは、新規に割り当てられたページＩＤを将来の参照のためにアプリケー
ションに戻す。
【０２６６】
　いったんアプリケーションが、関連するページサーバを介して、文書構造体のすべてを
加入者の選択したプリンタに分散すると、それは過去に選択されたマルチキャストチャネ
ルで共用されたオブジェクトの多様な部分集合をマルチキャストする。ページサーバとプ
リンタの両方とも、適切なマルチキャストチャネルをモニタし、その必要とされるコンテ
ンツオブジェクトを受け取る。それから、それらは、過去にポイントキャストされた文書
構造体を取り込むことができる。これにより、ページサーバは、複雑な文書をそのデータ
ベースに追加するのに役立てることができるようになり、それはプリンタが文書を印刷で
きるようにする。
５．２　ハイパーリンク活性化プロトコル
　ハイパーリンク活性化プロトコルの好ましい実施形態は、図４５に示されている。
【０２６７】
　ユーザーがネットページペンでネットページの上をクリックすると、ペンはクリックを
最も近いネットページプリンタ６０１に通信する。クリックはページおよびページ上の場
所を特定する。プリンタは、ペン接続プロトコルからペンのＩＤ６１を、すでに知ってい
る。
【０２６８】
　プリンタは、ＤＮＳを介して、ある特定のページＩＤ５０を処理するページサーバ１０
ａのネットワークアドレスを突き止める。該アドレスは、ユーザーが最近同じページと対
話したのであればすでにキャッシュ内にあってよい。それから、プリンタはペンＩＤ、専
用のＩＤ６２、ページＩＤ、およびクリック場所をページサーバに転送する。
【０２６９】
　ページサーバは、ページＩＤによって特定されるページ記述５をロードし、存在する場
合クリックがどの入力要素ゾーン５８にあるかを判断する。関連する入力要素がハイパー
リンク要素８４４であると仮定する場合には、ページサーバは、関連付けられたアプリケ
ーションＩＤ６４とリンクＩＤ５４を得て、ＤＮＳを介して、アプリケーション７１のホ
ストとして働くアプリケーションサーバのネットワークアドレスを決定する。
【０２７０】
　ページサーバは、登録サーバ１１から対応するユーザーＩＤ６０を得るためにペンＩＤ
６１を使用し、それから大局的に固有のハイパーリンク要求ＩＤを割り当て、ハイパーリ
ンク要求９３４を構築する。ハイパーリンク要求クラス図は、図４４に示されている。ハ
イパーリンク要求は、要求するユーザーとプリンタのＩＤを記録し、クリックされたハイ
パーリンクインスタンス８６２を特定する。それから、ページサーバは、独自のサーバＩ
Ｄ５３、ハイパーリンク要求ＩＤ、およびリンクＩＤをアプリケーションに送信する。
【０２７１】
　アプリケーションは、アプリケーションに特殊な論理に従って応答文書を作成し、ＩＤ
サーバ１２から文書ＩＤ５１を得る。それから、それは、要求側ページサーバのＩＤおよ
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びハイパーリンク要求ＩＤとともに、文書の新規に割り当てられたＩＤを担当するページ
サーバ１０ｂに文書を送信する。
【０２７２】
　第２ページサーバは、対応するユーザーＩＤおよびプリンタＩＤ６２を得るために、ハ
イパーリンク要求ＩＤおよびアプリケーションＩＤを第１ページサーバに送信する。第１
ページサーバは、ハイパーリンク要求が期限切れとなった、あるいは別のアプリケーショ
ン用である場合、要求を拒絶する。
【０２７３】
　第２ページサーバは、文書インスタンスおよびページＩＤ５０を割当て、新規に割り当
てられたエージＩＤをアプリケーションに戻し、完全な文書を独自のデータベースに追加
し、最終的にページ記述を要求側プリンタに送信する。
【０２７４】
　ハイパーリンクインスタンスは、有意義なトランザクションＩＤ５５を含んでよく、そ
の場合、第１ページサーバが、アプリケーションに送信されるメッセージ内にトランザク
ションＩＤを含む。これにより、アプリケーションは、ハイパーリンク活性化用のトラン
ザクションに特殊なコンテキストを確立できるようにする。
【０２７５】
　ハイパーリンクがユーザーエイリアスを必要とする場合、つまり、その「必要とされる
属性」が設定される場合、第１ページサーバは、ペンＩＤ６１とハイパーリンクのアプリ
ケーションＩＤ６４の両方を単にペンＩＤに対応するユーザーＩＤだけではなく、アプリ
ケーションＩＤおよびユーザーＩＤに一致するエイリアスＩＤ６５も得るために送信する
。それは、アプリケーションに送信されるメッセージにエイリアスＩＤを含み、アプリケ
ーションが、ユーザーに特殊なコンテキストをハイパーリンク活性化のために確立できる
ようにする。
５．３　手書き認識プロトコル
　ユーザーがネットページペンを用いてネットページ上でストロークを描画するとき、ペ
ンはストロークを最も近いネットページプリンタに通信する。ストロークはページ、およ
びページ上の経路を特定する。
【０２７６】
　プリンタは、ペンＩＤ６１、専用のプリンタＩＤ６２、ページＩＤ５０およびストロー
ク経路をページサーバ１０へ通常の方法で転送する。
【０２７７】
　ページサーバは、ページＩＤによって特定されるページ記述５をロードし、存在する場
合には、ストロークがどの入力要素のゾーン５８を交差するのかを判断する。関連する入
力要素がテキストフィールド８７８であると仮定すると、ページサーバは、ストロークを
テキストフィールドのデジタルインクに付加する。
【０２７８】
　テキストフィールドのゾーンの中の非活動期間の後に、ページサーバは、解釈のために
、ペンＩＤおよび未決ストロークを登録サーバ１１に送信する。登録サーバは、ペンに対
応するユーザーを特定し、ユーザーの蓄積された手書きモデル８２２を使用し、手書きテ
キストとしてストロークを解釈する。いったんそれがストロークをテキストに変換すると
、登録サーバはテキストを要求側ページサーバに戻す。ページサーバは、テキストをテキ
ストフィールドのテキスト値に付加する。
５．４　シグネチャ検証プロトコル
　そのゾーンをストロークが交差する入力要素がシグナチャフィールド８８０であると仮
定すると、ページサーバ１０は、ストロークをシグナチャフィールドのデジタルインクに
付加する。
【０２７９】
　シグナチャフィールドのゾーンの中の非活動期間の後に、ページサーバは、検証のため
にペンＩＤ６１よび未決ストロークを登録サーバ１１に送信する。それは、書式ＩＤ５６
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および書式のカレントデータコンテンツだけではなく、シグナチャフィールドがその一部
である書式と関連付けられたアプリケーションＩＤ６４も送信する。登録サーバは、ペン
に対応するユーザーを特定し、ユーザーの動的シグナチャ生物測定８１８を使用し、ユー
ザーのシグナチャとしてストロークを検証する。いったんそれがシグナチャを検証すると
、登録サーバはアプリケーションＩＤ６４およびユーザーＩＤ６０を使用し、ユーザーの
アプリケーションに特殊な秘密シグナチャ鍵を特定する。それから、それは鍵を使用し、
書式データのデジタルシグナチャを生成し、デジタルシグナチャを要求側ページサーバに
戻す。ページサーバは、デジタルシグナチャをシグナチャフィールドに割り当て、関連付
けられた書式のステータスを凍結に設定する。
【０２８０】
　デジタルシグナチャは、対応するユーザーのエイリアスＩＤ６５を含む。これにより、
単一フォームは複数のユーザーのシグナチャを捕捉できるようになる。
５．５　書式提出プロトコル
　書式提出プロトコルの好ましい実施形態は、図４６に示される。
【０２８１】
　書式提出は、書式ハイパーリンク活性化を介して発生する。それは、このようにして、
いくつかの書式に特殊な追加とともに、第５．２項に定義されるプロトコルに続く。
【０２８２】
　書式ハイパーリンクの場合、ページサーバ１０によってアプリケーション７１に送信さ
れるハイパーリンク活性化メッセージは、書式ＩＤ５６および書式のカレントデータコン
テンツも含む。書式があらゆるシグナチャフィールドを含む場合には、アプリケーション
は、対応するデジタルシグナチャに関連付けられるエイリアスＩＤ６５を抽出し、対応す
る証明書を登録サーバ１１から得ることによってそれぞれ１つを検証する。
５．６　手数料支払プロトコル
　手数料支払プロトコルの好ましい実施形態は、図４７に示される。
【０２８３】
　ｅ－コマース環境においては、料金および手数料は、アプリケーションプロバイダから
出版者にクリックスルー、トランザクションおよび販売で支払うことができる。料金に対
する手数料および手数料に対する手数料も、出版者からプリンタのプロバイダに支払うこ
とができる。
【０２８４】
　ハイパーリンク要求ＩＤ５２は、料金または手数料貸方を、ターゲットアプリケーショ
ンプロバイダ７０ａ（例えば、商人）からソースアプリケーションプロバイダ７０ｂ（つ
まり、出版者）に、およびソースアプリケーションプロバイダ７０ｂからプリンタプロバ
イダ７２に送るために使用される。
【０２８５】
　ターゲットアプリケーションは、第５．２項に記述されたように、ハイパーリンクが最
初に起動されると、ページサーバ１０からハイパーリンク要求ＩＤを受け取る。ターゲッ
トアプリケーションがソースアプリケーションプロバイダを貸方記入する必要があるとき
、それはアプリケーションプロバイダ貸方を、ハイパーリンク要求ＩＤとともに、元のペ
ージサーバに送信する。ページサーバは、ソースアプリケーションを特定するためにハイ
パーリンク要求ＩＤを使用し、貸方を、ソースアプリケーションＩＤ６４、専用サーバＩ
Ｄ５３、およびハイパーリンク要求ＩＤとともに関連する登録サーバ１１に送信する。登
録サーバは、対応するアプリケーションプロバイダのアカウント８２７を貸方記入する。
それは、アプリケーションプロバイダにも通知する。
【０２８６】
　アプリケーションプロバイダがプリンタプロバイダを貸方記入する必要がある場合、そ
れはプリンタプロバイダ貸方を、ハイパーリンク要求ＩＤとともに元のページサーバに送
信する。ページサーバは、プリンタを特定するためにハイパーリンク要求ＩＤを使用し、
プリンタＩＤとともに関連する登録サーバに貸方を送信する。登録サーバは、対応するプ
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リンタプロバイダアカウント８１４を貸方記入する。
【０２８７】
　ソースアプリケーションプロバイダは、オプションで、ターゲットアプリケーションプ
ロバイダのアイデンティティを通知され、プリンタプロバイダはソースアプリケーション
プロバイダのアイデンティティを通知される。
６．　ネットページペン記述
６．１　ペン機構
　図８および図９を参照すると、通常、参照番号１０１により示されるペンは、ペン構成
部品を取り付けるための内部空間１０４を画定する壁１０３を有するプラスチック成形物
の形を取るハウジングを含む。ペントップ１０５は、ハウジング１０２の一方の端部１０
６に回転自在に取り付けられ運転中である。半透明カバー１０７は、ハウジング１０２の
反対側の端部１０８に固定される。該カバー１０７も成形済みプラスチック製であり、ユ
ーザーがハウジング１０２内に取り付けられているＬＥＤのステータスを見ることができ
るために、半透明の材料から形成されている。カバー１０７は、実質的にはハウジング１
０２の端部１０８を取り囲む主要なパーツ１０９および主要なパーツ１０９から後方へ突
き出し、ハウジング１０２の壁１０３の中に形成される対応するスロット１１１の中に嵌
る主要なパーツ１０９を含む。無線アンテナ１１２は、ハウジング１０２内で突出する部
分１１０の後に取り付けられている。カバー１０７の上で開口１１３Ａを取り囲むネジ山
１１３は、対応するねじ山１１５を含む、金属端部部品１１４を受け入れるように配列さ
れる。金属端部部品１１４は、インクカートリッジ交換を可能にするための取外し可能で
ある。
【０２８８】
　やはりカバー１０７内に取り付けられているのは、撓みやすいＰＣＢ１１７上の三色ス
テータスＬＥＤ１１６である。アンテナ１１２は、該撓みやすいＰＣＢ１１７の上にも取
り付けられている。ステータスＬＥＤ１１６は、良好な全般に渡る可視性のためにペン１
０１の上部に取り付けられる。
【０２８９】
　ペンは、通常のマーキングインクとしてと、非マーキングスタイラスとしての両方とし
て動作できる。ペン先１１９付きのインクペンカートリッジ１１８、およびスタイラスペ
ン先１２１付きのスタイラス１２０は、ハウジング１０２内に並べて取り付けられる。イ
ンクカートリッジペン先１１９またはスタイラスペン先１２１のどちらかは、ペントップ
１５の回転により、金属端部部品１１４の開いている端部１１２２を通して前方にもたら
すことができる。それぞれのスライダブロック１２３と１２４は、それぞれ、インクカー
トリッジ１１８とスタイラス１２０に取り付けられる。回転自在のカムバレル１２５は、
運転中のペントップ１０５に固定され、それとともに回転するように準備される。該カム
バレル１２５は、カムバレルの壁１８１の中のスロットという形でカム１２６を含む。ス
ライダブロック１２３と１２４から突き出しているカムフォロア１２７と１２８は、カム
バレルの壁１８１内のスロットという形のカム１２６を含む。スライダブロック１２３と
１２４から突き出しているカムフォロア１２７と１２８は、かむスロット１２６内に収ま
る。カムバレル１２５の回転時、スライダブロック１２３または１２４は、ペン先１１９
またはスタイラスペン先１２１のどちらかを金属端部部品１１４内の穴１２２を通して突
き出すために互いを基準にして移動する。上部１０５を９０°のステップで回転すること
により、３つの状態は以下の通りである。
　スタイラス１２０、ペン先１２１外へ
　インクカートリッジ１１８、ペン先１１９外へ
　インクカートリッジ１１８も、ペン先１１９も、スタイラスペン先１２０ペン先１２１
外へ出ない
　第２の撓みやすいＰＣＢ１２９は、ハウジング１０２内に位置する電子部品シャシ１３
０の上に取り付けられる。第２の撓みやすいＰＣＢ１２９は、表面への投射に赤外線放射
物を提供するための赤外線ＬＥＤ１３１を取り付ける。画像センサ１３２は、表面から反
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射された放射物を受け取るために、第２の撓みやすいＰＣＢ１２９の上に取り付けられて
提供される。第２の撓みやすいＰＣＢ１２９は、ＲＦ送信機とＲＦ受信機を含む、無線周
波数チップ１３３、およびペン１０１上の動作を制御するための制御装置チップ１３４も
取り付ける。光学部品ブロック１３５（成形された透明なプラスチックから形成される）
光学部品ブロック１３５は、カバー１０７内に位置し、赤外線ビームを表面上に投射し、
画像を画像センサ１３２の中に受け取る。電源ワイヤ１３６は、第２の撓みやすいＰＣＢ
１２９上の構成要素を、カムバレル１２５内に取り付けられる電池接点１３７に接続する
。端子１３８が、電池接点１３７およびカムバレル１２５を接続する。３ボルトの再充電
可能な電池１３９は、電池接点に接するカムバレル１２５の中に位置する。誘導充電コイ
ル１４０は、第２の撓みやすいＰＣＢ１２９の回りに取り付けられ、誘導を介した電池１
３９の再充電を可能にする。第２の撓みやすいＰＣＢ１２９は、ペン先１１９またはスタ
イラスペン先１２１によって表面にかけられる力の決定を可能とするために、スタイラス
１２０またはインクカートリッジ１１８のどちらかが書き込みのために使用されるときに
、カムバレル１２５内での変位を検出するための赤外線ＬＥＤ１４３および赤外線ホトダ
イオード１４４も取り付ける。ＩＲホトダイオード１４４は、スライダブロック１２３と
１２４に取り付けられている反射体（図示されていない）を介してＩＲ
ＬＥＤ１４３から光を検出する。
【０２９０】
　ゴムのグリップパッド１４１と１４２は、ペン１０１の握りを補助するためにハウジン
グ１０２の端部１０８に向かって提供され、上部１０５はペン１０１をポケットにクリッ
ピングするためのクリップ１４２も含む。
６．２　ペン制御装置
　ペン１０１は、赤外線スペクトルの中で、ペン先の付近にある表面の面積を撮像するこ
とによって、そのペン先の位置（スタイラスペン先１２１またはインクカートリッジペン
先１１９）を決定するように準備される。それは、最も近い場所タグからの場所データを
記録し、光学部品１３５および制御装置チップ１３４を活用して、場所タブからペン先１
２１または１１９の距離を計算するために配列される。制御装置チップ１３４は、ペンの
向きおよび撮像されたタグ上で観察される透視歪みからのペン先からタグへの距離を計算
する。ＲＦチップ１３３およびアンテナ１１２を活用すると、ペン１０１は、（機密保護
のために暗号化され、効率的な伝送のために実装される）デジタルインクデータを計算シ
ステムに伝送することができる。
【０２９１】
　ペンが受信機の範囲内にあるとき、デジタルインクデータは、それが形成されるにつれ
て伝送される。ペン１０１が範囲外に移動すると、デジタルインクデータは、ペン１０１
内でバッファに入れられ（ペン１０１回路構成要素は、約１２分間の表面でのペン運動の
間デジタルインクデータを記憶するように配列されるバッファを含む）、後に伝送するこ
とができる。
【０２９２】
　制御装置チップ１３４は、ペン１０１の第２の撓みやすいＰＣＢ１２９上に取り付けら
れる。図１０は、制御装置チップ１３４のアーキテクチャをさらに詳細に説明するブロッ
ク図である。図１０は、ＲＦチップ１３３、画像センサ１３２、三色ステータスＬＥＤ１
１６、ＩＲ照明ＬＥＤ１３１、ＩＲ力センサＬＥＤ１４３、および力センサホトダイオー
ド１４４も示す。
【０２９３】
　ペン制御装置チップ１３４は、制御側プロセッサ１４５を含む。バス１４６は、制御装
置チップ１３４の構成部品の間でのデータの交換を可能にする。フラッシュメモリ１４７
と５１２ＫＢのＤＲＡＭ１４８も含まれている。アナログ／デジタル変換器１４９は、力
センサホトダイオード４４からのアナログ信号をデジタル信号に変換するために配列され
る。
【０２９４】
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　画像センサインタフェース１５２は、画像センサ１３２と接続する。トランシーバ制御
装置１５３およびベースバンド回路１５４も、ＲＦ回路１５５およびアンテナ１１２に接
続されているＲＦ共鳴子と誘導子１５６を含むＲＦチップ１３３と接続するために含まれ
る。
【０２９５】
　御装置プロセッサ１４５は、画像センサ１３２を介して表面からタグからの場所データ
を捕捉、復号し、力センサホトダイオード１４４を監視し、ＬＥＤ１１６、１３１、およ
び１４３を制御し、無線トランシーバ１５３を介して短距離無線通信を取り扱う。それは
中性能（４０ＭＨｚまで）汎用ＲＩＳＣプロセッサである。
【０２９６】
　プロセッサ１４５、デジタルトランシーバ構成要素（トランシーバ制御装置１５３とベ
ースバンド回路１５４）、画像センサインタフェース１５２、フラッシュメモリ１４７、
および５１２ＫＢのＤＲＡＭ１４８は、単一の制御装置ＡＳＩＣに統合される。アナログ
ＲＦ構成要素（ＲＦ回路１５５とＲＦ共鳴子と誘導子１５６）は、別個のＲＦチップ内で
提供される。
【０２９７】
　画像センサは、ＩＲフィルタ付きの２１５ｘ２１５ピクセルＣＣＤ（このようなセンサ
は、松下エレクトロニック社（Ｍａｔｓｕｓｈｉｔａ
Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）によって生産され、参照してここに組
み込まれている、Ｉｔａｋｕｒａ、ＫＴ．Ｎｏｂｕａｄａ，Ｎ．Ｏｋｕｓｅｎｙａ、Ｒ．
ＮａｇａｙｏｓｈｉおよびＭ．Ｏｚａｋｉによる論文「縮小カメラシステム向けの１ｍｍ
の５０ｋ－ピクセルＩＴ
ＣＣＤ画像センサ（Ａ １ｍｍ ５０ｋ－Ｐｉｘｅｌ ＩＴ ＣＣＤ Ｉｍａｇｅ Ｓｅｎｓｏ
ｒ ｆｏｒ Ｍｉｎｉａｔｕｒｅ Ｃａｍｅｒａ Ｓｙｓｔｅｍ）」、電子装置に関するＩＥ
ＥＥ議事録、第４７巻、第１番、２０００年１月に記述されている）である。
【０２９８】
　制御装置ＡＳＩＣ１３４は、ペン１０１が表面と接していないときに非活動期間後に静
止状態に入る。それは、力センサホトダイオード１４４をモニタし、ペンダウンイベント
で電力マネージャ１５１を介して制御装置１３４の目を覚ます専用回路１５０を実装する
。
【０２９９】
　無線トランシーバは、通常コードレス電話によって使用される無免許の９００ＭＨｚ盤
バンドで、あるいは、代わりに無免許の２．４ＧＨｚ産業科学医療（ＩＳＭ）バンドで通
信し、周波数ホッピングおよび衝突検出を使用し、干渉のない通信を提供する。
【０３００】
　代替実施形態では、ペンは、基地局またはネットページプリンタとの短距離通信用の赤
外線データ関連（ＩｒＤＡ）インタフェースを組み込む。
【０３０１】
　追加実施形態では、ペン１０１は、ペン１０１軸の法平面に取り付けられる１組の直交
加速度計を含む。該加速度計１９０は、図９と図１０でゴースト外形線で図示される。
【０３０２】
　加速度計を具備すると、ペンのこの実施形態１０１は、表面場所タグに対して参照しな
くても感知でき、場所タグをさらに低い速度でサンプリングできるようになる。その場合
、各場所タグＩＤは、表面上の位置よりむしろ関心のあるオブジェクトを特定することが
できる。例えば、オブジェクトがユーザーインタフェース入力要素（例えば、コマンドボ
タン）である場合には、入力要素の領域内の各場所タグのタグＩＤは、直接的に入力要素
を特定できる。
【０３０３】
　ｘ方向とｙ方向のそれぞれでの加速度計によって測定される加速は、瞬間速度および位
置を生じさせるために時間に関して統合される。
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【０３０４】
　ストロークの開始位置は既知ではないため、ストローク内の相対位置だけが計算される
。位置統合は感知された加速の中に誤差を蓄積するが、加速度計は、典型的には高い解像
度を有し、誤差が蓄積するストロークの時間期間は短い。
【０３０５】
７．ネットページプリンタ記述
７．１　プリンタ機構
　垂直に取り付けられるネットワークウォールプリンタ６０１は、図１１で完全に組み立
てられて図示される。それは、図１２と１２ａに図示されているように、二重化されてい
る８と２分の１インチのメムジェットＴＭ（商標）印刷エンジン６０２と６０３を使用し
てレター／Ａ４サイズの媒体の上にネットページを印刷する。それは、紙６０４が、フル
カラーで、および完全裁ち切りで、用紙の両面を同時に印刷する二重化された印刷エンジ
ン６０２と６０３を通過するまっすぐな紙経路を使用する。
【０３０６】
　一体化された接着アセンブリ６０５は、膠の片をそれぞれの印刷済みの用紙の片側端縁
に沿って塗布し、それが、それに押し当てられるときに過去の用紙に付着できるようにす
る。これが、１枚の用紙から数百枚の用紙までの厚さの範囲がある最終的に製本された文
書６１８を作成する。
【０３０７】
　二重化された印刷エンジンと結合され、図１３に示されている交換可能なインクカート
リッジ６２７は、フィクサティーフ、接着剤、藍色、赤紫色、黄色、黒色、および赤外線
のインクを保管するためのブラダまたはチャンバを有する。カートリッジは、基部成形物
の中にマイクロ空気フィルタも具備する。該マイクロ空気フィルタはホース６３９を介し
てプリンタの内側で空気ポンプ６３８と接続する。これが、濾過された空気を印字ヘッド
に提供し、それ以外の場合、印字ヘッドノズルを閉塞させる、ミクロ粒子のメムジェット
ＴＭ（商標）印字ヘッド３５０への進入を防ぐ。カートリッジ内に空気フィルタを組み込
むことにより、フィルタの稼動有効期間は効果的にカートリッジの有効期間にリンクされ
る。インクカートリッジは、３０００ページ（１５００用紙）を印刷し、接着するための
容量を備えた完全にリサイクル可能な製品である。
【０３０８】
　図１２を参照すると、電動化された媒体ピックアップローラアセンブリ６２６が、二重
化されたメムジェットＴＭ（商標）印字ヘッドアセンブリの中へ、第１印刷エンジン６０
２上の用紙センサを越えて媒体トレーからじかに一番上の用紙を押し出す。２つのメムジ
ェットＴＭ（商標）印刷エンジン６０２と６０３は、まっすぐな用紙経路に沿って反対の
インライン逐次構成で取り付けられる。用紙６０４は、一体化された電力を供給されるピ
ックアップローラ６２６によって、第１印刷エンジン６０２の中に引き込まれる。用紙６
０４の位置とサイズが感知され、完全裁ち切り印刷が開始する。フィクサティーフは、最
も短い時間で乾燥を補助するために同時に印刷される。
【０３０９】
　用紙は、第１メムジェットＴＭ印刷エンジン６０２を、ゴム引きされたローラに対して
動作する（まっすぐな用紙経路に沿って位置合わせされる）電力を提供される出口スパイ
クホイールのセットを通って出る。これらのスパイクホイールは「濡れた」印刷済み表面
に接触し、用紙６０４を第２のメムジェットＴＭ（商標）印刷エンジン６０３の中に送り
続ける。
【０３１０】
　図１２および図１２ａを参照すると、用紙６０４は、二重化された印刷エンジン６０２
と６０３からバインダアセンブリ６０５の中に通過する。印刷されたページは、繊維サポ
ートローラ付きの電力が供給されるスパイクホイール軸６７０とスパイクホイールと瞬間
動作膠ホイール付きの別の稼動アクスルの間を通過する。稼動アクスル／膠アセンブリ６
７３は、金属の支持取り付け金具に取り付けられ、それはカムシャフトの作用によりギア
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を介して電力を供給されるアクスル６７０と接続するために前方に移送される。別個のモ
ータが、このカムシャフトに電力を供給する。
【０３１１】
　膠ホイールアセンブリ６７３は、インクカートリッジ６２７からの膠供給ホース６４１
用の回転する継ぎ手付きの部分的に中空のアクスル６７９から成り立つ。このアクスル６
７９は、半径方向の穴を通る毛細管作用により接着剤を吸収する膠ホイールに繋がる。成
形済みのハウジング６８２は膠ホイールを取り囲み、開口部が前面にある。枢動する側面
成形物および跳ね上げ敷き外側ドアは、金属取り付け金具に取り付けられ、アセンブリ６
７３の残りが前方に押しやられるときに横向きに枢着する。この作用により、膠ホイール
は成形済みのハウジング６８２の前部を通って露呈される。張力ばねがアセンブリを閉じ
、実際には、非活動期間中に膠ホイールの上を覆う。
【０３１２】
　用紙６０４が膠ホイールアセンブリ６７３の中を通るにつれて、それは結合アセンブリ
６０５の中に下方へ移送されるので、接着剤が（文書の１枚目から離れて）前面の１つの
垂直端縁に塗布される。
７．２　プリンタ制御装置アーキテクチャ
　ネットページプリンタ制御装置は、図１４に図解されるように、制御側プロセッサ７５
０、工場でインストールされた、あるいは現場でインストールされたネットワークインタ
フェースモジュール６２５、無線トランシーバ（トランシーバ制御装置７５３、ベースバ
ンド回路７５４、ＲＦ回路７５５、およびＲＦ共鳴子と誘導子７５６）、二重ラスタ画像
プロセッサ（ＲＩＰ）ＤＳＰ７５７、二重化された印刷エンジン制御装置７６０ａと７６
０ｂ、フラッシュメモリ６５８、および６４ＭＢのＤＲＡＭ６５７から成り立つ。
【０３１３】
　制御側プロセッサはネットワーク１９と、およびローカル無線ネットページペン１０１
との通信を処理し、ヘルプボタン６１７を感知し、ユーザーインタフェースＬＥＤ６１３
から６１６を制御し、ＲＩＰＤＳＰ７５７および印刷エンジン制御装置７６０を送り、同
期する。それは、中性能汎用マイクロプロセッサから成り立つ。制御側プロセッサ７５０
は、高速シリアルバス６５９を介して、印刷エンジン制御装置７６０と通信する。
【０３１４】
　ＲＩＰ ＤＳＰは、ページ記述をラスタ化し、ネットページプリンタの圧縮ページフォ
ーマットに圧縮する。各印刷エンジン制御装置は、ページ画像を拡大し、ディザリングし
、リアルタイムで（つまり毎分３０ページ以上で）その関連付けられたメムジェットＴＭ

（商標）印字へッド３５０に印刷する。二重化された印刷エンジン制御装置は、用紙の両
面を同時に印刷する。
【０３１５】
　マスタ印刷エンジン制御装置７６０ａは、用紙の移相を制御し、マスタＱＡチップ６６
５およびインクカートリッジＱＡチップ７６１とともに、インク使用量をモニタする。
【０３１６】
　プリンタ制御装置のフラッシュメモリ６５８は、構成データだけではなく、プロセッサ
７５０とＤＳＰ７５７の両方用のソフトウェアも保持する。これがブート時にメインメモ
リ６５７にコピーされる。
【０３１７】
　プロセッサ７５０、ＤＳＰ７５７およびデジタルトランシーバ構成要素（トランシーバ
制御装置７５３およびベースバンド回路７５４）は、単一制御装置ＡＳＩＣ６５６の中に
統合される。アナログＲＦ構成要素（ＲＦ回路７５５およびＲＦ共鳴子と誘導子７５６）
は、別個のＲＦチップ７６２の中に具備される。ネットワークインタフェースモジュール
６２５は、ネットページプリンタがネットワーク接続を工場で選択または現場で選択でき
るようにするために別個である。フラッシュメモリ６５８および２ｘ２５６Ｍｂｉｔ（６
４ＭＢ）ＤＲＡＭ６５７もチップに実装されていない。印刷エンジン制御装置７６０は、
別個のＡＳＩＣに具備される。
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【０３１８】
　多岐に渡るネットワークインタフェースモジュール６２５が提供され、それぞれがネッ
トページネットワークインタフェース７５１、およびオプションでローカルコンピュータ
またはネットワークインタフェース７５２を提供する。ネットページネットワークインタ
ーネットインタフェースは、ＰＯＴＳモデム、ハイブリッドファイバ－同軸（ＨＦＣ）ケ
ーブルモデム、ＩＳＤＮモデム、ＤＳＬモデム、衛星トランシーバ、現世代および次世代
のセルラー電話トランシーバ、および無線市内線（ＷＬＬ）トランシーバを含む。ローカ
ルインタフェースは、ＩＥＥＥ１２８４（並列ポート）、１０Ｂａｓｅ－Ｔ、および１０
０Ｂａｓｅ－Ｔイーサネット（登録商標）、ＵＳＢよびＵＳＢ２．０
ＩＥＥＥ１３９４（ファイアワイヤ）、および多様な新興家庭ネットワーキングインタフ
ェースを含む。インターネット接続がローカルネットワーク上で使用できる場合には、ロ
ーカルネットワークインタフェースは、ネットページネットワークインタフェースとして
使用できる。
【０３１９】
　無線トランシーバ７５３は、通常コードレス電話によって使用されている無免許９００
ＭＨｚバンドで、あるいは代わりに無免許２．４ＧＨｚ産業科学医療（ＩＳＭ）バンドで
通信し、周波数ホッピングおよび衝突検出を使用し、干渉のない通信を提供する。
【０３２０】
　プリンタ制御装置は、ネットページカメラなどのデバイスから「噴出される」データを
受信するために、オプションで赤外線データ関連（ＩｒＤＡ）インタフェースを組み込む
。代替実施形態では、プリンタは、適切に構成されたネットページペンとの短距離通信の
ためにＩｒＤＡインタフェースを使用する。
７．２．１　ラスタ化および印刷
　いったんメインプロセッサ７５０が文書のページレイアウトおよびページオブジェクト
を受け取り、検証すると、それは適切なＲＩＰソフトウェアをＤＳＰ７５７で実行する。
【０３２１】
　ＤＳＰ７５７は、各ページ記述をラスタ化し、ラスタ化されたページ画像を圧縮する。
メインプロセッサは、メモリにそれぞれの圧縮されたページを記憶する。複数のＤＳＰの
負荷の最適配分を行うのに最も簡単な方法は、各ＤＳＰに別個のページをラスタ化させる
ことである。一般的には、任意の数のラスタ化されたページがメモリに記憶できるため、
ＤＳＰは、つねにビジーに保つことができる。この戦略は、短い文書をラスタ化するとき
には、潜在的に不十分なＤＳＰの活用につながるだけである。
【０３２２】
　ページ記述の中の透かし暗号化部分（ｗａｔｅｒｍａｒｋ）は、ごくわずかなサイズま
で損失なく圧縮され、圧縮されたページ画像の一部を形成するコントーン解決法による２
諧調ビットマップ（ｃｏｎｔｏｅｎ－ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｂｉ－ｌｅｖｅｌ　ｂｉｔ
ｍａｐ）にラスタ化される。
【０３２３】
　印刷されたページの赤外線（ＩＲ）層は、１インチあたり約６という密度でコーディン
グされたネットページタグを含む。それぞれのタグはページＩＤ、タグＩＤ、および制御
ビットを符号化し、各タグのデータコンテンツはラスタ化の間に生成され、圧縮ページ画
像に記憶される。
【０３２４】
　メインプロセッサ７５０は、背中合わせのページ画像を二重化される印刷エンジン制御
装置７６０に渡す。各印刷エンジン制御装置７６０は、圧縮されたページ画像をそのロー
カルメモリに記憶し、ページ拡大および印刷パイプラインを開始する。ページ拡大および
印刷は、１１４ＭＢの二層ＣＭＹＫ＋ＩＲページ画像全体をメモリ内に記憶することは実
際的ではないためにパイプラインにされる。
７．２．２　印刷エンジン制御装置
　印刷エンジン制御装置７６０のページ拡大および印刷パイプラインは、高速ＩＥＥＥ１
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３９４シリアルインタフェース６５９、標準ＪＰＥＧデコーダ７６３、標準グループ４フ
ァックスでコーダ７６４、カスタムハーフトーナ／植字工（ｈａｌｆｔｏｎｅｒ／ｃｏｍ
ｐｏｓｉｔｏｒ）層値７６５、カスタムタグエンコーダ７６６、ラインローダ／フォーマ
ッタ装置７６７、およびメムジェットＴＭ（商標）印字ヘッド３５０へのカスタムインタ
フェース７６８から成り立つ。
【０３２５】
　印刷エンジン制御装置３６０は二重バッファ様式で動作する。１ページが、高速シリア
ルインタフェース６５９を介してＤＲＡＭ７６９にロードされる間に、過去にロードされ
たページがＤＲＡＭ７６９から読み出され、印刷エンジン制御装置パイプラインを通過す
る。いったんページが印刷を終了すると、いまロードされたばかりのページは、別のペー
ジがロードされている間に印刷される。
【０３２６】
　パイプラインの第１段階は、すべて並列で、ＪＰＥＧ圧縮連続印刷
ＣＭＹＫ層を（７６３で）拡大し、グループ４ファックス圧縮二層黒層を（７６４で）拡
大し、第１．２項に定義されるタグフォーマットに従って二層ネットページタグ層を（７
６６で）レンダリングする。第２段階は連続印刷
ＣＭＹＫ層を（７６５で）ディザリングし、その結果として生じる二層ＣＭＹＫ層の上で
二層黒層を（７６５で）作成する。結果として生じる二層ＣＭＹＫ＋ＩＲどっとデータは
バッファに入れられ、ラインバッファのセットを介してメムジェットＴＭ（商標）印字ヘ
ッド３５０での印刷のために（7６7で）フォーマットされる。これらのラインバッファの
大部分は、チップに実装されていないＤＯＲＡＭに記憶される。最終段階は、印字ヘッド
インタフェース７６８を介して（フィクサティーフを含む）二層ドットデータの６つのチ
ャネルをメムジェットＴＭ（商標）印字ヘッド７５０に印刷する。
【０３２７】
　複数の印刷エンジン制御装置７６０が二重化構成でのように一斉に使用されるとき、そ
れらは共用線路同期信号７７０を介して同期される。外部マスタ／スレーブピン７７１を
介して選択される１つの印刷エンジン７６０だけが、線路同期信号７７０を共用線路の上
に生成する。
【０３２８】
　印刷エンジン制御装置７６０は、ページ拡大およびレンダリングパイプラインを同期し
、印字ヘッド３５０を、低速シリアルバス７７３を介して構成し、ステッパモータ６７５
、６７６を制御するための低速プロセッサ７２を具備する。
【０３２９】
　ネットワークプリンタの８と２分の１インチバージョンでは、２つの印刷エンジンは、
それぞれ、ページの長い寸法（１１インチ）に沿って毎分３０枚のレターページを印刷し
、１６００ｄｐｉで８．８ｋＨｚという行速度を示す。ネットページプリンタの１２イン
チのバージョンでは、２台の印刷エンジンは、紙（８と２分の１インチ）の短い寸法に沿
って毎分４５枚のレターページを印刷し、１０．２ｋＨｚという行速度を示す。これらの
行速度は十分に、現在の設計では３０ｋＨｚを超えるメムジェットＴＭ印字ヘッドの運転
周波数範囲内にある。
８．ネットページグリーティングカード
　ネットページシステムは、それによりユーザーが、画像およびグリーティングメッセー
ジを選択し、手書きメッセージを付け加えることでカスタマイズされたグリーティングカ
ードを作成することができるアプリケーションを提供する。カードは、受信者に対し、そ
のデフォルトのネットページプリンタに、あるいはその郵便住所に直接的に送信すること
ができる。
【０３３０】
　ユーザーはオンラインカタログからグリーティングカードを選択し、手書きメッセージ
を追加し、ネットページネットワークを介してそれをディスパッチすることができる。カ
ードは、その他のネットワークユーザーに、および通常の郵便住所に宛てることができる
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。後者の場合、カードは、受信者に最も近いサービスセンタで印刷され、自動的に封筒に
入れられ、地元の郵便システムを通して郵送される。
【０３３１】
　ネットページユーザーは、誰でもから、あるいは許可された友人からだけカードを受け
取ることを選ぶことができる。
８．１　アプリケーション図表記
　各アプリケーションユーザーインタフェースフローは、コマンド矢印によりリンクされ
る文書の集合体として示される。コマンド矢印は、ターゲット文書が、ユーザーがソース
エージ上で対応するコマンドボタンを押した結果として印刷されることを示す。いくつか
のコマンド矢印は、指定されたコマンドのどれか１つによりターゲット文書が印刷される
ことを示す、スラッシュ（「／」）によって分離される複数のコマンドで名前が付けられ
る。複数のコマンドは同じコマンド矢印に名前を付けてよいが、それらは典型的には異な
る副作用を有する。
【０３３２】
　アプリケーションの用語では、ネットページ文書とネットページ書式を区別することが
重要である。文書は、ユーザーが追加情報または他の何らかの動作を要求するために押す
ことができるコマンドボタンだけではなく、印刷済みの情報を含む。類似した通常の文書
のように動作することに加えて、書式は、ユーザーが記入できる入力フィールドも含む。
それらは、システムにデータ入力機構を提供する。また、一般情報を含む文書と、ユーザ
ーとアプリケーション間のある特定の対話に特定の情報を含む文書の区別をすることも有
効である。一般文書は、売店で販売されている雑誌または公共の場所で遭遇する広告ポス
ターなどの事前に印刷された出版物であってよい。例えば、事前に印刷された出版物の中
で遭遇する加入書式を含む書式も事前に印刷されてよい。言うまでもなく、それらはユー
ザーの要求に応えてネットページプリンタにより実行中に生成すされてよい。ユーザーに
特定の文書および書式は、通常、ユーザー要求に応えて、ネットページプリンタによって
実行中に生成される。図４８は、一般文書９９０、一般書式９９１、ユーザーに特定の文
書９９２およびユーザーに特定の書式９９３を示す。
【０３３３】
　ユーザーインタフェースフローに参加するネットページは、さらに抽象ページレイアウ
トにより記述される。ページレイアウトは、そのそれぞれがそれを他者と区別するために
固有のスタイルを有する多様な種類の要素を含んでよい。図４９に図示されるように、こ
れらは固定情報９９４、可変情報９９５、入力フィールド９９７、コマンドボタン９９６
およびドラッグ可能コマンド９９８を含む。
【０３３４】
　ユーザーインタフェースフローが複数の図に分解されると、複製される任意の文書は、
それを定義する主要な図を除くすべてで破線外形線で図示される。
８．２　グリーティングカードオブジェクトモデル
　グリーティングカードオブジェクトモデルは、グリーティングカード供給者、カスタマ
およびカスタマイズされたグリーティングカードを中心に動く。グリーティングカードク
ラス図５００は、図５０に示される。
【０３３５】
　各供給者５０１は固有の識別子および名前５０１ａを有する。各カスタマ５０２はある
特定の供給者に関連し、該特定の供給者の範囲内で固有である識別子５０３を有する。
【０３３６】
　各カスタマ５０２は、供給者にとってのある特定のネットページユーザー８００を表す
。他方、ネットページユーザーは、任意の数の供給者のカスタマであってよい。
【０３３７】
　カスタマ５０２の名前および記述は、デフォルトによって、対応するネットページユー
ザー８００の詳細から派生する。
【０３３８】
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　各供給者５０１は、数多くのカテゴリ５０５のグリーティングカードを有する。各カテ
ゴリは、数多くのカード画像５２５および数多くのカードメッセージ５０７を有する。
【０３３９】
　カスタマ５０２は、カスタマイズされたカード５０８を作成できる。それぞれのカスタ
マイズされたカードは、固有の識別子５０９、カードが作成された日時、（デジタルイン
クとして記憶される）ユーザーにより手書きされるカスタムメッセージ、および料金を有
する。それぞれのカスタマイズされたカードは受信者５１０を有する。受信者が別のネッ
トページユーザーである場合は、カードは、そのデフォルトネットページプリンタに直接
的に送達される。受信者がネットページユーザーではない場合、カスタマがカードの送達
に名前および郵便住所を指定する。カード受信者クラス図５１１は、図５２に示される。
【０３４０】
　各カスタマ５０２は、現在の残高とともに、供給者５０１とのアカウントを有する。ア
カウント支払５４７は、カスタマアカウントと直接関連付けられる。支払クラス図５１４
は、図５１で示される。各カスタマは、供給者との支払方法５１５の履歴を有する。ある
特定の供給者によりサポートされている支払方法５１６から５１９の集合は、その供給者
に特定であり、その信用評価等に応じて、異なるカスタマには異なる可能性がある。
【０３４１】
　ネットページアカウント支払方法５１６が使用されると、ユーザーのネットページアカ
ウント８２０は借方記入され、トランザクションはユーザーのネットページアカウントス
テートメントに表示される。
【０３４２】
　カスタマアカウント支払方法５１７が使用されると、ユーザーは支払に関して請求書を
作成される。
【０３４３】
　ＳＥＴ支払方法５１９が使用されると、ユーザーにリンクされている対応するＳＥＴ支
払いカード８２１が、通常のＳＥＴプロトコルに従って支払を行うために使用される。
【０３４４】
　支払カード支払方法５１８が使用されると、指定された支払カードは、プロバイダとそ
の取得銀行または特定の支払カード種別を取り扱う機関の間の通常のプロトコルに従って
支払を行うために使用される。
【０３４５】
　各支払には、固有の支払番号、支払の日時、支払われた額、および領収書番号がある。
【０３４６】
　ネットページユーザーは、そのネットページｅ－メール設定値に応じて、誰もから、あ
るいは許可された友人だけからカードを受け取ってよい。ユーザーのｅ－メールプライバ
シー設定値が、ｅ－メールがその連絡先リストのメンバーからだけ受け取られるようであ
る場合には、グリーティングカードは、同じ連絡先リストからだけ受信されてもよい。
８．３　グリーティングカードユーザーインタフェース
　ユーザーは、以下を含む、多岐に渡るリンクから、ネットページグリーティングカード
メインページ５２２を得る。
　ネットページディレクトリ
　ネットページユーザー自身のブックマーク
　広告
　ユーザーがカード画像５２５、アカウント５１２詳細にアクセスし、５２３で供給者と
登録することもできることが分かるネットページグリーティングカードユーザーインタフ
ェーフローが図５３に示される。
８．３．１　登録
　ユーザーは、図５６に示されるグリーティングカードメインページ５２２で、＜登録＞
ボタン５２４をクリックすることによって、グリーティングカード供給者と登録すること
ができる。ユーザー登録書式（図示されていない）が印刷される。ユーザーが登録すると
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、アカウントがユーザーのために作成され、ユーザーはカスタマイズされたグリーティン
グカードを作成、送信することを許される。
８．３．２　カスタマイズされたグリーティングカードの作成
　図５６に示されているグリーティングカードメインページ５２２は、グリーティングカ
ードカテゴリ５０５を示す。ユーザーは、所望されるカテゴリをクリックする。ユーザー
がグリーティングカード供給者と登録されると、図５７に図示されるように、カード画像
リスト５２５が印刷される。ユーザーがすでに供給者と登録されていない場合、ユーザー
登録書式が印刷される。
【０３４７】
　カード画像リストは、カスタマイズされたグリーティングカードの表紙に使用可能な画
像のサムネイル５２６を示す。一度には２枚の両面ページだけが印刷される。ユーザーが
＜さらに多く（Ｍｏｒｅ）＞５２７をクリックするたびに、サムネイル画像の別の２枚の
両面ページが印刷される。ユーザーは、その上をクリックすることにより画像を選択する
。グリーティングカードメッセージページ５２８が、図５８に図示されるように印刷され
る。
【０３４８】
　グリーティングカードメッセージページ５２８は、カスタマイズされたグリーティング
カードの内側ページでの包含のために使用できるストックメッセージを示す。一度に２枚
の両面ページだけが印刷される。ユーザーが＜さらに多く（Ｍｏｒｅ）＞５２９をクリッ
クするたびに、カードメッセージの別の２枚の両面ページが印刷される。ユーザーは、そ
の上をクリックすることでメッセージを選択する。個人メッセージ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ
Ｍｅｓｓａｇｅ）ページ５３０は、図５９に図示されているように印刷される。
【０３４９】
　個人メッセージページにより、ユーザーは、ストックカードメッセージ５３２とともに
、手書きメッセージ５３１をカードの内側ページに記入することができる。ユーザーは、
それが、図６３と図６４に図示されるように、受信者に表示されるので、＜カードプレビ
ュー（Ｃａｒｄ
Ｐｒｅｖｉｅｗ）＞５３３をクリックし、カード５３４のサンプルを印刷することができ
る。ユーザーは＜続行（Ｃｏｎｔｉｎｕｅ）＞５３５をクリックすると、受信者アドレス
（Ｒｅｃｉｐｉｅｎｔ
Ａｄｄｒｅｓｓ）書式５３６が、図１１に示されるように印刷される。
【０３５０】
　受信者アドレス書式５３６は、カスタマイズされたグリーティングカードのために画像
５２５およびメッセージ５３１５３２を示す。
【０３５１】
　受信者５１０がネットページユーザーである場合、ユーザーは、受信者の名前、頭文字
、あだ名、名字の１つまたは複数を入力する。受信者がネットページユーザーではない場
合、ユーザーは受信者の名前および郵便住所を提供されたフィールドに入力する。名前お
よび住所は、そのまま（つまり、手書きで）封筒の上に印刷される。ユーザーは＜続行＞
５３７をクリックする。
【０３５２】
　受信者がネットページユーザーである場合、システムは、最初にユーザーの連絡先リス
ト内での一致を探す。単一の一致がユーザーの連絡先リストの中で発見されると、支払お
よび送信書式５４１が印刷され、受信者詳細が示される。
【０３５３】
　ユーザーの連絡先リストとの一致がない場合には、グローバルユーザーディレクトリが
検索され、結果は１枚または複数枚のユーザーディレクトリ一致ページに印刷される。ユ
ーザーは、必要とされるユーザー名の隣の＜選択＞ボタンを押すことによって所望の受信
者を選択する。
【０３５４】



(56) JP 4498617 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

　ユーザーの連絡先リストと複数の一致がある場合には、連絡先リストページ５３８は、
図６１に示されるように印刷される。ユーザーは、必要とされるユーザー名の隣の＜選択
（Ｓｅｌｅｃｔ）＞ボタン５３９を押すことによって所望の受信者５１０を選択する。所
望の受信者が連絡先リストに表示されない場合、ユーザーは＜ユーザーディレクトリ＞ボ
タン５４０を押して、一致がないか、グローバルユーザーディレクトリを自動的に検索す
る。一致するエントリは、１枚または複数枚のユーザーディレクトリ一致（図示されてい
ない）ページに印刷される。ユーザーは、必要とされるユーザー名の隣の＜選択＞ボタン
を押すことによって所望の受信者を選択する。
【０３５５】
　いったん単一ネットページユーザーが受信者として選択されると、支払送信書式５４１
が、図６２に示されるように印刷される。
【０３５６】
　支払および送信書式５４１は、カスタマイズされたグリーティングカード５０８のすべ
ての詳細を示し、カードの送達の料金５４２を示す。ユーザーは書式に署名し、＜カード
送信（Ｓｅｎｄ
Ｃａｒｄ）＞５４３をクリックする。料金は、ユーザーのカスタマアカウント残高５１３
に追加され、カードが受信者に送信される。
【０３５７】
　受信者がネットページユーザーである場合には、カードはそのデフォルトのネットペー
ジプリンタに直接的に印刷される。受信者がネットページユーザーではない場合、国およ
び都市が受信者アドレスから抽出される。封筒およびカードは、国と都市に特殊なサービ
スセンタで印刷され、地元郵便システムを通して郵送される。
【０３５８】
　グリーティングカード作文（Ｃｏｍｐｏｓｅ
Ｇｒｅｅｔｉｎｇ Ｃａｒｄ）機能は複数ページトランザクションである。ユーザーが、
単一グリーティングカードに関連するページを追跡調査する上でユーザーを補助するため
に、トランザクション番号および現在の日時は、各ページの一番上に印刷される。ユーザ
ーは、現在の書式を無効にし、現在のトランザクションの一部として新しい書式を印刷す
るために、任意のページの底部にある＜書式リセット（Ｒｅｓｅｔ
Ｆｏｒｍ）＞ボタンをクリックすることができる。
【０３５９】
　カスタマイズされたグリーティングカードを作成、送信するためのユーザーインタフェ
ースフロー５４４は、図５４に示される。カードをアドレス指定するためのユーザーイン
タフェースフロー５４５は、図５５に示されている。
８．３．３　アカウント支払を行う
　ユーザーは、図５６に示されている、グリーティングカードメインページの＜アカウン
ト表示（Ｖｉｅｗ
Ａｃｃｏｕｎｔ）＞ボタン５４６をクリックすることで自分のアカウント詳細を表示する
ことができる。アカウント詳細ページ（図示されていない）が印刷され、料金および支払
、およびユーザーのアカウントの未決残高の詳細を示す。ユーザーは、使用可能な支払方
法の１つを使用して、このページからそのアカウントに支払を行うことを選択する。
【０３６０】
９．ネットページファクシミリ
　まず最初に図５０を参照すると、ネットページファクシミリ（ファックス）アプリケー
ション５００により、ネットページユーザー５０１は簡略な２ページのメッセージを作り
、リモートファックス機械５０２に送信できる。ファックスアプリケーション５００は、
オプションで、ファックス受信者が、一時使用返答番号を使用して破線５０３で示されて
いるネットページユーザーに返事を送信できるようにする。該返答は、ユーザーがオリジ
ナルのファックスメッセージをそれを通して提出するネットページプリンタを通して送達
される。
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【０３６１】
　ネットページ電子メール（ｅ－メール）アプリケーション５０４は、ネットページユー
ザーが、ユーザーの連絡先リストの中でのファックス連絡先にｅ－メールメッセージをア
ドレス指定することによってリモートファックス機械５０２に複雑な多数ページｅ－メー
ルメッセージを送信できるようにする。
【０３６２】
　両方のアプリケーション５００、５０４は、図１に示されているように、ファックスサ
ーバ５０５を介してファックスを送信する。ファックスサーバは、ファックス送達のため
のページをフォーマットし、ファックス伝送に適切な２諧調ビットマップとしてそれらを
レンダリングし、電話網を介してリモートファックス機械にダイヤルし、接続し、リモー
トファックス機械の機能に応じて、グループ３またはグループ４のファックスプロトコル
（ＡＮＳＩ／ＥＩＡ５３８－１９８８、グループ４ファクシミリ装置用のファクシミリコ
ーディング方式およびコーディング制御機能、１９８８年８月）に従ってビットマップを
符号化し、伝送する。
９．１．単一のファックス
９．１．１．　オブジェクトモデル
　ファックスクラス図が、図５１に示されている。ネットページユーザ５０１によって作
成された発信ファックス５０６は、受信者のファックス番号５０７を指定し、１ページま
たは複数ページから成り立ち、そのそれぞれがメッセージの対応する部分のデジタルイン
クを記録する。発信ファックスは、それが送信される時間も記録する。ファックス番号は
、ファックスサーバがファックスを送達するために番号をダイヤルできるように、手書き
のテキストから変換される。しかしながら、メッセージは、それが正確に書かれたあるい
は描かれたように送達されるようにデジタルインクとして保持される。
【０３６３】
　ユーザーが、受信者が返事することを許されていると指定する場合は、ファックスアプ
リケーションは一意の一時使用返事シーケンス番号を割り当て、未決ファックス返事５０
８でそれを記録し、未決ファックス返事リスト５０９に未決ファックス返事を入力する。
それは、入信ファックス５１０を未決返事に突き合せるために、未決ファックス返事リス
トを使用する。未決ファックス返事は、発信ファックスが提出されるプリンタ８０２と関
連付けられ、このようにしてそれ以降の入信ファックス返答がどこへ送達されなければな
らないのかを指定する。未決ファックス返事には有効期間があり、その後では、返事番号
の濫用を防止するために返事は受け入れられない。いったん入信ファックスが受信される
と、有効期間は、受信者が、将来のページはないが、伝送の問題がある場合に追加ページ
を即座に送信するのに十分な時間があるように、過去に遡って調整される。
【０３６４】
　入信ファックス５１０は、１枚または複数枚のページ５１２から成り立ち、そのそれぞ
れが対応するメッセージの２諧調ビットマップを記録する。それは、それが受信される時
刻も記録する。
【０３６５】
９．１．２　ユーザーインタフェース
　ファックス送信ユーザーインタフェースフローは、図５３に示されている。ファックス
作文書式５１３の２面が、図５４と図５５に示されている。ファックスを送信する場合、
ユーザーは、ネットページヘルプページ５１４から、または既存の作文形式で＜空白書式
＞ボタン５１５を介して空白作文書式５１３を入手し、受信者ファックス番号５１６を記
入し、受信者が返事をするのを許されている場合には「返事可能」チェックボックス５１
７に照合のしるしを付け、メッセージフィールド５１８にメッセージを手書きし、＜送信
＞ボタン５１９を押す。２ページメッセージを送信するために、ユーザーは、書式の裏面
５２０のメッセージフィールドにメッセージの追加部分を手書きする。
【０３６６】
　ファックスアプリケーションが、手書きファックス番号をテキストに変換し、ファック
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スを送達のためにファックスサーバ５０５に送信する。受信者によって受け取られるファ
ックス５３０のフォーマットは、図５６及び図５７に示される。
【０３６７】
　受信されたファックスページに表示されるファックス返事番号５２１は、返事シーケン
ス番号が後に続くファックスサーバの入信ファックス番号の内の１つから成り立つ。それ
は、受信者が返事することを許されている場合にだけ表示される。受信者は、返事番号全
体をダイヤルすることによって返事する。ファックスサーバは、トーンダイヤルされた（
ｔｏｎｅ－ｄｉａｌｌｅｄ）返事シーケンス番号接尾語を捕捉し、それをファックスアプ
リケーション３００に転送する。それから、アプリケーションは、対応する未決ファック
ス返事、したがって適切なネットページプリンタを特定するために、それを使用する。
９．２．Ｅ－メールファックス
９．２．１．オブジェクトモデル
　Ｅ－メールファックスは、ネットページｅ－メールの拡張である。ｅ－メールメッセー
ジは、ｅ－メールの受信者の一人が対応するファックス番号のファックス使用者である場
合、リモートファックス機械５０２に送達される。ファックスユーザーを含むために拡張
されたｅ－メールクラス図は、図５２に示されている。各ファックスユーザー５２２は、
ネットページユーザーの連絡先リスト内でファックスユーザーを提示するために使用され
る名前５２３、およびファックス暗号５２４を有する。
【０３６８】
９．２．２．ユーザーインタフェース
　ファックス連絡先登録ユーザーインタフェースフローは、図５８に示される。ファック
ス連絡先登録書式５２５は、図５９に示されている。新しいファックス連絡先を登録する
ためには、ユーザーは、ネットページヘルプページ５１４から、または既存の登録書式の
＜空白書式＞ボタンを介して空白の登録書式を入手し、ファックス連絡先の名前とファッ
クス番号を記入し、＜提出＞ボタン５２８を押す。ｅ－メールアプリケーションは、手書
きの名前およびファックス番号をテキストに変換し、ファックス連絡先をユーザーのｅ－
メール連絡リストに追加する。それは、新しいエントリを示す更新済みの連絡先リストペ
ージを印刷する。
【０３６９】
　ｅ－メールをファックス受信者に送信するには、ユーザーは、ユーザーの連絡先リスト
内のファックス連絡先にｅ－メールをアドレス指定する。
結論
　本発明は、好まれている実施態様よび多くの特定の代替実施態様に関して記述されてき
た。しかしながら、関連分野の技能者によって、特に記述されたものと異なる数多くのそ
の他の実施態様も本発明の精神および範囲に該当するだろうことが認識されるだろう。し
たがって、発明は、適宜に相互参照により組み込まれる文書を含む、本明細書中に記述さ
れた特定の実施態様に限られることは意図されていないことが理解されるだろう。本発明
の範囲は、添付請求項だけによって制限される。
【図面の簡単な説明】
　本発明の好まれているおよびそれ以外の実施形態は、ここに添付図面に関して非制限例
によってだけで説明されるだろう。
【図１】　図１は、サンプルの印刷されたネットページとそのオンラインページ記述の間
の関係性の概略図である。
【図２】　図２は、ネットページペン、ネットページプリンタ、ネットページサーバ、お
よびネットページアプリケーションサーバの間の相互作用の概略図である。
【図３】　図３は、ネットページサーバおよびネットワークを介して相互接続されるプリ
ンタの集合体を示す。
【図４】　図４は、印刷されたネットページおよびそのオンラインページ記述の高水準構
造の概略図である。
【図５】　図５は、ネットページタグの構造体を示す平面図である。



(59) JP 4498617 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

【図６】　図６は、図５に図示されるタグの集合の間とネットページペンの書式を取るネ
ットページセンサの視野の関係性を示す平面図である。
【図７】　図７は、タグ画像処理および復号アルゴリズムのフローチャートである。
【図８】　図８は、ネットページペンおよびその関連付けられたタグ感知視野コーンの透
視図である。
【図９】　図９は、図８に示されるネットページペンの透視展開図である。
【図１０】　図１０は、図８および図９に示されるネットページペン用のペン制御装置の
概略ブロック図である。
【図１１】　図１１は、壁に取り付けられたネットページプリンタの透視図である。
【図１２】　図１２は、図１１ネットページプリンタの長さを通る断面である。
【図１２ａ】　１２ａは、二重化された印刷エンジンの断面および膠（ｇｌｕｅ）ホイー
ルアセンブリを示す図１２の拡大部分である。
【図１３】　図１３は、インクカートリッジ、インク、空気通路と膠通路、および図１１
と図１２のネットページプリンタの印刷エンジンの詳細図である。
【図１４】　図１４は、図１１と図１２に示されるネットページプリンタ用のプリンタ制
御装置の概略ブロック図である。
【図１５】　図１５は、二重化された印刷エンジン制御装置および図１４に図示されてい
るプリンタ制御装置に関連付けられたメムジェットＴＭ（商標）印字ヘッドの概略ブロッ
ク図である。
【図１６】　図１６は、図１４と図１５に図示されている印刷エンジン制御装置の概略ブ
ロック図である。
【図１７】　図１７は、例えば、図１０から図１２のネットページプリンタ内で使用され
るような単一メムジェットＴＭ（商標）印刷要素の透視図である。
【図１８】　図１８は、メムジェットＴＭ（商標）印刷要素の小さい部分の透視図である
。
【図１９】　図１９は、図１３に図示されているメムジェットＴＭ（商標）印刷要素の動
作サイクルを示す一連の透視図である。
【図２０】　図２０は、ページ幅メムジェットＴＭ（商標）印字ヘッドの短いセグメント
の透視図である。
【図２１】　図２１は、ユーザークラス図の概略図である。
【図２２】　図２２は、プリンタクラス図の概略図である。
【図２３】　図２３は、ペンクラス図の概略図である。
【図２４】　図２４は、アプリケーションクラス図の概略図である。
【図２５】　図２５は、文書およびページ記述クラス図の概略図である。
【図２６】　図２６は、文書およびページ所有権クラス図の概略図である。
【図２７】　図２７は、端末要素特殊化クラス図の概略図である。
【図２８】　図２８は、状態要素特殊化クラス図の概略図である。
【図２９】　図２９は、ハイパーリンク要素クラス図の概略図である。
【図３０】　図３０は、ハイパーリンク要素特殊化クラス図の概略図である。
【図３１】　図３１は、ハイパーリンクされたグループクラス図の概略図である。
【図３２】　図３２は、書式クラス図の概略図である。
【図３３】　図３３は、デジタルリンククラス図の概略図である。
【図３４】　図３４は、フィールド要素特殊化クラス図の概略図である。
【図３５】　図３５は、チェックボックスフィールドクラス図の概略図である。
【図３６】　図３６は、テキストフィールドクラス図の概略図である。
【図３７】　図３７は、シグナチャフィールドクラス図の概略図である。
【図３８】　図３８は、入力処理アルゴリズムのフローチャートである。
【図３８ａ】　図３８ａは、図３８のフローチャートの１つのステップの詳細なフローチ
ャートである。
【図３９】　図３９は、ページサーバコマンド要素クラス図の概略図である。
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【図４０】　図４０は、リソース記述クラス図の概略図である。
【図４１】　図４１は、お気に入りのもののリストクラス図の概略図である。
【図４２】　図４２は、履歴リストクラス図の概略図である。
【図４３】　図４３は、加入送達プロトコルの概略図である。
【図４４】　図４４は、ハイパリンク要求クラス図の概略図である。
【図４５】　図４５は、ハイパリンク活性化プロトコルの概略図である。
【図４６】　図４６は、書式提出プロトコルの概略図である。
【図４７】　図４７は、手数料支払プロトコルの概略図である。
【図４８】　図４８は、ユーザーインタフェースフロー文書アイコンの集合の概略図であ
る。
【図４９】　図４９は、ユーザーインタフェースページンタフェースレイアウト要素アイ
コンの概略図である。
【図５０】　図５０は、ファクシミリアプリケーション構造の概略図である。
【図５１】　図５１は、単純なファックスクラス図の概略図である。
【図５２】　図５２は、ｅ－メールユーザークラス図の概略図である
【図５３】　図５３は、ファックス送信ユーザーインタフェースフローの概略図である。
【図５４】　図５４は、ファックス作成書式の概略図である。
【図５５】　図５５は、ファックス作成書式の裏面の概略図である。
【図５６】　図５６は、受信されたファックスの第1ページの概略図である。
【図５７】　図５７は、受信されたファックスの第２ページの概略図である。
【図５８】　図５８は、ファックス連絡先登録ユーザーインタフェースフローの概略図で
ある。
【図５９】　図５９は、ファックス連絡先登録書式の概略図である。
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